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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ
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「──カナメ。あなたが好きです──」





　その言葉を、エルミナは信じられない気持ちで聞いた。


　カナメと呼ばれた少女を抱だき寄よせているのは燕えん尾び服ふくに身を包んだ少年──マルクだ。


　マルクはもう離はなしたくないというように少女の体を抱きしめ、カナメの方もそれに応こたえるように腕うでを回す。


　クラリと、目の前が暗くなった気がした。


　──ああ、そうだ。彼マルクを拒きよ絶ぜつしたのは、私だったのだ。


　一度はエルミナのことを好きだと言ってくれたマルクを──カナメのことは、どう考えているのかね──エルミナはもっとも意地の悪い形で突つき放はなした。


　自分だって、人から愛していると告白され、気持ちをぐらつかせたというのに……。


「エルミナ……？」


　呆ぼう然ぜんとするエルミナに、白い少女が気付いた。


「──っ」


　エルミナは、背中を向けて駆かけだした。


　ここに来るまで走り続けた。もう、走る力なんて残っていない。そう思っていたが、目の前の恐おそろしい光景から逃にげ出すためにエルミナの足は動いてくれた。


　無ぶ様ざまだった。惨みじめだった。情けなかった。


　全すべては自分が招いたことだ。


　泣く資格などないと分かっていても、翠すい玉ぎよくの双そう眸ぼうからはポロポロと涙なみだが溢あふれてしまった。


　そしてさらに惨めなのは、こうして逃げている自分をマルクが追いかけてきてくれないかと、心のどこかで期待してしまっていることだった。


　だから、エルミナは逃げる。マルクは追いかけてくる。そのとき、自分はホッとした顔をしてしまうだろうから。そんな無様な自分だけは見られたくないから。


　そうして走り続けて、エルミナは足を縺もつれさせて転てん倒とうしてしまった。


　起き上がる気力は、残っていなかった。


　そのまま虚きよ脱だつしきって寝ねそべっていて、エルミナはようやく異変に気付いた。





「……ここは、どこだ？」





　顔を上げると、そこは見知らぬ場所だった。


　自分は、高級旅館──ジョンストンホテルの通路にいたはずだった。それが目の前には回かい廊ろうは続いているものの、旅館のものとは趣おもむきの違ちがう石造りのもの。そこに無骨な扉とびらが延々と続いている。


　旅館ではない。そもそも、旅館の廊ろう下かはエルミナが走り続けられるほど広くはなかったはずだ。


　呆然とするエルミナの耳に、規則正しく響ひびく一つの旋せん律りつが届いた。


　カチコチカチコチ──時計の音。以前も耳にしたことがある。ちょうど今のように不可解な世界で……。


「……揺ゆり籠かご……」


　エルミナは、呻うめくように呟つぶやいた。


〈アルス・マグナ〉──それが、エルミナの前に横たわる障害であり、エルミナが有する力の根源でもあった。


　世界の過去──その全ての記録を司つかさどるこの精せい霊れいは、過去に失われた〝在あるはずのないもの〟を紡つむぎ直し、そして存在そのものの抹まつ消しようですら可能とする。


　エルミナはその代だい償しように双ふた子ごの半身を失い、そして今自分自身も揺り籠に囚とらわれようとしていた。〈アルス・マグナ〉に魅み入いられた契けい約やく者しやは、目覚めることのない眠りの中へと誘いざなわれるのだ。


　──抜ぬけ出さなければ……。


　過去に二度、エルミナはこの揺り籠に囚われている。その二度を、エルミナは辛からくも抜け出すことに成功している。


　自分の意思がまだここにあるということは、抜け出すこともできるはずだ。


「……でも、なんのために？」


　一度目には、帰る場所があった。二度目には、やるべきことがあった。


　だが、今はなんのために足あ搔がけばいいのか、分からなくなっていた。


　自分が揺り籠にいるということは、代わりにエミリオが解放されているはずだ。そしてエルミナが直面していた婚こん約やく者しやの問題も決着がついた。


　帰る場所もあるし、恐らくそこに待っていてくれる人もいる。それでも──


「……私は、本当に帰るべきなのだろうか？」


　エルミナは果てしない回廊にペタンと座り直す。


　きっと、今ごろマルクとカナメは心配しているだろう。あるいは責任を感じてしまうかもしれない。目を覚ましているならば、エミリオもだ。自分が戻もどらなければ、彼らは落ち込むかもしれない。


　それでも、時間が経たてばきっと彼らは立ち直る。マルクにはカナメがいるし、カナメにもマルクがいる。彼らは目の前で打ち拉ひしがれている人間を放ってはおかない。二人でなら、きっと乗のり越こえる。エミリオのことも支ささえてくれる。


　そこで、エルミナが戻らなければならない理由とは一体なんだろう。


　──私は、自分で揺り籠に来てしまったのか……。


　恐らく、エルミナは自分でここに来てしまったのだろう。目の前の、マルクとカナメから逃げ出すために。


　ぼんやり天てん井じようを仰あおぐと、そこにはいくつもの絵画が描えがかれていた。エルミナと同じ顔をした少女──エミリオと父、そして当時の執しつ事じであったドミニク。その向こうにはマルクやカナメ、屋や敷しきに残してきた侍じ女じよのアイシャや庭師のアーロン。料理人のセリアや医師のジェノバの姿もある。……目を凝こらすと、従僕らしい青年オウマも見つけられた。


　これまでにエルミナが出会った人々だ。


　──これは、私の記き憶おくか……。


　エルミナにとって大切な人々。かけがえのない仲間たち。エルミナの居場所だ。


　──でも、そこに私がいる意味は本当にあるのだろうか……。


　立ち上がる気力が湧わかない。


　ここで立ち止まっていれば、抜け出せなくなる。〈アルス・マグナ〉は常にその眠ねむり姫ひめを揺り籠に引きずり込もうと待ち構えているのだ。


　今までエルミナが〝外〟にいられたのは、彼女がひたすら足搔き続けてきたからだ。立ち止まらなかったからなのだ。


　それが、躓つまずいてしまった。自分で躓いたのだ。


「……私は、どうすれば良い」


　その呟きに応えるように、ギイ──と小さく軋きしんだ音が響いた。顔を上げると、無数に並ぶ扉の一つが僅わずかに開いていた。


　扉からは、楽しげな笑い声が聞こえた。


　エルミナはノロノロと立ち上がると、その扉の隙すき間まを覗のぞき込んだ。


　そこに広がっていたのは────
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『──おんしの……、何な故ぜそのように黒いものばかり好むのじゃ？』





　扉とびらの向こうにはいくつものドレスを抱かかえた少女の姿があった。カナメだ。彼女が抱えているようなドレスは、独りでは身につけることも難むずかしい。主あるじの着付けが朝の彼女の仕事だった。


　その正面には寝ね間ま着き姿の少女の姿がある。鏡を覗のぞく度たびに見る顔。なにがそれほどつまらないのか、まったく表情を浮うかべていない。


　奇き妙みようなことに、扉の向こうにいたのも『エルミナ』だった。ただ、そちらの自分は扉から覗き込むエルミナに気付く様子はない。向こうからは見えていないのだ。


　──過去の記憶……か。


〈アルス・マグナ〉は過去を司つかさどる。この世界は眠ねむり姫ひめのための揺ゆり籠かごであり、眠り姫が望む景色を──もっとも幸せだった世界を再生する。


　過去の『エルミナ』は、無表情のまま幽かすかに首を傾かたむける。


『……何故、と言われても困る。……君は、苦手な色なのかね』


『嫌きらいとまでは言わぬが、黒を見るとどうしても〝あやつ〟を連想してしまうのじゃ』


　カナメの言う〝あやつ〟が誰だれなのか察した『エルミナ』は表情を変えないまま、小さな吐と息いきを漏もらした。


　──これでも、笑ったつもりなのだよ……。


　現在のエルミナが記憶する限り、このとき彼女は苦笑したのだ。傍はたから見てもまったく分からないが。


『……特別な理由があるわけではないのだ。ただ、こういった色の方が落ち着く』


『もう少し華はなやかな色を使おうとは考えぬのか？』


『……華やかな、とは？』


　注意して観察していなければ気付かない程度に『エルミナ』が首を傾けると、カナメは何故か呻うめいた。


『おんし、私にそんなものが分かると思っているのか？』


『……君が言い出したと記憶しているのだが』


『おんしの方こそ、普ふ段だんから本ばかり読んでいるのじゃ。それくらい知識があるものではないのか？』


『……文章から伝えられる情報とは、読み手に想像力があって初めて形になるのだ。私とて、知らないものを想像することはできない』


『社交界のドレスなどおんしの周りにゴロゴロ転がっているではないか？』


『……私はほとんどベッドの上で過ごしてきたのだ。身につける機会もないものに関心を向けるのは難しい』


　カナメは屋敷に来るまで〝ものに触ふれられない〟体だった。衣服などに興味を持つ余よ裕ゆうもなかったのだ。当然、そちらに関してまともな知識も持っていなかった。


　しかしながら長らくベッドの上で過ごしてきたエルミナも、服装や装そう飾しよくに対して無知なのは同じだった。


『そうじゃな……。見てくれる相手もおらぬのに、着き飾かざる意味は確かにないの』


　カナメが何気なくそう呟つぶやくと、『エルミナ』は無表情ながらも分かりやすく身を硬こう直ちよくさせた。


　──見てほしい相手は、いたのだよ……。


　一度マルクは黒が好みだと聞いてジェノバから勧すすめられたドレスを着てみたことがあった。結局それは間ま違ちがいだったらしく、独り羞しゆう恥ち心しんに苛さいなまれただけだったが。


　エルミナが心の中で呻いていると、カナメの方も『エルミナ』の動どう揺ように気付いたらしい。顔を見合わせると、落ち着かないように抱えていたドレスをいじり始める。


『ま、まあ、気分転てん換かんに普段とは違ちがう色を着てみるのも良いのではないか？』


『……そう、かもしれないね。だが、なにを着れば良いのだろうか』


『紅あかなどはどうじゃ？　まあ、私の好みじゃが』


『……たまには悪くない』


　今では親友と呼べる仲の、エルミナとカナメの〝過去〟のひとときだった。


　それから、エルミナはそれがいつの出来事なのかを思い出した。


　──そうか……。これは、あの食事会パーテイを企き画かくした朝か……。


　エルミナの記憶を裏付けるように、過去の景色は流れていく。
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「食事会パーテイ……でございますか？」


　カップを並べるマルクに、主のエルミナは小さく前まえ髪がみを揺ゆらして頷うなずいた。


　翠すい玉ぎよくの瞳ひとみに金色の髪かみ。陶とう磁じを思わす艶つややかな純白の肌はだ。ガラス細工を思わす容姿ながらも、その美しい顔立ちにはまるで表情が浮かんでいない。いつも通りの主エルミナ＝ヴァレンシュタインである。本日は珍めずらしいことに深しん紅くのドレスに身を包んでいる。


　エルミナは銀啼鳥ソローネのごとく静かながらもよく通る声で続ける。


「……街で、運河を建設していることは知っていると思う」


「ああ。あれか。もう竣しゆん工こうなのか？」


　そう言ったのは部屋の隅すみで着き替がえを片付けていたカナメだった。主の気分に合わせるため何種類か用意してきたらしい。不要なドレスを片付けている。


　こちらは頭とう髪はつの生はえ際ぎわから、まつげの先せん端たんに至るまで純白。瑠璃猫ドミニトンを思わす切れ長の双そう眸ぼう。キョクトと呼ばれる東方出身の契けい約やく者しやで、エルミナの侍じ女じよ兼けん裁さい縫ほう師しだった。


「……完成にはまだ時間がかかるが、急な工事だったものでね。関係者が揃そろって顔を合わせたことがないのだ」


　それほど急に運河が建設されることになったのは、街の西に聳そびえる岩山で岩がん盤ばんが割れ、地下水が噴ふん出しゆつするという事故が起きたからである。着工式を行う暇ひまもなかったらしい。


「なるほど。それで着工式も兼かねて顔合わせの食事会パーテイでございますか」


　ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが縫ぬい込まれた絹シルクの手て袋ぶくろ。その手袋に包まれた手で丸メガネの位置を修正しながら、マルクは納得したように頷いた。早朝といえど完全に整えられた燕えん尾び服ふくには乱れの一つもない。


　エルミナは小さく首しゆ肯こう。


「……各代表者たちを十数人招待するつもりなのだが、少し趣しゆ向こうを凝こらしてみたい」


　マルクは苦笑を堪こらえた。


　──この屋や敷しきの存在自体が相当趣向が効いていると思うのですが……。


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷──壊こわれたものが時間を戻もどしたように復元され、季節を無視した草花が咲さき乱みだれる〝在あるはずのない〟場所である。これほど趣向の凝らされた場所などそうはない。


　そう思いながらも、口に出すような愚ぐは慎つつしむ。なにか工夫をしたいというエルミナの意図は理解できる。


「つまり、なにか催もよおしを開きたいと？」


「……そこまでは言わないが、ただの食事会パーテイでは面おも白しろみに欠けるであろう」


　ふむ、とマルクは腕うでを組んだ。


　幼少時代、マルクの父の仕事で賓ひん客きやくを招くことはあったがせいぜい二、三人だった。一度に十人以上となるとその規模を把は握あくするので精せい一いつ杯ぱいである。


　唸うなりながら、ドレスを抱えたまま部屋に残っているカナメに気づいた。


「そうですね。カナメ、キョクトの方ではどのような食事会パーテイを開いていたのでしょうか」


　キョクトの文化に倣ならった食事会パーテイというのは趣向が効いているのではないだろうか。


　期待を込めて問いかけると、カナメは首を横に振ふった。


「さて、知らぬの。祭事の舞ぶ台たいに立たされたことはあるが、あれは食事会パーテイではあるまい」


「ああ、そうでしたね……」


　カナメはこれで故郷では神しん宝ぽうを祀まつる巫み女こだったのだ。一いつ般ぱんの生活自体に触れていない。


「ではアイシャ……も、無理ですね」


　もう一人の侍じ女じよアイシャはクーランと呼ばれる大陸先住民の娘むすめである。しかし孤こ児じ院いんで育ったため、クーランの文化自体に触れていない。


　嘆たん息そくしかけたところ、エルミナが関心を示した。


「……クーランの文化ならばある程度の資料がある。それにアルバを頼たよれば本格的なことも────」


「──それはおやめください」


　マルクとアルバはどうにも相性が悪い。彼はアイシャの兄であるため、表面上は仲良くしているが、それでもエルミナに馴なれ馴なれしくしている様には不快感がぬぐえない。そのアルバを頼るなど以もつての外ほかである。


　エルミナが落らく胆たんしたように肩かたを落とした。


「あ、その……、運河建設の関係者ならばアルバも賓客のはずです。食事会パーテイの内容が分かっていては楽しみも半減してしまいます」


　慌あわてて口にした言い訳だったが、エルミナは納得してくれたようだった。


　しかし、趣向を凝らした食事会パーテイというのはなかなか思いつかない。呻いていると、カナメが思い出したような声を上げた。


「楼ろう船せん……というのはどうじゃ？」


　マルクは首を傾かしげた。


「なんです？　その楼船というのは」


「……キョクトの屋根がついた船……だっただろうか。中で会食ができると聞いた」


　エルミナの言葉にカナメが頷く。


「うむ。この屋敷には大きな湖があるであろ。小さな船ならば浮かべられるはずじゃ。運河の着工式にはちょうど良いのではないか？」


　船の案は悪くないが、その湖には嫌いやな思い出がある。マルクは心の中で渋じゆう面めんを浮かべた。


「……先日尖晶螢オルネイロが舞まっていた湖だね」


　屋敷の片かた隅すみにある湖に、尖晶螢オルネイロが大量発生した事件があった。


　本来この季節に、しかも綺き麗れいな河か川せんでしか生息できない尖晶螢オルネイロが発生することはあり得ない出来事なのだが、ここは蜃気楼の屋敷──〝在るはずのないもの〟が日常的に発生する空間である。


　──それは〝幽ゆう霊れい〟でも現れますよね……。


　その事件でマルクは幽霊に遭そう遇ぐうしてしまったのだが、未いまだに夜な夜な現れる。あまり思い出したくない出来事であり、できればその湖にも近づきたくはないのだが……。


　エルミナは抑よく揚ようのない声で──それでいてどこか感心したように──呟くと、満足そうに頷いた。


「……悪くない。ではそれで考えてみよう」
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　朝食を済ませ、朝の打ち合わせで食事会パーテイの旨むねを伝えると、とたんに屋敷の中は慌あわただしくなった。


　食事会パーテイ準備の進行は、経験者である家令のドミニクが指揮を執とることになった。マルクの担当は楼船の用意となった。湖にはあまり近づきたくないが、職務は職務である。


　打ち合わせが終わり、マルクが書庫へ直行するとエルミナがすでに資料を開いていた。


　資料を確認してマルクは眉まゆを顰ひそめた。


「……これは、大きいですね。湖に浮うかべても動かすことができません。それに加え、料理を給仕するための小舟ゴンドラがもう一艘そう必要になります」


　楼船というものは全長20シクもあるものが主流らしい。屋敷の湖はせいぜい直径50シクである。浮かべることはできるが、窮きゆう屈くつさは拭ぬぐえない。


「……難しいかね」


「ええ。遊覧ができなくては湖に浮かべる意味が損なわれます。二艘に分ければ余裕もできると思いますが……」


「……それでは関係者が顔を合わせるという今回の目的が果たせない」


　エルミナが続きを語ってくれたので、マルクは頷く。


「幅はばの広い楼船があれば良いのですが、そういった形状のものは取り寄せるのが難しいでしょうね。一から建造した方が確実です」


「……船を一から建造するには時間が足りない。いや、楼船自体も手に入れるのが難しくはないだろうか」


「いえ、そちらは運河用の船を改修できますから────」


「……あ」


　微笑ほほえみかけようとして、マルクは息を呑のんだ。エルミナの顔が思ったよりも近くにあったのだ。同じ資料を覗のぞき込んでいるのだから当然だろう。翠玉の瞳に映うつった自分の顔がずいぶん間ま抜ぬけに見えた。


　エルミナの方も一見無表情に見えるが、その手はスカートを摑つかんでクシャクシャにしていた。心なしか、頰ほおが上気して見える。


　見つめ合ったまま、固まってしまうマルクとエルミナ。これでも、マルクはエルミナに気持ちを寄せており、それを自覚もしていた。


　──な、なにか言わなくては……。


　しかしなにを話せば良いのだろうか。ひとしきり狼狽うろたえていると、突とつ然ぜん二人以外の声が聞こえた。


「なあ、これって船を二艘繫つないじゃ駄だ目めなのか？」


「……キャッ」


　エルミナが、微び妙みように反応の遅おそい悲鳴を上げた。


　マルクたちの背後に立っていたのは従僕姿の青年オウマだった。ひょろりと長い手足に糸のように細い双眸。なんとも印象に残り難にくい容姿だった。


「オ、オウマ？　何な故ぜここにいるのですか！」


「え？　だって打ち合わせのとき、ドミニクさんが楼船の資料探しを手伝えって言ったじゃないか」


「申し訳ございません。まったく気づきませんでした」


　……おかしい。オウマは元々存在感が薄うすいが、最近彼に関する言動まで聞き逃のがしているように思える。マルクが危機感のようなものを覚えていると、エルミナがスカートの皺しわを伸のばしながら問いかける。


「……二艘繫ぐとはどういう意味かね」


　まだ気が動転しているらしい。エルミナにしては珍めずらしく上うわ擦ずった声だった。


「ええっと、つまり縦に長すぎるのが問題なんだろう？　だったら横に並べてくっつけたらどうかな……って思ったんです」


　従僕という立場のオウマは、あまり主あるじであるエルミナの前で口を開く機会がない。慌てて言こと葉ば遣づかいを正していた。


　エルミナがチラリと視線を向けてくる。可能かどうかという問いだろう。


「なるほど。それは使えるかもしれません。繫ぎ目に板を渡せばテーブルにも使えるはずですし」


　それならば８シクもあれば事足りるだろう。


　先ほど言いかけたことだが、楼船は運河用に用意された船に屋根を取り付けるつもりだった。問題なのはどの大きさの船を使うかということだったのだ。


　エルミナが安あん堵どしたように目を細めた。


「……ではそちらで取りかかってもらおう」


「かしこまりました。最良の船を用意いたします」


　マルクは資料に栞しおりを挟はさむと立ち上がった。計画が定まったならば、次は品定めである。
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「ふ。何故、我が俗ぞく人じんの街を歩かねばならぬのか」


　尊大な口調ながらも、今にも棺ひつぎの中に駆かけ込みたいと言わんばかりに涙なみだぐんでいるのはジェノバだった。彼女は対たい人じん恐きよう怖ふ症しようである。


　裁さい縫ほう師しのカナメは、食事会パーテイに敷しき物ものや衣服を用意しなければならない。オウマも料理人のセリアの手伝いを担当しているので、街まで出かける余よ裕ゆうはない。アイシャは所用があって、最近ではあまり屋敷を離はなれたがらない。


　それゆえマルクは残った使用人──庭師のアーロンとその助手ジェノバを連れて街に出向いていた。


　アーロンの方はマルクが幼おさな子ごに見えるほどの巨きよ漢かんで、空色のオーバーオールに身を包んでいる。その顔は何故か常にフクロウの面で覆おおわれているが。


　ジェノバの方は見事な黒くろ髪かみと血の色の瞳ひとみ。真っ黒なヘッドドレスと前まえ掛かけ、そしてワンピースと、カナメを裏返したような容姿。その顔の半分は舞ぶ踏とう会かいの仮面に覆われ、もう半分には涙の形をした不気味な化粧メイク。背中には巨きよ大だいな棺を担かついでいた。


「安心なさい。あなたの周りに人は寄りつきませんから」


　フクロウの仮面に悪あく趣しゆ味みな舞踏会の仮面。馬が子犬に見えるような巨漢と棺を担いだ少女。奇きっ怪かいな容姿の二人を前に、周囲の人間たちが脱だつ兎との勢いで逃にげていく。かつて『いっしょに歩きたくない契けい約やく者しや』のトップ１と５に数えられた二人が肩を並べて歩いているのだ。当然の結果だろう。


　マルクは運河建設現場に到とう着ちやくすると、その倉庫に足を向ける。


　食事会パーテイで使う船は、ここのものを買い取る手はずになっていた。たかが一度の食事会パーテイで船ごと買い取るのだから、ヴァレンシュタイン家の資産というものは計り知れない。


「さてどれを持ち帰りましょうか……」


　マルクが何気なく呟つぶやくと、アーロンとジェノバが悲鳴を上げた。


「マルク殿どの。いくら我わが輩はいでも８シクもある船は持ち歩けぬのである」


「ふ……貴公は我を火力車オートランナかなにかだと考えてはいまいか？」


　閉口する二人に、マルクは自分の言葉が足りなかったことに気づいた。


「ああ、いえ、食事会パーテイで使う船は業者に運んでいただきますよ」


　──これから運んでいただくのは、二人乗りの小舟ゴンドラですからね。


　マルクは心の中でそう付け足した。


「初めからそう言うが良い。危あやうく棺の中に閉じこもるところだったさ」


　ジェノバは安心したような声を漏もらすが、アーロンは油断ならないと言った様子でマルクの顔を覗き込んでいた。恐おそらく仮面の下では渋面を浮かべていることだろう。


　マルクは丸メガネを押し上げると、澄すました表情でこう言った。


「湖での不備を確かめねばなりません。ですから二人で小舟ゴンドラを一艘運んでいただきたい」


「断る。我には棺があるのだ。この上船など抱かかえて歩けるか」


　マルクは落胆したように肩を竦すくめる。


「そうですか……。残念です。カナメにも乗っていただく予定なのですが」


「──なにをしているアーロン。早く運ぼうぞ」


　ジェノバは船の一つを持ち上げていた。棺の方は背中に背負ったままである。
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　契約者──この大陸にはその名で呼ばれるものが存在する。精せい霊れいに〝対価〟を捧ささげ、異能の力を手にしたものたちである。自みずからの魂たましいという貨か幣へいから代だい償しようを支し払はらう契約者は、その身にいくつかの制約を背負うことになる。


　屋や敷しきの主エルミナは、その制約にメスを入れることに成功した。それゆえ、屋敷の使用人は家令を除いて全員が契約者だった。





　ジェノバの能力は〝血〟である。己おのれの血液の成分を変異させ、超ちよう人じん的な身体能力や再生能力を操あやつる。彼女の腕わん力りよくならば、小舟ゴンドラ程度は一人で抱えて走ることも可能だ。


「うぬぅ……理解しているつもりではあったが、やはり理解できぬのである」


　アーロンの能力は相手の思考を〝読む〟ことである。


　ジェノバは、同性のカナメへ求愛している。その狂くるった情熱を〝読んで〟しまったのだろう。アーロンが困り果てて頭を抱えていた。


　マルクはポンポンとアーロンの背中──肩かたには手が届かない──を叩たたく。


「そのうち、慣れますよ……。私は、諦あきらめられましたから」


　契約者になったばかりのころ、マルクはジェノバと組んで依い頼らいを受けていた。ほどなくして辛つらい事件とともに彼女が同性愛者だと聞き、そして儚はかない恋こいが一つ散った。


　今度は、アーロンからポンポンと肩を叩かれた。


「貴き殿でんの気持ちは分からぬでもないが、そろそろジェノバ殿に優しくしても許されると思うのであるが」


　マルクはフッとため息を漏らした。


「そうすると、今度はカナメが大変なことになります」


　カナメはあれで〝契約者狩がり〟とまで呼ばれた最強に近しい契約者である。彼女の理性が崩ほう壊かいしたならば、心なき殺さつ戮りく者しやとなる。そんなもの、マルクにも止められない。


「貴殿も難なん儀ぎなものであるなあ」


　しみじみと同情されてしまった。


　倉庫の中で二人、ため息を漏らしていると、すでに倉庫を飛び出していたジェノバが急せかすような声を上げた。


「貴公らはなにをもたもたしているのだ。カナメ嬢じようが待っているのだぞ。ふはははは。夜の湖に黒我と白カナメ嬢。堪たまらぬ。堪らぬぞ！　エルミナ嬢も我のために粋いきなことを考えてくれる」


　不健全に元気なその姿を見て、アーロンも納得したように頷うなずいた。


「確かに、マルク殿が止めねば仕方がないようであるな」
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「わあ。楼ろう船せんってこれのことですか？」


　キラキラと琥こ珀はく色いろの瞳を輝かがやかせてそう言ったのは、アイシャだった。


　クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだにクルクルとした癖くせ毛げ。真っ白なヘッドドレスと前掛け。紺こん色いろのワンピースからはサンダルに包まれた足が覗いている。こちらはエルミナの姉妹──エミリオの侍じ女じよである。


「否いな。此これ小舟ゴンドラ」


　湖に浮うかんでいるのは船首と船せん尾びがせり上がるという特とく殊しゆな形をした小舟ゴンドラだった。アイシャの頭を撫なでて答えたのはセリアだった。


　藍らん玉ぎよくの瞳に激情を表したような赤あか髪がみ。起き伏ふくに富んだ体を包むのは、スラリとしたズボンにパリッとしたシャツ。屋敷の料理人である。


　食事会パーテイ当日、彼女は多くの料理をここへ運ばなければならない。現地の下見である。


「楼船は船の上に屋根をつけたものをそう呼ぶのじゃ。屋形船などとも呼ばれておる」


「船にお家うちを建てるんですか？」


「大がかりなものはそうするがの。小さなものならば屋や台たいのような屋根をつけるのじゃ」


　マルクに代わって答えたのはカナメだった。料理を運ぶための小舟ゴンドラも、敷物で飾かざらねばならない。その採寸に来たのだ。


　そんなカナメに、ジェノバが素早くすり寄っていた。


「さあ、カナメ嬢。我の気持ちを受け取るが良い。小舟ゴンドラの中で二人の愛──をぶあ？」


　まったく表情を変えぬまま、カナメが手刀を叩き込んでいた。顔面を殴おう打だされ、ジェノバが頽くずおれる。


「ぐおお……。この船を一人でここまで抱えてきたというのに、この仕打ちとは！」


　マルクやアーロンが手伝うまでもなく、ジェノバは小舟ゴンドラを抱えたまま屋敷まで駆け抜ぬけていた。彼女の主張は、まあ噓うそではない。


　カナメから困ったような目を向けられ、マルクは小さく肩を竦めた。


「カナメ。せっかく運んでいただいたので乗っていただけますか？　敷物の設計も船に乗って感覚を確かめれば発見もあるかもしれませんし。船の上で暴れるほどジェノバも愚おろかではありません……よね？」


　言葉の語ご尾びに──妙みような素そ振ぶりを見せれば棺に詰つめて湖底に沈しずめる──という苛か烈れつな意思を込めて微笑ほほえみかけると、ジェノバは震ふるえながらカタカタと首を上下に揺ゆらした。


　カナメは仕方なさそうに頷く。


「……まあ、それは構わぬが、私は船など漕こいだことはないぞ？」


「問題ないとも。我も漕いだことはない。ともに初めてさ。緊きん張ちようすることはない」


　カナメが何故か怯おびえたように身を退ひいた。普ふ段だんの彼女ならばジェノバにもう一いち撃げき見み舞まっているところに思える。


　その反応に首を傾かしげていると、カナメは不服そうに呟く。


「たわけ。漕ぎ方も分からぬでは乗れぬではないか。……ふむ？　そもそも船を漕げる人間はおるのか？」


　この場にはドミニクとオウマ以外の全員がいる。カナメとジェノバは漕ぎ方を知らない。アーロンの巨きよ体たいでは乗ること自体が難しい。セリアならできそうだが、当日は料理の準備で手て一いつ杯ぱいである。


　アイシャはどうだろうか。視線を向けると、アイシャは首を横に振ふった。


「あたしも乗ったことないです」


「……これは、盲もう点てんでしたね。船の漕ぎ方も訓練が必要ですか」


　マルクが頭痛を覚えていると、カナメが確かめるように訊きいてきた。


「おんしは漕げるのか？」


「それはもちろん漕げますが」


　少年時代、家を飛び出したマルクは浮ふ浪ろう児じになっていた。そのころ住んでいた街には運河──生き物が棲すめないほど汚よごれてはいたが──が流れており、渡し船は良い収入源だったのだ。


　楼船用に用意した船は小舟ゴンドラに近い漕ぎ方をする。船尾、あるいは船首に立ち、一本の櫂かいで操あやつるのだ。ある程度の練習が必要である。


　そして食事会パーテイで使う船は一人で操作できる大きさではない。マルク以外に最低でももう一人必要だった。


「そうですね。せっかくですから今のうちに少し練習をしておきましょうか。カナメ、時間があるならばいっしょに乗っていただけますか？」


　カナメは怯ひるんだように身を退いた。やはり様子がおかしい。マルクが首を傾げていると、怖おず怖おずと呟く。


「何な故ぜ、私なのじゃ？」


「え？　それは船尾に立って船を漕ぐならばあなたが一番映はえると思ったのですが？」


　カナメは雪の精のごとく可か憐れんな容姿である。彼女の能力は触ふれたものを〝液状化〟させる。その能力を以もつて水と舞う姿は、交戦中でも目を奪うばわれるほど美び麗れいである。湖と聞いてまず浮かんだ絵がそれだったのだ。それに契けい約やく者しやとしてともに場数を踏ふんできたカナメとなら、マルクも呼吸を合わせやすい。


　そう言うと、カナメは何故か紅甘実アポルロのごとく頰ほおを赤く染めた。


「し、仕方がないの……。の、乗ってみるのじゃ」





　小舟ゴンドラに乗り込むと、マルクは船尾に立って櫂を手に取る。


「基本的に、遊覧目的の船では漕ぎ手は船尾に立ちます。大体の船には櫂を載のせるための台がついています。この台を基点にして梃て子この原理で左右に揺らし、水を搔かくのです」


　説明すると、カナメは緊張した面おも持もちで頷く。マルクはそれを確かめてから櫂で陸を突つき、船を進める。


「漕ぐのにはコツがいりますが、一番重要なのは漕ぎ手が重心を崩くずさないことです。漕ぎ手がバランスを崩せば当然船も揺れます。船が揺れても漕ぎ手が揺れなければ、立て直すことができます。まあ、あなたならそう難しいことではないはずです」


　カナメは声も出さずにカクカクと首を上下に振る。集中の表れなのかもしれないが、やや緊張しすぎに思える。


　首を傾げながらも、マルクは船を進めて説明を続ける。


「櫂を漕ぐコツですが、水を搔く……というよりも、押す感じでしょうか？　水には流れがありますから、その流れを遮さえぎるような感覚でやると上う手まくいきます」


　水の流れを読むならばカナメの方がよほど上手いだろう。マルクが説明を終えると、カナメは理解しているのかいないのか、先ほどと同じく機械的に首を振るだけだった。


　マルクは眉まゆを寄せながらも、櫂から手を放してカナメの側そばに寄る。


「ひとまず、漕いでみていただきたいのですが……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　やはり先ほどからカナメの様子がおかしいように思える。マルクが心配そうに問いかけると、カナメはようやく顔を上げた。


　そこに、なにか思い詰めた色が浮かんでいたことで、マルクはにわかに動どう揺ようした。


「ど、どうかしたのですか？」


　マルクが問いかけると、カナメは恥はじらう乙女おとめのごとく顔を伏ふせる。


「マルク……。一つ、聞いてもらいたいことがあるのじゃ」


　あたかも積もり積もった胸のうちを打ち明けるような声に、マルクも動揺を禁じ得なかった。


　カナメは、逃にげるのを許さないようにマルクの燕えん尾び服ふくの裾すそを摑つかんだ。


「ど、どうしたのです？」


「あ……」


　マルクが同じ質問を繰くり返かえすと、カナメが喘あえぐような声を漏もらす。燕尾服の裾を握にぎる手が、震えていた。思わず小舟ゴンドラの上で色情に走ろうとしたジェノバの気持ちが理解できてしまった。


　──い、いけません。私は……私は、エルミナに気持ちを寄せているのです……！


　精せい一いつ杯ぱい理性を奮ふるい立たせていると、カナメは縋すがるようなか細い声でこう言った。





「私は……水が、駄だ目めのようじゃ」





　言われた意味が理解できず、マルクは首を傾げた。


「どういう、意味です……？」


　よくよく見るとカナメの顔はすっかり血の気けが失うせて青白くなっていた。


「水が……、怖こわいのじゃ」


「ええっと……ご冗じよう談だん、ですよね？」


　カナメの能力は水を操ると形容しても良い。そのカナメが水が怖いなど、ちょっと考えられない話だった。


　マルクが困こん惑わくしていると──ゴン──船底になにかがぶつかったらしい。船が大きく揺れた。


「ひうっ？」


　とてもカナメが上げるとは思えない悲鳴を漏らし、へたり込む。すでに座席に座っていることもできないらしい。力一杯握られた燕尾服がしわくちゃになった。


　冗談だと思いたい。しかしカナメが演技でこんなことをするとは思えない。もはや声を上げることすらままならないらしく、真っ青な顔のまま青あお息いき吐と息いきを漏らす。


　とりあえず、本気のようである。


「わ、分かりました。とにかく岸に戻もどりましょう。ね？　少しの間、手を放していただけますか？」


　カナメに摑まれたままでは立ち上がることができない。櫂を漕ぐこともできないのでそう言うが、カナメはプルプルと首を横に振る。あたかも燕尾服を放せばそのまま奈な落らくへ転げ落ちるとでも言うかのようである。


「カ、カナメ、落ち着きなさ──っ？」


　なんとかカナメを宥なだめようとしたときだった。マルクは船の下に大きな影かげが重なっていることに気づいた。


　──これは、湖の中になにかいるのですか……？


　直後──ゴゴンッ──鈍にぶい音とともに、船が大きく揺さぶられた。


　カナメが船から放り出されそうになり、マルクは慌あわててそれを支ささえるが、次の瞬しゆん間かんには二人揃そろって湖に放り出されていた。


「わ──ぶっ、カナ、メ、落ち着いて、くだざぼっ？」


　カナメは全力でもがいていた。パニックを起こしているらしい。それを抱かかえているマルクは、自分が溺おぼれないようにするので精一杯だった。


　──き、岸に向かわないと……！


　マルクたちが船から放り出されたのは風のせいではない。湖の中からなにかがぶつかってきたのだ。なにかが潜ひそんでいる。


　もがくカナメを抱えてなんとか泳ごうとすると〝それ〟が目の前に現れた。


　ザパア──湖面に浮うかぶ、金色の眼。爬は虫ちゆう類るい特有の緑色の鱗うろこ。肉にく食しよく獣じゆう特有の凶きよう悪あくな牙きば。頭だけでマルクの胴どう体たいくらいはある。全長になると４シクを超こえるだろう。





　それは〝竜りゆうの王〟の異い名みようを持つ世界最大級の爬虫類──碧玉鰐ベヘモートと呼ばれる生き物にとてもよく似ていた。
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　──何故、こんなところに碧玉鰐ベヘモートなどがいるのです……！


　マルクの能力は〝影〟である。影を操り対象を拘こう束そく、あるいは破は壊かいする。その影が揺ゆらぐ水とは相性が悪く、湖底に足が着かぬ現状では能力自体が使えない。


　人間と竜の王。武器があっても勝負にはならない。能力が使えない契約者ごときになにができるというのか。


　──カナメだけでも逃がさなければ！


　マルクが死を覚かく悟ごしたときだった。岸から大声が響ひびいた。


「マルク殿どの。水に潜もぐるのである！」


　碧玉鰐ベヘモートのいる湖でなにを言うのか。そう思ったマルクだが、岸へ目を向けてその意味が理解できた。


　料理人のセリアが、前に出ていた。


　──巻まき添ぞえはごめんです！


　マルクはカナメの頭を抱えて水の中に潜った。腕うでの中でもがくカナメには申し訳ないが、セリアの能力で吹ふき飛とばされるよりはマシである。


「捕とらえろ──〈ルー・グー〉！」


　セリアの能力は〝引力〟と〝斥せき力りよく〟である。水中からでも、碧玉鰐ベヘモートの巨きよ体たいが湖から消えたのが認識できた。


「ぷはあ──」


　水面に顔を出すと、岸で巨大な爬虫類がのたうっていた。セリアが本気で能力を使えばこの湖を大きな穴に変えることもできる。手加減して湖から碧玉鰐ベヘモートだけを引きずり出したらしい。


「カナメ。もう大丈夫ですよ。カナメ……？」


　カナメからの反応はなかった。水を飲みすぎたのか、あるいは恐きよう怖ふゆえか、気を失っていた。


　マルクは慌てて岸へ上がった。
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「どうにも以前……ヨハエルとの一件で溺れたのが原因のようですね……」


　沈ちん痛つうな面持ちで呟つぶやくマルクの隣となりでは、巨大な爬虫類が仰あお向むけに転がっている。アーロン以上に巨大な姿は動かずとも威い圧あつ的である。陸の上ならば、マルクとて爬虫類ごときに後おくれは取らない。影で〝拘束〟していた。


　マルクとカナメが出会った事件──当時カナメを雇やとっていた契約者ヨハエルは、岩山の岩がん盤ばんを砕くだいて山やま崩くずれを起こした。マルクとカナメは噴き出した水流に呑のまれ、重傷を負っていたカナメは溺れて危うく命を落とすところだった。


「……初めは、気のせいじゃと思っていたのじゃ」


　すっかり消しよう沈ちんしてカナメは呟く。


「洗せん濯たく程度なら、問題はなかったのじゃ。じゃが、湯ゆ浴あみで顔に水がかかると……」


　再び肩かたを抱だいてプルプルと震ふるえるカナメ。アイシャが励はげますようにその背中を撫なでる。


「カナメさん。あたし、泳ぐのは得意ですから手伝います。まずは着き替がえましょう？　風か邪ぜ引いちゃいます」


　アイシャに手を引かれ、カナメは屋や敷しきに戻っていった。さすがにジェノバも今は分別をわきまえているようだ。


「くふ……。怯おびえるカナメ嬢じようというのも美しくて堪たまらぬ。我は自分を制することができるのか？」


　……身み悶もだえしているだけだった。


　ため息を漏らしながらも、マルクは背後の碧玉鰐ベヘモートに視線を向ける。今は〝拘束〟しているが、能力を解とけばまた元気に暴れ出す。


「まったく。どうやって敷地内に侵しん入にゆうしたのでしょうね」


　蜃しん気き楼ろうの屋敷はエルミナの許可なきものの目には映うつらない。爬虫類相手にエルミナが許可を出すとは思えない。どうやって敷地内に侵入したのだろう。


「うぬ。この庭園には金雀エインジルや琥珀栗鼠アークエンが出入りしているのである。動物の目には映っているのではないだろうか」


「なるほど、考えられないことではありませんね。……ですが、この近くに碧玉鰐ベヘモートなどが棲すまう場所などあるのでしょうか？」


「ロックウォールは未み開かい拓たく地域への玄げん関かんである。西の奥地から稀き少しよう動物が捕らえられてくるのは珍めずらしいことではないのである」


　この碧玉鰐ベヘモートはどこかの間ま抜ぬけな狩人かりゆうどが逃がしたものらしい。


「碧玉鰐ベヘモートの皮は高額で売れるとお聞きしました。やはり皮を剝はいで鞣なめし革がわを作りますか」


「否」


　セリアが威圧的な眼まな差ざしでマルクを見み据すえてくる。


「碧玉鰐ベヘモート。至し極ごく美味。要調理」


　マルクは、丸メガネの位置を修正して涼すずやかな笑みを浮かべた。


「では皮は私が、肉はあなたが、ということでいかがでしょうか」


「不足無し。快かい諾だく」


　珍しく、マルクとセリアの意見が調和した。


　平和的に解決していると、アーロンがマルクとセリアの前に立ちはだかっていた。


「待つのである。我わが輩はい、このものを生かしておいてやりたいのである」


　マルクは首を傾かしげた。


「……つまり、骨も道具に使えると？」


　皮はマルク。肉はセリア。ならば骨はアーロンだろう。マルクが鋭するどくそう察すると、アーロンが存外に真ま面じ目めな声を発した。


「碧玉鰐ベヘモートは狩人の乱らん獲かくに遭あって絶ぜつ滅めつを危き惧ぐされているのである。我が輩、元ハンターとしてこのものを保護したいのである」


　マルクは自分の耳を疑った。


「……ご冗談でしょう？」


「本気である。碧玉鰐ベヘモートは絶滅危惧種ゆえ捕ほ獲かくが禁じられているのである。その禁を破ったのはハンターであろう。元の住すみ処かに帰してやりたいのである」


　フクロウの仮面の向こうで藍らん玉ぎよくの瞳ひとみが怪あやしく光る。どうやらアーロンは本気らしい。マルクは頭を抱えた。


「アーロン。気持ちは分からないでもありませんが、今は無理です。碧玉鰐ベヘモートの生息地など人の手が入らないような遠方でしょう？　食事会パーテイの前にそこまで人手は割さけません」


　無理なものは無理なのだ。マルクが全面的に否定していると、アーロンは突とつ然ぜんその場に膝ひざをついた。


「マルク殿。頼たのむのである。このものの面めん倒どうは我が輩が見るのである。故郷に帰してやるまで、ここに居させてもらいたい」


　アーロンの能力は相手の思考を読む。それはなにも人間限定の能力ではない。動物や植物とでさえ心を通かよわせることができる。つまり、碧玉鰐ベヘモートとも対話が可能なはずだ。


「何な故ぜ、そこまで入れ込むのです？」


「このものは、すでにここに棲まう生き物の〝主ぬし〟なのである。主としてこの湖を守りたかったのである。我が輩、庭園を守るものとしてこのものは他人とは思えぬのである」


　アーロンほどの男からここまで頭を下げられて、駄だ目めと言えるほどマルクの精神は強きよう靭じんではない。しかし巨きよ大だい爬は虫ちゆう類るいを屋敷に置いていて良いのか？


　チラリとセリアに視線を向けると、仕方なさそうに肩を竦すくめるだけだった。特に固こ執しつするつもりはないらしい。


　常識と人情が天てん秤びんをガタガタと揺らす。


「はあ……。分かりました。エルミナには、なんとか言っておきます」


　結局、人情に敗北していた。


「良かったであるな、キール殿」


　……すでに、名前がつけられていた。





　せっかく準備を進めてきたのだが、楼ろう船せんは無理そうである。今から新しい企き画かくを考えて間に合うかは分からないが、中止の報告は早い方が良い。碧玉鰐ベヘモート……キールのことは、稀少生物とだけ伝えれば十分だろう。


　マルクは書庫までやってくると、扉とびらを静かに二度叩たたいた。入るよう、返事を待ってから扉を押し開ける。


　書庫のテーブルには、雑多な資料が散乱していた。本だけではなく、大量の書類が積まれている。そちらは楼船のものではなく、招待客に関する資料のようだ。


　呆あつ気けに取られていると、エルミナは顔を上げないまま呟く。


「……今は、紅茶はいい」


　そのひと言でようやく我に戻もどる。


「あ、ええっと……ずいぶん、根を詰つめていらっしゃいますね」


　エルミナはやはり顔も上げないまま小さく頷うなずく。


「……こういった食事会パーテイは、初めてなのだ」


「そうなのですか？　てっきり賓ひん客きやくに招かれることも多いのかと……」


　エルミナは首を横に振ふる。


「……食事会パーテイに誘さそわれることはままある。が、私は顔見せ程度で最後まで残ることはない」


　元々、エルミナはベッドの上で過ごした時間の方が長いほど病弱だった。〈アルス・マグナ〉の力か、多少は健康を取り戻してはいるが、やはり根本的に体力がない。


　それからエルミナはどこか嬉うれしそうな声こわ音ねで続ける。


「……屋敷で食事会パーテイが開かれるときも、私はいつも遠くから眺ながめるだけだった。だが今度は私が開く食事会パーテイなのだ。成功させたい」


　それは、初めて見るエルミナだった。かつてマルクが出会ったころはことある毎ごとに自己嫌けん悪おに陥おちいっており、自身が楽しむこと自体を否定していた。こうも楽しそうになにかを行っているのは、初めてである。


　──前向きになられたのですね……。


　思わず、目め頭がしらが熱くなってしまった。


　涙なみだを堪こらえていると、エルミナはようやく顔を上げた。


「……それで、なにかあったのかね？」


　マルクは踵かかとを揃そろえて姿勢を正すと、優ゆう雅がに腰こしを折った。


「いいえ。全すべて順調にございます。その経過報告に参りました」


　そう答えると、エルミナも安心したように目を細めた。


「……そう。頼たよりにしている」


「勿もつ体たいないお言葉でございます」


　もう一度丁てい寧ねいに腰を折って礼を尽つくすと、マルクは書庫を後にした。


　──言えません。今さら爬は虫ちゆう類るいが棲すみ着いているから食事会パーテイは中止だなどと、言えるわけがありません。


　そして、マルクは実に無む謀ぼうな計画に挑いどんだ。
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　食事会パーテイ当日。一人一人賓客を湖に案内するマルクは、内心不安で吐はきそうだった。


「マルドゥーク君、もう少し笑って」


　ドミニクから注意され、マルクは青白い顔のまま微び笑しようを浮うかべ接客に尽くす。エルミナの初めての食事会パーテイなのだ。成功させなければならない。


「成功……するといいよねえ」


　マルクの心を読んだかのように、ドミニクがフニャリとゆるみきった顔で呟つぶやいた。その頰ほおには珍しく一筋の汗あせが伝っていた。


　カナメはなんとか湖面でも給仕ができる程度には水を克こく服ふくした。アイシャが毎晩根気よく、水に顔をつけるところから面倒を見てくれたおかげである。


　楼船も、マルクとアーロンの二人でなんとか形にできた。カナメが仕立てたテーブルクロスを敷しけばなかなかの見み栄ばえもする。操作は結局マルクとジェノバが受け持つことになった。


　料理の方もセリアとオウマが頑がん張ばってくれたおかげで、文句のない品物を用意できた。


　少ない時間でやれることは全てやった。準備は万全である。だがしかし、たった一つだけ問題が解決できていなかった。


　マルクはチラリと湖面に目を向ける。黒い影かげがゆらりと浮かんで消えた。





　そう。あの碧玉鰐ベヘモート──キールは未いまだに湖に居座ったままだった。





「陰いん気きくさい顔をしている。拾ひろい食いでもしたのか」


　さも鬱うつ陶とうしそうに呟いたのは隻せき腕わんの青年だった。アイシャ同様の褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳。黒のジャケットに同じ色の帽ぼう子し。ディーノ・ファミリーが首ド領ンアルバ＝ディーノである。


　マルクはにわかに不快感を覚えたが、彼の妹──アイシャが目の前にいることを思い出し、優雅に腰を折った。


「失礼いたしました。お客様の席はこちらとなっております」


　席に案内すると、そこにアイシャが飲み物を運ぶ。二つの船を連結したこの楼船では、双そう方ほうに一人ずつ給仕係を配置している。こちら側はアイシャが担当だった。


「どうぞ。アルバさん！」


　アイシャに飲み物を差し出され、アルバは彼女が落とす前にと言わんばかりにグラスを受け取る。それから、露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめた。


「待てアイシャ。……ここには、なにがいる？」


　クーランという民たみは大地とともに生きてきた。彼らには大地の声が聞こえるのだという。実際には、自然に触ふれ続けてきたがゆえ、その自然が表す些さ細さいな変化にも敏びん感かんなのだろう。


「あう、ええっとですね……」


　アイシャがマルクに助けをもとめるような目を向けてくる。マルクは慌あわてず動じず、自然な動作で腰を折った。


「ここは我が主あるじ自じ慢まんの湖にございます。生き物も豊富に存在しております」


「やましいものはないと？」


「なにも、ございません」


　睨にらみ合うマルクとアルバ。ここは譲ゆずるわけにはいかない。苛か烈れつな意思を込めて微笑を浮かべていると、やがてアルバが根負けしたようにため息を漏もらした。


「ふん。あいつにつまらん恥はじはかかせるな」


「言われるまでもありません」


　そう答えながらも、マルクの心臓は不安で押おし潰つぶされそうだった。


　──大だい丈じよう夫ぶです。アーロンが訓練したのです。人を襲おそうことはありません。


　──このものの面倒は我が輩が見るのである──


　そう言ったアーロンの覚かく悟ごは本物だった。キールは背中に人を乗せられるところまで躾しつけられていた。


　それでも碧玉鰐ベヘモートが泳ぐ湖で食事会パーテイなど、狂きよう気きの沙さ汰たである。招待客に知られれば、エルミナの顔は完全に潰れる。マルクが首をかけたところで償つぐなえる話ではない。


　カタカタと震ふるえるマルクをよそに、招待客は着々と訪れ、食事会パーテイが始まる。


　マルクは櫂かいを漕こぐ係に回ったため、給仕の方はドミニクが指揮を執とってくれている。あちらで失態はないだろう。船回しの方も、マルクはジェノバと組んでいた過去がある。呼吸を合わせるのは難しいことではない。


　やがて料理も出尽つくし、食事会パーテイもお開きになろうかというとき、それは起こった。


「あ、お客様、駄目です！」


　アイシャの悲鳴。





　招待客の一人が、なにを思ったのか空からになった酒さか瓶びんを湖に投げ込んだ。





　船の操作に集中していて、成り行きが分からなかったマルクは、その光景を信じられないものを見るような気持ちで見送った。


　──主としてこの湖を守りたかったのである──自分の頭から血の気が引くのが分かった。


　湖面が嵐あらしのように波打った。そして──


　ザバアアッ──巨きよ大だいな碧玉鰐ベヘモートが顔を現していた。


　──エルミナの客に、手を出させるわけにはいきません！


　マルクは櫂を放り出すと、碧玉鰐ベヘモートの前に立ちはだかった。


　船の上で能力は使えない。人間の頭部など果実のように嚙かみ砕くだく、巨大な顎あごが眼前に迫せまる。ノコギリのような歯が無数に並んでいるのが見える。マルクが身を硬こう直ちよくさせると、碧玉鰐ベヘモートはそこでピタリと止まっていた。


　──アーロンが、止めたのでしょうか？


　そうとしか考えられないが、今彼に目を向ける余よ裕ゆうはない。マルクは速すみやかに招待客へ振り返ると、丁寧に腰を折った。


「お騒さわがせいたしました。ご紹しよう介かいが遅おくれましたが、このものは庭園の番人を務めるキールと申します」


　それから、酒瓶を放った客に涼すずやかな笑みを向ける。


「以前『礼れい儀ぎを守れぬものは客にあらず』と教えてしまいましたもので、そのように反応してしまったようでございます。どうかご寛かん容ように願います」


　目の前に巨大な碧玉鰐ベヘモートがいて反論できるものなどいない。招待客はカクカクと首を上下させるだけだった。


　しかし、招待客に与あたえた悪印象は拭ぬぐいようがない。食事会パーテイの空気はもはや取り繕つくろいようがない。マルクが追おい詰められていると、エルミナが毅き然ぜんとした声でこう言った。


「……執事バトラー。そのものの躾しつけは完かん璧ぺきだ。そうだね」


「仰おつしやる通りでございます」


　エルミナはまるで表情を浮かべないまま、当然のようにこう言った。


「……場が白しらけてしまった。余興を頼たのむ」


　それはこの空気をどうにかしろという押しつけではない。


　招待主であるエルミナは、マルクを庇かばうことができない。彼女は当主として務めるべき振る舞まいに努つとめなければならないのだから。


　それが証しよう拠こに、命じたエルミナはなにかを堪えるようにスカートの裾すそをギュッと握にぎり締しめていた。


　マルクは優雅に腰を折った。


「お嬢じよう様さまの仰おおせのままに」


　そして岸で料理を用意しているセリアに目を向ける。


「それでは、デザートの用意ができたようですので、そちらを運んでまいりましょう」


　マルクは岸で料理を用意しているセリアを示し、金色の瞳ひとみに知性を信じて呼びかける。アーロンの言うことならば従順なキールだが、マルクの命令には従ったことがない。


　それでもマルクは碧玉鰐ベヘモートの頭に足を載のせた。ゴツゴツとした鱗うろこは鉱物の結けつ晶しようにも似ている。初対面のときのことを考えると、そのまま足を食い千ち切ぎられても不思議はない。


　マルクは緊きん張ちように生なま唾つばを飲むが、キールはおとなしく岸に向かって進んでくれた。セリアから料理を受け取ると、今度は命じるまでもなく楼ろう船せんへと戻もどっていく。アーロンのおかげとはいえ、よくこうも従順に動いてくれる。


　料理を持ち帰ると、招待客たちからも拍はく手しゆが返ってきた。凶きよう悪あくな碧玉鰐ベヘモートも見せ物と認識してもらえたらしい。
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　やがて招待客たちが帰ると、マルクはエルミナの前で地面に頭を擦こすりつけていた。


「申し訳ございません。碧玉鰐ベヘモートのことを黙だまって食事会パーテイを強行いたしました」


　エルミナは、まだ困こん惑わくした様子だった。そこにアーロンが駆かけ寄よって来るが、マルクは黙るよう、視線で示した。


「……何な故ぜ、食事会パーテイを中止しなかったのかね」


　──ここでアーロンの名前を出すのは、彼に責任をなすりつけるだけです。


　マルクはエルミナの事情よりもアーロンの頼みを選せん択たくした。それはいかんともし難がたい事実である。


「ここに、居場所を持ってしまったのです」


　エルミナは、呆あきれたように吐と息いきを漏らした。それから、マルクの頰をキュッと摘つまむ。


「……危険な真ま似ねは控ひかえてもらいたい」


「申し訳ございません」


「……見ている方は、気が気ではなかった」


　どうやら、碧玉鰐ベヘモートのことではなく、マルクがその前に飛び出したことをエルミナは怒おこっているらしい。


「申し訳、ございません……」


　もう一度同じ言葉で謝ると、エルミナはようやく指を離した。


「……次は、もう少し穏おだやかに頼む」


「あの……。よろしいのですか？　私は、その、危険を知っていながら黙っていました」


　そう言うと、エルミナはそっと胸を押さえた。


「……君が黙っていた理由くらいは、分かっているつもりだ」


　そう言って、アーロンに視線を向ける。どうやら、全て見み抜ぬかれているらしい。


　マルクが反応に窮きゆうしていると、エルミナは湖に視線を向ける。碧玉鰐ベヘモートが上体を乗り出していた。


「……それに、仲良くやっているようだ」


　そう言って、エルミナは屋や敷しきに足を向けた。


　屋敷に戻るエルミナの背中を見送ってから、マルクはキールに目を向ける。心なしか、従順に頭を下げているように見えた。


　アーロンがポンポンと肩かたを叩たたいた。


「あのとき、このものが止まったのはマルク殿どのが止めたからなのである」


「……？　あなたが止めたのではなかったのですか？」


「我わが輩はいの位置からではなにもできなかったのである。マルク殿が自分の主のために身を挺ていした気持ちを察したのである」


　湖の主ぬしは、屋敷の主あるじに礼を示したということらしい。


「ふ……。まあ、私もここで居場所をもらった身です。多少の融ゆう通ずうは利きかせます」


　そう言ってしゃがみ込むと、キールは友愛を示すように近づいてくる。


　縦割れの瞳も今では賢けん人じんのごとき温かさを感じさせた。よく見れば彼は男前なのかもしれない。


　マルクも友愛を示して手を伸のばすと──


　バグン──突とつ然ぜん、鰐わにが大口を開いた。


「うおわっ？」


　マルクが慌あわてて後あと退ずさると、キールは満足したように湖へと帰っていった。


　──おのれっ！　所しよ詮せんは爬は虫ちゆう類るいですか。


　マルクが怒いかりに震えていると、何故かアーロンは嬉うれしそうに頷うなずいていた。


「マルク殿。気に入られたようであるなあ」





　その後、ときおりマルクが湖から這はい出た碧玉鰐ベヘモートからじゃれつかれる──向こうはそのつもりでも十分な殺傷力がある──ようになるのだが、それはまた別の話である。
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　食事会パーテイの記き憶おくを眺ながめながら、エルミナはドレスの裾をギュッと握り締めた。


　──帰りたい……。


　エルミナが築いたエルミナの居場所。それは確かにここにあったのだ。マルクとカナメのことがあっても、それでもエルミナの居場所がなくなったわけではなかったのだ。


　何故なら、エルミナのわがままにこれほど努力してくれた使用人たちがいるのだから。


　エルミナが入って来た扉とびらは、いつのまにか消えてなくなっていた。どうやればここから出られるのかも分からなくなってしまった。


　それでも──


「……私は、帰らなければ──いいや、帰りたいのだ」


　悲痛な声こわ音ねでそう呟つぶやいたときだった。


　目の前を、小さな光点が過よぎった。


　──尖晶螢オルネイロ……？


　記憶の景色は昼間だというにも拘かかわらず、ヒラリと舞まった尖晶螢オルネイロは皎こう々こうとした光を放っていた。


　エルミナの目の前に広がっているのは、確かに尖晶螢オルネイロが舞っていた湖だ。しかし──


　──これは、私の記憶にはない出来事だ。


　そう思ったときだった。





　──やっと見つけたの──





　とうとつに聞こえたその声に、エルミナの体はグイッと引っ張られた。
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「……──っ？」





　フワリとした感覚とともに放り出されたエルミナは、ペタンと床ゆかに尻しり餅もちをついた。


「……ここは？」


　目の前に広がっていたのは、延々と続く回かい廊ろうだった。最初にいた場所だ。


　何な故ぜここに引き戻もどされたのか。困こん惑わくして周囲を見み渡わたすと、すぐ側そばに一人の少女が佇たたずんでいた。クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだと琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。そしていくつもの紐ひも飾かざりがついた民族衣装を身につけている。アイシャと同じくらいの歳としで、同じような雰ふん囲い気きを持った娘むすめだ。


　少女は、少し疲つかれた顔をしていた。


「……君は？」


「フォルはエルミナを連れ戻しにきたの」


　この少女こそマルクに取とり憑ついていた幽ゆう霊れい──その正体なのだが、それを知らないエルミナは困惑した。


　──面識はないはずなのだが……。


　エルミナの心境を察したのか、少女──フォルは淡たん々たんと同じ言葉を繰くり返かえす。


「フォルはエルミナを連れ戻すの。エミリオと〈クフ・リーン〉との約束なの」


　その名前は二つとも自分の知るものだった。警けい戒かい心と希望を抱いだいて少女を見つめ、そこでようやくエルミナは気付いた。


　フォルの周りには何匹びきもの尖晶螢オルネイロが舞まっていた。そしてその姿は幽かすかに透すけていた。


「……君は、精せい霊れいか。尖晶螢オルネイロの」


　確かめるようにエルミナが問いかけると、フォルは驚おどろいたように目を大きくした。


「エルミナは賢かしこいの。フォルはまだなにも言ってないの」


「……見れば、分かることであろう？」


　フォルは小さく肩を竦すくめた。精霊にしては人間らしい仕草だった。


「……君は〈アルス・マグナ〉に取り込まれたわけではない、のかね」


〈アルス・マグナ〉は、元はオルダー教に伝わる〈精杯グレイル〉と呼ばれる精霊だった。それがオルダー教が他の宗教を取り込み始めたことで、それに関わる精霊も取り込み強大化した。


　精霊の集合体とも呼ぶべき〈アルス・マグナ〉だが、フォルはそれからは独立しているように見えた。


「フォルの物語は〈アルス・マグナ〉とは関わっていないの」


「……そう」


　オルダー教と関わりを持っていないフォルは、取り込まれることはないのだろう。


　──信用、したものだろうか……？


　初対面である上に、情報が少な過ぎる。ヴィルヘルムに散々振ふり回された直後ということもあり、無警戒に受け入れるには抵てい抗こうがあった。


「……君は、どうしてここに……いや、何故私を助けるのかね？」


　どうしてここにいるのかと訊きいても、先ほどと同じ〝エルミナを連れ戻す〟としか返ってこないだろう。エルミナが知りたいのは、どうして自分を助けるのかということだ。


「フォルを必要としてくれる人がいたから。フォルを忘れないと言ってくれた人がいたの」


　誰だれかから必要とされたい──その気持ちは、今は痛いほど理解できた。そのあまりに人間らしい言葉を聞いて、エルミナは認めざるを得なかった。


　それからフォルはそっと右手を差し出す。その手はどんどん透けていっていた。


「あまり時間はないの」


　エルミナは小さく頷いてから、その手に自分の手を重ねた。


「……ここから出たい。手を貸してほしい」


　フォルは力強く頷いた。


「この中の扉のどれかが、外に通じているはずなの。エルミナはそれを見つけるの」


「……間ま違ちがえると、どうなるのかね」


「フォルが創つくるのはただの〝道〟なの。間違えたら戻ってくれば良いの」


　実際のところ、それでなにが起こるのかは想像もつかなかったが、エルミナは頷うなずき返した。もう時間はないようだ。語るフォルの姿はもう目を凝こらさなければ見えないほどに消えかかっていた。


「覚えておくの。フォルが力を貸せるのはこれで最後なの。外に出たら、もう〈アルス・マグナ〉に触ふれてはいけないの」


「……能力を使うな、ということかね」


　フォルが頷くのを確かめて、エルミナは最後の疑問を投げかけた。


「……これで最後、ということはもう会うことはないのかね」


「そうなると思うの」


「……私から、返せるものはないのかね」


「ないの。フォルはエミリオと〈クフ・リーン〉の頼たのみに応えているだけ。エルミナになにかを求めているわけではないの」


「……そう。ならば、私が君のことを覚えておくことは許してくれるかね。君がここで私に手を差さし伸のべてくれたことを、忘れたくない」


　もう、表情もろくに見えなくなったフォルが、驚いたように目を大きくした。それから、笑ったように見えた。





　──エルミナは、やっぱりエミリオの姉妹なの──





「……どういう意味かね？」


　問い返したときには、フォルの姿はもう見えなくなっていた。


　フォルがいた場所へ手を伸ばし、エルミナはキュッと唇くちびるを結んだ。


　──行こう。ここで立ち止まるわけにはいかない。


　そうしてエルミナは耳を澄すませた。カチコチと、時計の音が静かに響ひびいている。


　回廊に反はん響きようするその音は、どこから響いているのか分かりにくかったが、エルミナは慎しん重ちように扉とびらを一つ一つ探っていった。


　──前は、時計の音を追えば出られたのだ。


　やがて、エルミナはその扉を見つけた。


　規則正しく響く歯車の旋せん律りつを追って、エルミナは扉を開いた。


　扉の向こうに広がっていたのは────
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「おや、大時計ですか？」


　早朝から玄げん関かんホールに運び込まれた大きな荷物を眺ながめ、マルクは好こう奇きの声を上げた。


　いつも通り皺しわ一つなく整えられた燕えん尾び服ふく。愛あい嬌きようのある丸メガネの向こうには涼すずやかな微び笑しよう。ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが縫ぬい込まれた白手て袋ぶくろ。マルクは執しつ事じである。


「いやあ、なかなか良い型だろう？　骨こつ董とう品ひん屋さんで見つけたんだ」


　そう言ったのはドミニクだった。


　相変わらずフニャリとゆるみきった表情。どこまでも人じん畜ちく無む害がいな空気を垂れ流しているが、契けい約やく者しや揃ぞろいの使用人を束ねる家令という存在である。


「ドミニクさん、またこんなおっきな荷物持ってきて……。これ、誰がお手入れするんですか？」


　珍めずらしく真ま面じ目めな顔で真っ当な指し摘てきを飛ばしたのは、アイシャだった。


　ピンピンと跳はねる癖くせ毛げをヘッドドレスで押さえ込み、群ぐん青じようのワンピースの上には真っ白な前まえ掛かけ。クーラン特有の褐色の肌に琥珀色の瞳。アイシャはこの屋や敷しきの侍じ女じよである。


「ドミニクさん、聞いてますか？」


　注意を投げかけられたドミニクは、どこか遠くの景色でも眺めるかのように視線を逸そらしていた。


　そんな二人に苦笑しながらも、マルクは大時計に触れてみた。ガラスなどを張はり替かえた跡あとは見られるが、綺き麗れいなものである。


「なかなかの年代ものですね。傷いたみも少ないですし、値が張ったのではありませんか？」


「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶなんだ。これね。実は動かないんだ」


　マルクは首を傾かしげた。


「故障品が骨董品店に並ぶものですか？」


「いや、初めは修理の依い頼らいだったらしいんだけどね。持ち主が引き取るのをやめちゃって蔵の中に眠ねむってたんだ」


「はあ……。どうしてまたそんなものを発はつ掘くつなさったのですか？」


「今、取り引きしてる相手がその持ち主でね。彼は若いころは苦労なさったらしくて、この大時計にあまり良い思い出がないんだって。その話を聞いたら引き取りたくなって」


「……ですが、先方が快こころよく思わないものを飾かざってよろしいのですか？」


　ドミニクの話では、相手は偏へん屈くつな老人のように思える。


「だってさ。これだけ機能美に富んだ品物が廃はい棄き処分されるなんて聞いたら、胸が痛むだろう？」


　フニャリとゆるみきった顔でありながら、あたかもそうでなければおかしいとでもいうような強い口調。器用なものだが、取引相手の心情などはどこにいったのだろう。マルクは思わず後あと退ずさってしまった。


　──ま、まあ、この屋敷に来客などそうそうありませんがね……。


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷。壊こわれたものが時間を戻したように復元され、主あるじの許可無きものの目には映うつることさえない〝在あるはずのない〟世界。商売相手とてこの屋敷に足を踏ふみ入れることは滅めつ多たにない。


「ド、ドミニクさんは、時計がお好きなのですね」


　マルクがそう言うと、ドミニクはフニャリとゆるんだ表情のままどこか懐なつかしむように答えた。


「まあ、確かに半分は僕の趣しゆ味みだね」


　奇き妙みようなもの言いに首を傾げていると、頭上から別の声が投げかけられた。


「なんの騒さわぎじゃ？　これは」


　階上を見上げると、気の強そうな少女が佇んでいた。


　頭とう髪はつの生はえ際ぎわからまつげの先せん端たんに至るまで純白で統一された容姿。瑠璃猫ドミニトンを思わす切れ長の双そう眸ぼう。群青のスカートと浅あさ黄ぎ色のシャツ。首や手足にはキョクトの文字が書かれた布きれが巻き付けている。裁さい縫ほう師しのカナメである。


「やあ、カナメさん。良い時計が手に入ったものでね」


　そこに、先ほどまでのドミニクは存在しなかった。フニャリとゆるんだ表情は凜り々りしく引ひき締しまり、あたかも戦場に向かう騎き士しのごとき物もの腰ごしである。


　──よくこうもコロコロと顔が変わりますね……。


　ドミニクはカナメの前では態度が豹ひよう変へんする。どこまで本気なのか定かではないが、彼はカナメに好意を持っている。食事時などはカナメとそれ以外の人間で顔が変わる。見ていて面おも白しろくはあるのだが、食後に顔の筋肉が痛むのか蹲うずくまる彼をしばしば見かける。


　そんなドミニクの好意に気づく様子もなく、カナメは階段を下ってマルクたちの隣となりに並ぶ。


「ふむ。これがこの国の時計であったな」


「そういえば、キョクトとこちらではやはり時計の形も違ちがうのですか？」


　カナメは東方の島国キョクト出身である。文化や風習の違いはいくらでも存在する。


　好奇心からマルクが訊たずねると、何故かドミニクから決けつ闘とうでも挑いどむかのような視線を向けられた。どうやら彼がそれを訊きたかったらしい。


　嘆たん息そくするマルクをよそに、カナメは難むずかしそうな顔を見せた。


「時計自体、こちらに渡わたって初めて見たからの。どう違うかは分からぬ」


「おや、そうなのですか。意外ですね」


「西せい欧おうとキョクトでは、暦こよみも刻ときの数え方も違うからね」


　毅き然ぜんとした表情で答えたのはドミニクだった。それにカナメが頷く。


「うむ。初めは読み方が分からず苦労したの。こちらは一日を二十四個に分けるが、キョクトでは十二個に分けるのじゃ」


「二時間刻みなのですね。ですがそれなら慣れればそうでもないのでは？」


「いや、なんと言うかじゃな……。刻の定め方自体が違うのじゃ」


「……というと？」


「こちらはまず一日を半分に割るであろ？　キョクトだと日の入りと日の出で半分に割るのじゃ。それをさらに六等分して十二個にするのじゃ」


「……？　それでは季節が変わると合わなくなるのではありませんか？」


　陽ひの長さというものは季節によって違う。場所によっても違うので統一した基準を作るのは不可能である。


「祭事に関する決め事は陽の位置を基準に定められていたからの。私にはそちらの方が便利だったのじゃ」


「なるほど。それで機械時計が存在しなかったのですね」


「あ、いや。機械時計もあるんだぜ？　文字盤ばんが違うだけでさ」


　突とつ然ぜん、ここにいる誰だれのものでもない声が聞こえた。マルクとアイシャがキョロキョロと周囲を見渡すと、カナメが怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。


「オウマ……か？　おんし、鈴すずかなにかを持ち歩きはせぬのか？」


　マルクはようやくカナメの隣に佇たたずむ青年の姿を見つけた。


　ひょろりと長い手足と、普ふ段だんのドミニク同様開いているのかいないのかというような細い目。派手な青のジャケットを着こんでおり、目立つ格好をしているはずなのだがどうにも印象に残りにくい容姿。従僕のオウマである。


「鈴？　なんでだ？」


　首を傾げるオウマに、カナメが心を打うち砕くだくような言葉を浴びせる。


「おんし、ただでさえ存在感が薄うすいのじゃ。そうでもせねば誰も認識できぬのではないか？」


　オウマが、銃じゆう弾だんで射い貫ぬかれたかのように胸を押さえた。そして、なにかの発作を起こしたようにゼエゼエと荒あらい呼吸を漏もらす。


「存在感……薄……？　誰も……気づかな……？」


　悲痛のひと言だった。あまりに不ふ憫びんなので、マルクは彼が言いかけた言葉の続きを問いかける。


「そ、それで、キョクトにも時計があるというのは？」


「あ、うん。文字盤の字の間かん隔かくをずらしたやつとか、こういう大時計だと昼と夜で重りが変わるように改造されてるんだよ」


「なるほど。キョクトでは時計も工夫されているのですね」


「まあ、俺が工夫したわけじゃないから威い張ばるようなことでもないけどさ。……でもこれ、壊れてるんだろ？　どうするんだい？」


　オウマがそう訊きくと、ドミニクが思い出したというように手を叩たたいた。


「そうだった。それでマルドゥーク君に訊きたいことがあるんだ。君、時計とかの仕組みって分かるかい？」


　そろそろ顔が疲つかれてきたのだろう。半分ゆるんだ顔だった。


「ええ、専門家のようにはいきませんが、簡単な整備くらいならば……」


　マルクが幼いころ、彼の父は事業を興おこしていた。見栄のため装そう飾しよくには力を入れており、大時計も飾られていた。その解体整備も間近で見てきた。そしてその後詐さ欺ぎ師しの片棒を担かついでいたころも美術品として持ち込まれた時計の整備を請うけ負おうこともあった。


　そう答えると、ドミニクはフニャリとゆるみきった笑みを浮うかべた。


「ああ、良かった。君が無理だったらどうしようかと不安になってたんだ」


「……何な故ぜ、そこで不安を覚えるのでしょうか？」


　ひたすら嫌いやな予感にマルクが呻うめいていると、ドミニクは気軽そうに笑った。





「この時計、修理をお願いね？」





　こうして、マルクの仕事がまた一つ増えた。
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　リン──澄んだ鈴の音に、マルクはハッとして手を止めた。


「いけません。紅茶の時間でした」


　執事室バトラールームにて、時計の解体整備に追われていたマルクは、慌あわてて燕尾服を羽は織おった。手袋も汚よごれているので、早歩きをしながら新しいものに取り替える。


　速すみやかに厨ちゆう房ぼうへ下りると、すでに熱湯を注そそいで温められたティーセットが並んでいた。


「──ぐあっ？」


　そんな厨房に足を踏み入れた瞬しゆん間かん──ドゴン──マルクの額ひたいを恐おそろしい衝しよう撃げきが襲おそった。


　藍らん玉ぎよくの瞳ひとみと激情を表したような赤い髪かみ。スラリとしたズボンにパリッとしたシャツ。バーテンダーを思わす長身の麗れい人じん。料理人のセリアである。


「遅ち刻こく」


　これが笑顔とともに囁ささやかれた言葉ならば、マルクも幸せな気持ちになれただろう。あいにくとそこには『役立たずが』とでも言うような氷点下の眼まな差ざしと、弾だん丸がんのごとき勢いで撃うち出された角砂糖の破片があるだけだった。


　マルクにはまったく人間らしい情を見せないセリアだが、主に対しては献けん身しん的である。あらかじめ紅茶の準備を済ませていてくれたのは、マルクに対するいたわりではなく、主の楽しみを損そこなわせないためである。


　しかしいつものことなので、マルクは角砂糖の破片を払はらいながら立ち上がると、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「助かります。セリアさん」


　セリアに礼を投げかけながらも、マルクの手は淀よどみなく動いていた。セリアが温めてくれたティーポットとカップから湯を排はい出しゆつし、ポットに茶葉を投入する。


　鈴の音が届いてから僅わずか一分で用意されたティーセットを抱かかえると、マルクは書庫へと足を向けた。この時間は、寝しん室しつではなくそちらにいるはずだ。





　静かに扉とびらを二度叩くと、入るよう、返事がくる。


「失礼いたします」


　玄げん関かんホールを凌しのぐ大広間。その壁かべ全てにぎっしりと本が詰つめ込まれている。その書庫の中心には、一人の少女が腰こし掛かけていた。


　夜の月を思わす金色の髪。宝石も色いろ褪あせて見える翠すい玉ぎよくの瞳。作りものめいて整った顔立ちには表情と呼べるものがまったく浮かんでいない。


　ヴァレンシュタイン家当主──エルミナ＝ヴァレンシュタインである。


　無表情なのは普段からであり、彼女はマルクが遅おそかったことに腹を立てているわけではない。その証しよう拠こに──


「……用意が良い」


　満足そうに、そう呟つぶやいていた。


　テーブルの上を片付け、マルクがティーセットを並べると、エルミナも本を置いてカップを手に取る。


　上品に香かおりを楽しんでから、カップに唇くちびるを添そえる。満足そうな吐と息いきを漏らすその横顔を眺ながめ、マルクも満足そうな笑みを浮かべた。


　エルミナは口数が多い娘むすめではない。紅茶をちびちびと啜すする間も、特に口を開くことはない。それでも、マルクはこうして過ごす二人の時間というものが気に入っていた。


　やがて一いつ杯ぱい目の紅茶を空あけると、エルミナはマルクに視線を向けてきた。


「……ところで、今日はなにか作っているのかね？」


　銀啼鳥ソローネが囀さえずるような声こわ音ね。


　書庫と執事室バトラールームの位置は近い。大時計の解体の音はこちらまで響ひびいていたらしい。マルクは静かに腰を折った。


「失礼いたしました。騒さわがしかったようでございますね。本日はドミニクさんが大時計を持ち帰りましたので、その整備を行っております」


「……そう」


「そういえば、この屋や敷しきにはあまり大きな時計がありませんね」


　それを思い出して口にすると、エルミナは小さく頷うなずいた。


「……父は盲もう目もくだった。時計に意味を見いださなかったのだろう」


　なるほど、と頷いてから、マルクはポケットの中の銀時計を意識した。この時計はエルミナから贈おくられたものなのだが、屋敷の展示室には大小様々な時計が収められている。


「ではこの時計はエルミナが集めたものなのですか？」


　エルミナの前まえ髪がみが幽かすかに揺ゆれた。首しゆ肯こうしたらしい。


「……半分は」


「半分？」


「……〈アルス・マグナ〉は時間を司つかさどる。その正体に近づきたくて、時計に興味を持ったのだ。……ドミニクに時計が欲しいと言ったら、とてもたくさん持ってきた」


　──ドミニクさんは時計好きなのですね。


　そう考えるのと同時に、マルクは別の可能性に気づいた。姿勢を正してエルミナに微笑ほほえみかける。


「きっと、嬉うれしかったのだと思いますよ。ドミニクさんは」


「……何故？」


「お嬢じよう様さまがご興味を持たれたから」


　ドミニクはエルミナが生まれたころから仕つかえている。彼女が全てを失ったときも側そばで支ささえ続けてきた。エルミナが人形のようになってしまったとき、誰よりも胸を痛めたのはきっとドミニクだったはずなのだ。


　そのエルミナがなにかに興味を持ってくれた。嬉しくないはずがない。それも自分が好きなものと同じものに。先ほどドミニクが言いかけたのはそういうことだったのではないだろうか。


　マルクの推測を肯こう定ていするように、エルミナは翠玉の瞳を大きく揺らした。そして幽かに目を細め、嬉しそうに見える表情を浮かべた。


「……そう、かもしれない」


　エルミナはカップを傾かたむけ、紅茶を一飲みすると腰を浮かした。


「おや、どちらへ？」


「……ドミニクが、新しい時計を仕入れたのであろう？」


　どうやら見せろと言っているらしい。マルクは困ったように微笑した。


「申し訳ございません。先ほども申しましたが、解体整備の最中でございまして、まだバラバラでございます」


「……かまわない」


「ですが……」


「……時計の構造というものも、興味がある」


　こう言い始めたエルミナは意外に頑かたくなである。結局マルクは根負けして腰を折った。


「お嬢様の、仰おおせのままに」
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　再び執事室バトラールーム。主を案内したマルクは、心苦しそうに腰を折る。


「お見苦しい有あり様さまですが」


　歯車や骨組みを一つ一つ磨みがき直している最中だったのだ。あたりには部品以外にも油や磨き用のぼろキレ。精密工具用の脱だつ脂し綿めんなどが散乱している。


　バラバラの部品を見下ろし、エルミナは感心したように呟いた。


「……やはり、精せい緻ちなものだね」


「まあ、ドミニクさんが好むのも分からないではありません」


　問題なのはその管理がマルクに一任されてしまう点なのだ。


「部品だけでは、そう面白いものではないと思いますが」


「……そうでもない」


　それから、一歩後ろに下がってマルクに場所を空あける。


「……邪じや魔まをするつもりはない。作業を続けてもらいたい」


「ええ？　こ、こちらで、でございますか？」


　首肯。どうやら時計の整備を見学したいらしい。マルク自身も、幼少時代はそういった機械いじりは好みだったため、気持ちは分からないでもないが、エルミナがそう言い出すのはやはり意外だった。


　マルクは部屋で一番上質な椅い子す──マルクとドミニクが使う執しつ務む椅子──を引き寄せると、エルミナの後ろへそっと差し出した。


「ではこちらの椅子をお使いください」


　腰を落とすエルミナに合わせて椅子を押す。主が問題なくくつろげるのを確かめると、マルクは手て袋ぶくろを再び作業用のものに交こう換かんする。


　──さて、エルミナの前で無ぶ様ざまな格好を見せるわけにはいきませんね。


　時計の修理など専門外ではあるが、マルクとて見栄の一つくらい張りたいときがある。


　ひとまずエルミナの前にいることは忘れて作業に集中する。


　故障品ということもあるので、マルクは念入りに部品を磨き、歯車の欠けやシャフトの歪ゆがみを確認していく。今のところ、問題のある部品は見つかっていない。確認が終わった部品はやはりぼろキレや脱脂綿で磨いていく。


「……？」


　作業に没ぼつ頭とうしていると、なにやらとてつもなく視線を感じた。


　チラリとエルミナに目を向けると、彼女は初めに腰掛けた姿勢からまったく動いた様子もなく、マルクが磨く歯車を眺めていた。よほどの関心があるらしい。


　──歯車を眺めていたのですか。


　直接見られていたわけでもないのに視線を感じさせられるとは、凄すさまじい真しん剣けんさである。これほど夢中になるならば、ドミニクが調子に乗って時計を買い込むのも仕方がない。


　苦笑しながらも、これほどの関心を寄せる主の前で、不ふ手て際ぎわを見せるわけにはいかない。マルクはなおのこと入念に手入れを続ける。


「…………？？」


　そうして作業を続けながらも、やはり視線を感じてしまう。チラリとエルミナに目を向けても、やはり彼女は先ほどの姿勢から微び動どうだにしていない。


　契けい約やく者しやという存在は総じてカンが良い。それゆえ過か敏びんに感じてしまうのだろうか？


　──それとも、私の方が気にしているということでしょうか……？


　マルクとて思春期の青少年である。主とはいえ、エルミナほど美しい娘に異性としての関心を持っていないわけでは……いや、明確に好意と呼べる感情を抱いだいている。


　一つの部屋の中で二人っきりなのだ。意識するなというのは難しい注文である。


　そう考えると、余計にエルミナが気になり始めてしまった。


　──いけません。私は今、精密機器を整備しているのです。


　ただでさえ、時計という代しろ物ものは繊せん細さいで壊こわれやすい。その上エルミナが関心を寄せているのだ。時計の故障を悪化させるわけにはいかない。


　そうして今度はフレームを磨き始めるが、まったく集中できない。ここが執事室バトラールーム──書庫でも寝室でもなく、本来エルミナがいるはずのない場所──であることも、マルクの気を乱している要因の一つだろう。


　いわゆる、自分の部屋に女の子を連れ込んだような気分だった。


　堪こらえられなくなって、マルクはエルミナの様子を窺うかがおうと視線を上げた。


　その先で、エルミナの視線とぶつかった。


「………………う」


　何故か、エルミナが慌あわてたようにスカートをクシャクシャにした。マルクの方も狼狽うろたえてフレームを落としそうになる。


　狼ろう狽ばいを取とり繕つくろうようにメガネの位置を修正し、なにか言い訳をしようと口を開いたときだった。


　エルミナの後方、執事室バトラールームの扉とびらが僅わずかに開いていることに気づいてしまった。入ったときは、きちんと閉めたはずである。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉」


　小声で囁ささやくと、マルクの足あし下もとに広がる影かげが、人の形から解ほつれて広がる。


　マルクの能力は〝影〟である。己おのれの影を操あやつり、他者の影を拘こう束そく、あるいは破は壊かいする。


　執事室バトラールームを駆かけ抜ぬける〝影〟は、主を巻き込まぬよう避よけながら扉の影を〝拘束〟する。


　マルクの影は、拘束した対象の行動をある程度──影の位置が変わらぬ程度──ならば操作できる。


　蝶ちよう番つがいを基点に扉を開くと──


「「うわあっ？」」


　悲鳴とともに、二つの影が転がり込んできた。


「……あなた方は、なにをなさっているのです？　アイシャ、それにドミニクさんまで」


　絨じゆう毯たんの上に倒たおれ込み、揃そろって苦笑いを浮うかべたのはアイシャとドミニクだった。
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「まったく……。視線を感じると思ったらあなた方だったのですね」


「え？　いや、それはエル──」


「──いやあ、忘れ物をしてね！　だけどなんだか取り込み中だったみたいだから、入るに入れなくて」


　アイシャの言葉を遮さえぎり、ドミニクが珍めずらしく力強い口調で答える。


「あ、あたしは、やめた方が良いって言ったんですよ？　でも、その……」


　慌てて言い訳をする二人に、マルクは毅き然ぜんとした態度を取り繕い──先ほどの動どう揺ようがまだ尾を引いているが──メガネの位置を修正する。


「時計を解体してるだけなのですから、入ればよろしいではありませんか。なにをこそこそする必要があるのです」


　マルクがそう言うと、アイシャは困ったような声を上げた。


「だってエルミナが──むぎゅっ？」


　何故か、ドミニクが凄まじい勢いでアイシャの口を塞ふさいだ。それに反応したように、エルミナが普ふ段だんの彼女からは想像のつかない速度で首を折った。


　その真意が測れないマルクは首を傾かしげる。


「エルミナが、どうかなさったのですか？」


「いや、その、エルミナお嬢様があんまり真剣だったからね。時計に。邪魔をするわけにはいかないだろう？」


「そ、そうなんです。エルミナが夢中だったから……時計に！」


　何故か〝時計〟という言葉を強調し、乾かわいた笑みを浮かべるドミニクとアイシャ。二人に白々しさを感じながらも、マルクは納得したように頷うなずく。


「まあ、確かに時計が気になっていらっしゃるようでしたが……」


　チラリとエルミナに視線を向けると、何故か『もう止やめてくれ』とでもいうように顔を覆おおっていた。


　それから気を取り直したように顔を上げると、エルミナはドミニクへ批ひ難なんするような視線を投げかける。


「……忘れ物が、あるのであろう」


「ああ、そう。そうなんだ。でも、なにを忘れたのか忘れちゃってね」


　いつも通り、フニャリとゆるんだ笑みを浮かべてテーブルに向かうと、ドミニクはそこに並べられていた歯車の一つを手に取った。


「時計の歯車は、ネジを巻かないと動かない。だったらせっかく動き始めた針を止める必要はないと思ってね」


　それはゆるみきった顔とは裏腹に、なにかを励はげますような響ひびきを持った不思議な声音だった。


　ドミニクは、強固な無表情を貫つらぬくエルミナに歯車を差し出す。部品の位置が分からなくなるのでマルクとしてはやめてもらいたいところだが……。


「……それは私の質問に答えていない」


「やっぱり駄だ目めかな？」


　ドミニクの頰ほおに、一筋の汗あせが伝う。どうやら上う手まいことを言って誤ご魔ま化かそうとしただけらしい。


　嘆たん息そくするエルミナの掌てのひらに、ドミニクが歯車を載のせたときだった。





　ピシンッ──歯車を中心に、世界に亀き裂れつが走った。
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「あれ……？」


　困こん惑わくした声を漏もらしたのは、アイシャだった。


　エルミナが怯おびえたように目を見開き、マルクとドミニクは素早く立ち上がり、周囲を警けい戒かいした。


「な、なんで……？」


　慌てた声を漏らしながらも、アイシャがエルミナの隣となりに寄より添そう。


　そこに広がっていたのは、たった今までマルクたちがいた執事室バトラールームのそれではなかった。


　漆しつ喰くいで塗ぬり固かためられた上質な壁かべ。腕うでの良い大工が研けん磨ましたのだろう、ホコリも詰つまらないほど隙すき間まなく敷しき詰められた木の床ゆか。


　ヴァレンシュタイン家ほどではないが、中流以上の屋や敷しきの景色である。


　──契約者の攻こう撃げき？　いえ、それはありえません。私とドミニクさんがいながら、不意をつかれるなど……。


　マルクは速やかに影を走らせる。山犬プリンシツプの形から解れた影が、蜘く蛛もの巣すのように絡からまり部屋を覆うが、そこに生物を捕とらえることはできなかった。


　ドミニクに視線を向けると、普段開いているのかいないのか分からない目を鋭するどく細め、小さく首を横に振ふった。


　──敵の存在は感知できませんか。


　賊ぞくは側そばにはいないらしい。それを確かめてからエルミナに目を向けると、彼女は自分の掌に視線を落としていた。そこにはなにも載ってはいない。


「……揺ゆり籠かご」


「はい？」


　エルミナは毅然として顔を上げる。


「……歯車が砕くだけた。以前、揺り籠に囚とらわれたとき、よく似た現象があった」


「揺り籠……って、〈アルス・マグナ〉の？」


〈アルス・マグナ〉──過去の記録──つまり世界の記き憶おくを再生、あるいは破壊する、精せい霊れいという枠わくすら超こえた存在。それが、エルミナの力であり、彼女が克こく服ふくしようとする障害である。


　アイシャの疑問に、エルミナは小さく首しゆ肯こうする。


　──そういえば、私があの夢を見たときも同じような感覚でしたね……。


　マルクも、ヴァレンシュタイン家にやってきたばかりのころ、奇き妙みような幻まぼろしを見た。幼いエルミナと、その妹エミリオの幻である。今見ているのはそれと同じようなものらしい。


　しかしそれはむしろ契約者に襲おそわれるよりよほど厄やつ介かいな状じよう況きようだと言えた。


「つまり、エルミナの意志とは無関係に〈アルス・マグナ〉が力を顕あらわしている、ということでございますか？」


　最大の警戒を以もつて確かめると、エルミナはなんでもなさそうに頷いた。


「……時計──過去を刻む歯車に反応したらしい。恐おそらく、なにか見せたいものがあるのだろう」


　それは無表情であることや、抑よく揚ようがないこととは無関係に平然とした言葉だった。まったく動揺していない……どころか、身内の不始末を発見したかのように仕方なさそうな声音である。


「落ち着いていらっしゃいますね」


　ドミニクですら動揺するこの状況で、主のこの冷静さは頼たのもしくはあるが、不思議だった。


　マルクが驚おどろいていると、エルミナはやはりなんでもなさそうに呟つぶやく。


「……初めてのことではない。それに」


「それに……？」


　エルミナは、幽かすかながら微笑ほほえんだように見えた。


「……今は、独りではない」


「あ……」


　エルミナは数週間前、この〈アルス・マグナ〉の揺り籠に囚われている。そのとき、彼女は独りで揺り籠を彷徨さまよい続けた。


　それを乗り切ったエルミナにとって、身内がともにいるこの状況は、狼狽うろたえるにも値あたいしないようだ。


　主が平静を保っているというのに、執事の自分が取り乱すわけにはいかない。マルクは燕えん尾び服ふくの乱れを直すと、困ったように周囲を見み渡わたした。


「ですが、ここでは紅茶を注ぐのは難しそうでございますね」


　午前中の紅茶は給仕したが、午後の紅茶がまだである。時刻はそろそろ昼にさしかかっている。あまり遅おそくなるとセリアが用意した昼食も無む駄だにしてしまう。


　エルミナが突とつ然ぜん、気を引き締しめたような声音で呟いた。


「……急ぐ必要があるようだ」


　未いまだ動揺から立ち直れずにいたアイシャが、盛大に噴ふき出した。
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「──しかし、具体的にどうすれば出られるのでしょうか」


　折れ曲がった廊ろう下かを進みながら、マルクはエルミナに問いかけた。


　以前、マルクがエルミナの夢を見たときは完全に幻であり、場所自体は移動していなかった。目に見えずとも周囲のテーブルなどは存在しており、動き回ることはできなかったのだが……今回は様子が違ちがう。


　執事室バトラールームの面おも影かげは残っていない。歩いても障害物にぶつかることはない。エルミナが囚われた揺り籠はそういうものだったらしく、そちらの色合いが強いようだ。


　ここはそう大きな屋敷ではないが、それでも豪ごう邸ていと呼べる建物である。人がいる様子はないのだが、調べるにしても指針くらいは欲しい。


　エルミナに判断を仰あおぐが、彼女も首を横に振った。


「……分からない。なにか鍵かぎになるものがあると思う。それを見つけられれば良いと思う」


「鍵……で、ございますか」


「……この世界は歯車の記憶だと思う。だから、大時計に関するものを見つけられれば」


　なるほど、とマルクは頷く。


「大時計ならば、人目につく場所──玄げん関かんや応接室などに飾かざるものですね」


「ここって、たぶん、二階ですよね」


　廊下の向こうに見える窓へ視線を向けアイシャが呟く。確かに木々の枝が下から伸のびており、一階には見えない。


「じゃあ、まずは一階に下りる階段を探さないとね」


　廊下に並ぶのは扉とびらばかりで、階段らしきものは見当たらなかった。どうやら階段にも扉がついているらしい。


　ひとまず手分けをして扉を開けていくが、なかなか見つからない。


　そうして扉を開けていくと、アイシャが思い出したような声を上げた。


「なんかこうしてると、マルクさんが来たころを思い出しますね」


「そうですね。初めは、ドミニクさんとアイシャだけだったのでしたね」


　マルクが相づちを打つと、アイシャが困ったように苦笑した。


「あのころは、あたしも怖こわかったんですよ？」


「おや、アイシャでも不安だったのですか？」


　アイシャは初めから警戒心もなく笑いかけてくれた。しかし部外者の男子が同じ屋敷に住まうというのは、彼女なりに不安だったのだろうか。


　マルクの疑問に、アイシャは首を横に振った。


「怖かったのは、ドミニクさんですよ」


「ドミニクさんが？」


　ドミニクは初対面のころから人じん畜ちく無む害がいな空気を垂れ流していた。それが怖いとは一体どういうことだろうか？


　ドミニクに視線を向けると、何故か突とつ然ぜん壁かべの絵が気になり始めたらしく背中を向ける。


　マルクが首を傾げていると、アイシャは気の毒そうにこう言った。


「ドミニクさん、まるで『使わない道具をゴミに出したい』みたいな目でマルクさんのこと睨にらんでたんですから」


　マルクは絶句した。あのころは考えもしなかったが、彼の真の姿を知ってしまった今なら十分考え得る。


　声も出ないマルクに代わって、エルミナが咎とがめるような声音で問う。


「……事実かね」


「そういうふうに考えてた時期が、僕にもあったんだよ」


　遠くを見つめるドミニクの頰には、一筋の汗が伝っていた。


　マルクたちが批難の視線を送っていると、さすがにドミニクも慌あわてたような声を上げた。


「いやあ、状況が状況だったからね。僕は仕方がないと思うんだ」


　マルクはようやく動どう揺ようから立ち直り、ずり落ちた丸メガネを押し上げた。


「確かに、元々私は刺し客かくとして雇やとわれたわけですから、ドミニクさんの判断は間ま違ちがっていなかったと思います」


「いや、そっちじゃないんだ」


「……というと？」


「だってほら、マルドゥーク君、高価な美術品とか見ると欲よくに眩くらんだ目をしてたし、いつのまにか私物化しちゃってるけど、その銀ナイフも屋敷の備品じゃないか」


　ぐうの音ねも、出なかった。


　アイシャから咎めるような視線が突つき刺ささり、エルミナからはまったく感情のない眼まな差ざしを向けられる。ドミニクはいかにも口が滑すべったというように明後日あさつての方角に視線を逸そらした。


　ガタガタと震ふるえるマルクに、ドミニクは特に悪びれた様子もなく肩かたをポンポンと叩たたいた。


「まあ、その分の代金は給金から引かせてもらったつもりだし、今さら咎めるつもりはないよ」


　エルミナの前でマルクの罪を暴ばく露ろしたドミニクは、慈じ父ふのごとき温かな笑みを浮うかべてそう言った。


　──最初の給金が異様に安かったのはそのせいですか……！


　勤務初期、マルクの給金は食堂の皿洗いに毛が生えた程度のものだった。それから二ヶ月ほどして昇しよう給きゆうしたのだが、その二ヶ月は精神的にすさんでいたように思える。


　シクシクと涙なみだを流すマルクに、今度はアイシャが慰なぐさめるような声をかけてくれる。


「マルクさん？　やっぱり悪いことをすると自分に返ってきちゃうんだと思います」


　未だにマルクが認めたくない真理を、十三歳のアイシャは淡たん々たんと語る。


　立ち直れないような打だ撃げきを受け、マルクがフラフラとしていると、エルミナが小さく肩を震わせていた。


　──うぅ……、やはりエルミナも怒おこっているのでしょうか……？


　恐る恐るその顔を覗のぞき込むと、エルミナは口元を押さえて目には涙を浮かべていた。……必死で、笑いを堪こらえているらしい。


　笑ってくれるのは嬉うれしいが、自分が笑われるというのは複雑な気持ちだ。


　マルクが人生について考え始めていると、ドミニクは誰だれにも聞こえない声でそっと呟いていた。


「結局、エルミナお嬢じよう様さまを笑わせられたのはマルドゥーク君だけだったんだよね」
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　いまいち立ち直れないマルクだったが、ほどなくして階下に続く階段を発見できた。


「この下が玄関ホールのようですね」


　大時計があるとしたらそこだろう。マルクたちは静かに階段を下りる。


　玄関ホールは、ヴァレンシュタイン家のそれほどではないが、なかなかの広さがあった。目的の大時計も、そこに飾られていた。


「さて、大時計は見つかったけど、どうしたもんかな」


　大時計の前に立ち、ドミニクがそう呟くとすぐ足あし下もとでなにかが揺ゆれた。


「誰かいます」


　マルクたちが慌てて飛び退のくと、大時計の正面にすうっとなにかが浮かび上がった。見る見るうちに色を濃こくしていくそれは、子供の姿に見えた。


「……子供？」


　リボン型のネクタイと半ズボン。紅茶色の髪かみをした、身なりの良い子供である。ここの跡あと取とりといったところだろうか。十にも満たない男の子だった。


　男の子は、両りよう膝ひざを抱かかえて熱心に大時計を見つめていた。左右に揺れる振ふり子に合わせて、その小さな体も左右に揺れる。


　彼はこの大時計のことが気に入っているらしい。見ていて微笑ましい光景だった。


「どうしましょうか？」


　男の子はマルクたちに気づく様子はない。向こうからは見えていないのかもしれない。


　エルミナはいつもよりさらに静かな声音で囁ささやく。


「……恐らく、これから私たちに〝見せたい〟なにかが起こるのだろう」


　マルクが頷うなずくと、男の子は突然あたりをキョロキョロし始めた。なにか良からぬことを思いついたようだ。


　周りに誰もいないことを──マルクたちからは丸見えだが──確かめると男の子は振り子を保護するガラス戸を開く。振り子に触ふれると時間が狂くるうだけでなく、故障させてしまう可能性もある。


　止めたい衝しよう動どうに駆かられていると、男の子はガラス戸の中から一つの金属片を取りだした。ネジ巻きである。


　そこで止やめておけばよいだろうに、男の子は今度は時計によじ登り始めた。見ていて実に危なっかしい。


　やがて文字盤ばんに手が届く位置までくると、男の子は握にぎっていたネジ巻きを文字盤へ近づける。文字盤には、小さな鍵かぎ穴あなが穿うがたれていた。


　──ネジを巻きたいのですね。


　しかし男の子はお世辞にも器用そうには見えない。今にも転げ落ちそうで見ている方は気が気ではない。


　そんなとき、大時計が、グラリと揺れた。


　──倒たおれる！


　マルクは蒼そう白はくになった主を守るように前へ出ると、足下の影かげに語りかけた。


「止めなさい──〈クフ・リーン〉！」


　エルミナが大時計の転てん倒とうに巻き込まれるのも困るが、目の前の子供を見み捨すてることを主は良しとはしないだろう。


　前に出たマルクは、背中に庇かばったエルミナの体から時計の文字盤のような光が零こぼれていることに気付かなかった。


　影は山犬プリンシツプの形のまま、半分以上傾かたむいた大時計の影を搦からめ捕とるが──


「──干かん渉しよう、できません……！」


　影は確かに大時計を捕らえたが、幻まぼろしに干渉することはできなかった。転倒が、一いつ瞬しゆんだけ止まっただけだった。


　アイシャが両手で顔を覆おおうが、影が作った一瞬を男の子は見み逃のがさなかった。時計から振り落とされ、尻しり餅もちをついた男の子は凄すごい勢いで後あと退ずさった。


　直後、男の子が尻餅をついた場所に大時計が倒れ込む。


　ガシャンッ──ガラスの割れる音が盛大に響ひびき渡わたった。


　男の子は、無事だった。マルクがホッと胸をなで下ろすと、男の子と目が合ったような気がした。


　──こちらが見えている？


　その疑ぎ惑わくを確かめる間もなく、別の扉とびらから使用人が飛び出してくる。男の子の無事を確かめると、すぐさま大時計の破片から男の子を引ひき離はなす。


　落下でよほど驚おどろいたのだろう。茫ぼう然ぜん自じ失しつする間に、今度は両親らしい男女が駆かけ寄る。


　男の子を抱だきしめると、倒れた大時計を示す。その仕草から片付けろと命令していることが分かった。


　使用人が血相を変えて片付けを始めると、男の子はようやく泣き出した。大時計に手を伸のばし、何事かを叫さけぶが、父親は首を横に振る。こんな事故があったのだ。大時計は処分されてしまうことだろう。


「これが〈アルス・マグナ〉の見せたいものだったのですか？」


　納得がいかずマルクが呟つぶやくと、エルミナも首を横に振った。


「……分からない」


　それから、マルクは大時計の持ち主が苦労した人物だということを思い出した。


　──この事件が原因で、あの男の子は苦難の人生を歩むことになるのでしょうか？





　ピシン──釈しやく然ぜんとしないものを残したまま、世界に亀き裂れつが走った。





「……時間切れ、のようだ」


　エルミナの囁きとともに、揺り籠かごの景色は砕くだけ散ちった。
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「──〈黒衣〉。起きるが良い」


　耳元で聞こえたその声に、マルクはハッと目を開いた。


「うわあっ？」


　目の前にあったのは、舞ぶ踏とう会の仮面と、真っ黒な口紅ルージユを引いた悪あく趣しゆ味みな顔だった。仮面に覆われていない左半分の顔には涙の形をした化粧メイク。医師兼けん庭師助手のジェノバである。


　寝ね起おきに不気味な顔を突きつけられ、マルクは飛び上がった。


「騒さわぐでない。主を起こすぞ」


　そこは、元の執事室バトラールームだった。大時計も解体したままである。呆あきれたジェノバが示す先には、椅い子すに腰こし掛かけたままうたた寝をするエルミナの姿。


「あ、れ……？　アイシャと、ドミニクさんは？」


「……？　さて、我は見ておらぬな。なにか用でもあったのか？」


　──夢……だと、言うのですか？


　今までの〝あれ〟が夢ならば、一体どこから夢だったのだろうか。


　いろいろと、夢であってほしいこともあったように思える。マルクが頭を捻ひねっていると、ジェノバは憤ふん慨がいしたように目を細めた。


「なにがあったのかは知らぬが、昼食の時間さ。用意をするが良い。……とは言っても、肝かん心じんな主が眠ねむっているのだな」


　──こんなところで寝ていると、体調を崩くずしますね。


　毛布をかけようかとも思ったが、やはり部屋まで連れて行った方が良いだろう。


「用件は伝えたぞ。我も忙いそがしいのだ。カナメ嬢じようと寄より添そえる昼食の時間を奪うばってくれるな」


　そう言い残すと、ウキウキとジェノバは飛とび跳はねるような足取りで去っていった。


「あ、ちょっと、エルミナが……」


　マルクが最後まで言う前に、ジェノバの姿は扉の向こうに消えていた。


「仕方がありませんね……」


　エルミナはマルクが抱えていくしかないようだ。無防備に寝ね息いきを立てる主に近づいて──寝顔も可か憐れんです──思わず見み惚とれてしまった。


　マルクが動どう揺ようしていると──


「……──っ」


　エルミナが、パチリと目を開いた。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみに驚きの色が浮うかび、にわかに硬こう直ちよくする。
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　マルクの方も慌あわてて飛び上がった。


「ち、ちちちち、違ちがうのです。これはその、あああの──ち、昼食の、お時間でございますよ！」


　マルクが慌てて言い繕つくろうと、エルミナは数回の瞬またたきの後、小さく頷いた。


「……そう。今、行く」


　それは、何故かどこか残念そうに聞こえた。


　立ち上がったエルミナは、ふと自分の手に視線を落とした。


　そこには、銀色の歯車が握られていた。





　昼食をエルミナに給仕したマルクは、再び時計の整備に戻もどった。ドミニクは外回りに出てしまい、アイシャも昼には会えなかったため、あれが夢だったのか、アイシャたちは見ていないのかは訊ききそびれてしまった。ちなみに、エルミナとはなにやら意識し合ってしまい、まともに口も利きけなかった。


　そうして昼下がりには、ようやく時計も組み上がっていた。


「ほう、動くようになったのか」


　カナメだった。大時計はマルクが組み直すと自然に動いていた。


「きっと、歯車がずれていたかなにかだったのでしょう。私はなにもやってませんよ」


　カチコチと、歯車の音ね色いろが玄げん関かんホールに心地ここち好よく反はん響きようする。


　それを眺ながめていると、玄関が開いた。


「マルドゥーク君、来客だよ。エルミナお嬢様をお呼びして」


　外回りから帰ってきたらしい、ドミニクの声だった。マルクは速すみやかに階上へと足を運んだ。


　──珍めずらしいですね。この屋や敷しきに来客とは。


　そう思いながらも主へ来客の旨むねを伝え、再び玄関ホールへと下りる。


　そこには、紅茶色の髪を揺らした、美しい女性が佇たたずんでいた。二は十た歳ちくらいだろうか。セリアと同年代に見える。振り返る仕草一つとっても計算されたように優美だった。


「こんにちは」


　風がそよぐような笑顔に、思わず見惚れそうになる。マルクは迷いを振り払はらうように腰こしを折った。


「ただ今主が下りてまいります。応接室にてお待ちいただければ」


「いいわ。わたし、この時計を見に来たのだから」


「は……？」


　マルクが首を傾かしげると、ドミニクも困こん惑わくした声こわ音ねで囁ささやく。


「この時計の持ち主さんなんだ」


「はて……？　男性だという話ではありませんでしたか？」


　明確に男だとは言わなかったかもしれないが、ドミニクは〝彼〟という呼び方をしたはずだ。それも若くはなさそうだった。


　ドミニクは小さく肩かたを竦すくめた。


「その、はずなんだけどね……」


　違う人物が所有権を主張しているということだろうか？　ならば厄やつ介かいな問題だが……。


　そう思っていると、エルミナが下りてきていた。


「……待たせてすまない、コフィン殿どの。お会いするのは初めてだね。ヴァレンシュタイン家のエルミナという」


　エルミナの挨あい拶さつに、女性はなんでもなさそうに手を振る。


「あ、気にしないで。わたしが勝手に押しかけてきただけだから。あと、エレノワールで良いわ」


　そう言うと、女性──エレノワールは時計に目を向ける。


「この時計、直してくれたのね」


　エルミナはまだ直ったところを見ていない。マルクが頷うなずくと、エレノワールに視線を戻す。


「……直したのは、執事バトラーだ」


「執事バトラーが？　時計なんて直せるの？　へええ……優ゆう秀しゆうなのね。ありがとう」


「恐きよう縮しゆくでございます」


　手を差し出され、マルクはその手を握にぎり返した。執事を始めてから、普ふ通つうに握あく手しゆを求められたのは初めてで、なんだか新しん鮮せんに感じた。


　エレノワールは懐なつかしそうに時計を眺める。


「この時計、実は元々わたしの家にあったものなの。そのころわたし、あまり体が丈じよう夫ぶじゃなくて、なかなか家から出られなかったのよ。変化のない屋敷の中で、この時計だけが時間の流れを教えてくれるものだったのよ」


　エルミナが、小さく首を傾げた。


「……何な故ぜ、手放したのかね」


「あはは……。ちょっとした事故で壊こわしちゃったのよ。父に直してって泣いて頼たのんだけど、危ないからと言って処分されてしまったわ。その後、家の方でいろいろあって結局回収できなくなってしまったの……」


　仕方なさそうなため息。彼女もなにかと苦労人のようだ。軽く親近感を抱いだきながらもマルクは昼間の夢のことを思い出した。


「コフィン様。つかぬことをお伺うかがいしますが、ご兄弟などはいらっしゃいますか？」


　大時計の事故──それはあの男の子が起こしたものではないだろうか？


　そう思って訊たずねると、エレノワールは首を横に振った。


「いいえ。わたし、一人っ子よ。だからわたしがしっかりしないといけなかったのよ」


　──では、あれはやはりただの夢だったのですか……。


　少し残念な気もしたが、マルクはホッと胸をなで下ろした。


　そんなマルクに気づく様子もなく、エレノワールは時計に手を伸ばす。


「この時計にはね。少し特別な思い出があるの」


「と、言いますと？」


「さっき事故って言ったけど、あれ、本当はわたしが引っ繰くり返して壊しちゃったの。ネジを巻きたくてよじ登って、そのまま転てん倒とう。だけどね、そのときちょっと不思議なことがあったの」


　──あれ？


　マルクとエルミナ、そしてドミニクは同時に首を傾げた。


「この大時計、わたしに向かって倒たおれ込んできたんだけど、そのとき、本当に一いつ瞬しゆんの話だけれど、時間が止まったみたいに時計も止まったのよ。おかげで、わたしは無事でいられた。そうでなかったら死んでいたって後から聞かされたわ」


　あたかも恋こいする乙女おとめのように熱っぽく語るエレノワール。マルクはつい疑問を口に出してしまった。


「あれは男の子に見えたのですが……」


「あ、うん。うちの父は偏へん屈くつだったからね。家か督とくを継つぐなら男でないといけない、みたいに考えてて男装……え？」


　言いかけて、エレノワールがマルクの顔を凝ぎよう視しした。その頰ほおが紅こう潮ちようしていたことで、マルクの方まで狼狽うろたえてしまう。


　エレノワールは、信じられないとでも言うように口を開いた。


「まさかとは思うけど……、あのときのって……？」


「……それで、君はこの時計を引き取りたい、ということかね」


　何故か、その声は威い圧あつ的に聞こえた。マルクが思わずビクリと身を震ふるわせると、エレノワールは仕方なさそうに頷いた。


「身勝手を言っているとは思うけれど、考えてもらえないかしら」


「……かまわない。持っていくと良い」


　エルミナは、意外なほどあっさりとそう答えた。


「よろしいのですか？」


「……かまわない、と言った」


　エレノワールはそんなエルミナとマルクを交こう互ごに見つめた。


「ずいぶん、簡単に言うのね」


「……私にとってはただの〝もの〟だから」


　そして、二人の淑しゆく女じよは何故か同時にマルクを見た。


「そっか……。こちらは〝もの〟ではないものね」


　そう言うと、エレノワールはそっとマルクの側そばから離はなれた。


「時計をありがとう。あとで引き取りに人を寄よ越こすわ。なにか困ったことがあったら、なんでも言ってちょうだい。コフィン家の名にかけて最大限にお応こたえするわ」


　そう言って、エレノワールは去っていった。


　それと入いれ替かわりに、アイシャが戻って来た。


「わわわ、お、お客さん、来てたんですか？　凄すごい綺き麗れいな人でした」


「……その、ようだね」


　何故か、エルミナの声は不ふ機き嫌げんそうに聞こえた。


　それから、ドミニクがいつも通りのゆるみきった顔でこう言った。


「ちょっと変な話があるんだけど、聞いてもらえるかな？」


「なんでしょうか？」


「僕があの大時計を引き取ったのは、コフィンさんっていう、初老の紳しん士しだったんだけどね。彼は若いころに娘むすめさんを亡くして、それを思い出すのが辛つらくて大時計を手放したんだ。でも、娘さんがそれを気に入ってたことも事実で、処分しきれなかったらしいんだ」


「そ、それはまた、奇き妙みような話でございますね」


　マルクがダラダラと汗あせを垂れ流していると、ドミニクが余計なひと言を口にした。


「──惜おしかったね。マルドゥーク君」


　エルミナが不機嫌そうな目を向け、カナメが鋭するどく目を尖とがらせた。


「……なにが惜しかったのか、詳くわしく訊きたいものじゃな」


「何故、あなたが怒おこるのですか？」


「マルクさんって、結構そういうの、多いんですね」


　呆あきれた声でアイシャがなじる。


「……もう、慣れた」


　あたかもマルクがジェノバにそう言うような口調で、エルミナが嘆たん息そくする。


　そして、マルクへどこかホッとしたような視線を向ける。


「……それよりも、紅茶が飲みたい」


「お嬢様の、仰おおせのままに」


　この場から逃のがれる理由をもらったマルクは、厨ちゆう房ぼうへと駆かけ込んだ。





　エルミナから助け船を出されたものの、その後カナメを始めとする、使用人一同から冷たい視線と言葉をしばしば浴びせられるのだが、それはまた別の話だった。
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　扉とびらの向こうで流れていた景色は、そこでとうとつに終わりを迎むかえた。


「……っ？」


　階段を踏ふみ外はずしたような感覚に、エルミナはまたペタンと尻しり餅もちをついてしまった。


「……ここは、どこだ？」


　そこは、延々と続く回かい廊ろう──揺ゆり籠かごのそれとは異なる景色だった。


　時刻は夜なのか、薄うす暗ぐらい室内にはぼんやりとした蠟ろう燭そくの灯あかり。どこかの豪ごう邸ていらしく、煖だん炉ろの上には装そう飾しよくの剣けんが飾かざられている。


「あなたは……エルミナ？」


　途と方ほうに暮れたような声だった。


　振り返ると、そこには紅茶色の髪かみを持った女性が佇たたずんでいた。寝ね間ま着き姿ではあるが、たった今まで眺ながめていた〝過去〟の景色の中にいた女性だ。


「……君は、エレノワール？」


　エルミナがキョトンとして呟つぶやくと、女性──エレノワールは苦笑した。


「ごきげんよう。珍めずらしい時間に珍しい場所からのご訪問ね、エルミナ」


「……ここは、君の屋や敷しきか？」


「知らないで来たの？」


　エルミナが首しゆ肯こうすると、エレノワールはすぐ隣となりの壁かべを示した。そこには、古風な大時計が飾られていた。かつてドミニクが仕入れたものであり、エルミナたちが一時的に揺り籠の中を彷徨さまようきっかけになった品物だ。


　立ち位置を考えると、彼女は大時計を眺めていたらしい。


「あなたは、そこから出てきたように見えたわ」


　どうやら、揺り籠の中でエルミナが聴きいてたのは、この大時計の音だったらしい。


　──だが、何故？


　困惑しながらも、エルミナは今までの幻まぼろしと違ちがってエレノワールが自分に話しかけてきたことを疑問に思った。


「……エレノワール。君には、私が見えているのだね？」


「でなければ、わたしは独り言を漏もらしていることになるわね。……でも、そんな姿をしているということは、助けを必要としているのだと考えるべきなのかもね」


「……そんな姿？」


　言われて自分の体を見下ろすと、エルミナの体は半分透すけていた。周囲には、尖晶螢オルネイロが仄ほのかな灯りを撒まいて舞まっている。


　──これは、フォルと同じ……？　道を開くとは、こういう意味か……。


　ということは、エルミナは恐おそらく逃にげ出してしまったあの場所──マルクとカナメがいた場所に戻もどらなければならないのだろう。


　──カナメ。あなたが好きです──


　決心したはずなのに、怯ひるんでしまう。


　そんなエルミナを見て、エレノワールは苦笑した。


「まあ、座って。紅茶でも持ってこさせるわ。飲めるかは分からないけど」


　そう言うと、エレノワールは壁に設置されていたボタンを鳴らした。エルミナの屋敷では鈴すずで使用人を呼ぶが、近代の屋敷では機械が仕込まれている。電信管の先は使用人のいる地下へ通じており、主がどこから呼び出しているのか分かるようになっているのだ。


　時刻は深夜だろうに、エレノワールは使用人を起こしてくれたらしい。


　それから、部屋に用意されていた椅い子すへと腰こし掛かける。


「それで、なにがあったのかしら？」


「……説明が、難むずかしい」


　契けい約やく者しや──それも〈アルス・マグナ〉の揺り籠など、無関係な人間にどう説明すればよいのか見当もつかない。


　エルミナが困り果てていると、エレノワールは目を細めた。


「以前から思っていたのだけど、エルミナ、あなたは契約者というものじゃないかしら」


　エレノワールの方からそう訊きかれるとは思わず、エルミナは目を丸くした。それから小さく頷うなずく。


「そう……。それじゃあ、あの執事バトラーもそうなのね？」


「……そう」


　ふむ、と思案するように俯うつむいてから、エレノワールはからかうような笑みを浮うかべた。


「それで、あの執事バトラーとはぐれてしまったとか？」


「……何な故ぜ分かるのかね？」


　クスクスとエレノワールは笑い声を漏らす。


「あなたの事情はよく分からないけれど、今のあなたはまるで迷子の子供みたいな顔をしているわ」


「……そう、かもしれない」


　エルミナが俯くと、エレノワールは困ったように笑う。


「執事バトラーとケンカでもした？」


　ケンカ……ある意味ではそうかもしれない。


「ふうん……。なんだか、事情が分かった気がするわ」


「……というと？」


「好きな人とケンカしたときは、どちらが悪くても落ち込むものよ」


　カアァと顔が熱くなるのを感じた。そんなエルミナにエレノワールはやはりクスクスと笑う。


「わたしから言えることがあるとすれば──勇気を持ちなさい──といったところかしら」


「……勇気を持つ？」


「そうよ。わたしたちみたいな人間は、選せん択たく一つで多くの人間を不幸にも幸せにもするわ。そんな選択の連続。たった一つの選択でいつまでも悩なやんでいることはできないわ。だから、一度選んだことならば、最後まで勇気を持って進みなさい」


　年上の淑女はそう言って妖よう艶えんに微笑ほほえむ。


「自信を持って進む人間には、周りの人間も勝手についてくるものよ。それは、恋れん愛あいごとでも同じこと」


　今のエルミナには心に染しみる言葉だった。


「……だが、それで私が間ま違ちがえていたなら？」


「それでも進みなさい。それを止めるためにあなたの執事バトラーはいるのでしょう？」


　そう言われても、迷ってしまう。


　あのとき──マルクから気持ちを打ち明けられたとき、それを拒きよ絶ぜつしたのは間違いだったのか。それとも正しかったのか。そもそも、それでマルクを拒絶してしまったから、エルミナは今こうして彷徨っているのだ。


「……私には、勇気がない。それは、分かっている。だが、それでもどうしたら良いのか分からない」


　ほんの数時間前にも、同じところで躓つまずいたような気がする。


　エレノワールは諭さとすような微笑を投げかけて、背もたれに体を預ける。


「そういうときは、いっそ自分が一番やりたくないことをやってみたらどうかしら？」


「……やりたくないこと？」


「ええ。それをやってしまえば、他のどんなことでも恐れる必要がなくなるわ」


　エルミナが一番やりたくないこと、それはなんだろう？


　一番怖こわいものは、マルクとカナメに会うことである。彼らと向き合うことが怖い。


　だが、どうすれば向き合えるというのだろう。俯いて、いつだったかカナメから言われた言葉が脳のう裏りを過よぎった。


　──私は、マルクに自分の気持ちを伝えた──


「……ああ、そうか」


　自分だって、そのつもりだったはずなのだ。それが結果が見えてしまったというだけで逃げ出してしまった。


　エルミナはようやく立ち上がった。


「……邪じや魔まをした。そろそろ行く」


「わたしは、お役に立てたかしら？」


「……この上なく。感謝する」


　エレノワールはクスリと笑う。


「お礼なら、その大時計に言ってあげて。その子があなたをここに連れてきたみたいだから」


　エルミナは大時計に目を向けた。ものに心が宿るという話を、エルミナは肯こう定ていしていないが、エレノワールがそう言うと本当に心があるような気がした。


　──君なりの恩返しということか？


　エルミナの──〈アルス・マグナ〉の力がなければ、エレノワールは今ここにいなかったかもしれない。そんな奇き跡せきを起こしたのは、この時計の歯車だったはずなのだ。


　エレノワールにもう一度礼を言ってから、エルミナは大時計に触ふれた。


　そして、世界がガラスのように砕くだけた。
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「……また、ここか」





　エルミナは、三度扉とびらの回かい廊ろうに戻もどってきていた。今度は、フォルの姿は見当たらない。


　それでも、今度は不安を抱いだきはしなかった。勇気を持てと言ってもらったのだから。


「……しかし、どの扉なのだ」


　時計の音はもう聞こえない。


　扉の形はどれも同じであり、外に通じる扉がどれなのかは見当もつかない。


　──時間は、あまりないようだった。


　フォルの様子を見た限りでも、もうほとんど力が残っていないのは明白だった。そもそももう一度彼女の言う〝道〟を開く力があるのかどうかも怪あやしい。


　──だが、進まなければならない。


　もう一度、逃げ出した場所に行かなければならないのだ。この彷ほう徨こうの始まりの場所へ。


　エルミナがそう強く望んだときだった。


　カチャリ──小さな音が回廊に響ひびいた。


　周囲を見み渡わたすと、扉の一つが開いており、そこから淡あわい光が漏もれていた。


　──これは誘さそいなのか……？


〈アルス・マグナ〉はエルミナを揺ゆり籠かごに留とどめておきたいはずだ。エルミナの望みに応こたえるとは言っても、エルミナが見たい景色を見せるだけなのだ。


　ならば、あの先に広がっているのは、離はなれたくない、縋すがりつきたくなるような思い出かもしれない。


「……勇気を持て」


　エルミナは、その言葉を口に出す。


　迷っていても前には進めない。ならば誘いだろうと罠わなだろうと、エルミナは進むしかない。どんな甘美な誘いがあったとしても、それを乗のり越こえてしまえば良いのだ。


　エルミナは扉の前に立った。


　そして、僅わずかに開いた扉を押し開けた。
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「──はて？　これはなんでしょうか」


　玄げん関かんホールの掃そう除じに取りかかっていたマルクは頓とん狂きような声を漏らした。


　本日も皺しわ一つなく整えられた燕えん尾び服ふく。絹シルクの手て袋ぶくろと胸ポケットには、翼つばさをあしらったヴァレンシュタイン家の紋もん章しよう。愛あい嬌きようのある丸メガネの向こうには落ち着いた微笑。マルクはこの屋や敷しきに仕つかえる執しつ事じである。


　主あるじのエルミナに十時の紅茶を給仕した後、マルクは玄関ホールの掃除に取りかかっていた。ここには数枚の風景画が飾かざられている。それらのホコリを払はらうのも掃除の一いつ環かんである。


　毎日こなしていることなのだが、その絵画の裏──額がく縁ぶちの隅すみに小さな文字で数行の走り書きが残されていた。小さすぎて今まで気づかなかったが、ずいぶん古いものに思える。


「……〈応接室〉……〈暖だん炉ろの上〉……？」


　単語を読み上げ、マルクは首を傾かしげた。なにかの覚え書きのように思えるが、わざわざ壁かべにかかっている絵画を裏返してまで書くことではない。


　──は！　これはもしや宝の在あり処かを示しているのではないでしょうか？


　ヴァレンシュタイン家──エルミナは、個人で投資という事業を成立させられるだけの資産家である。そして遺産というものは、引ひき継つぐに際して税金などの悶着トラブルを引き起こしやすい。隠かくし財産の一つや二つ、あってもおかしくはない。


　マルクはこの屋敷にやってきたばかりのころ、全財産消失という悪夢に見み舞まわれている。金銭への執しゆう着ちやくは仕方がないことだった。


　メモに記しるされている応接室は、玄関ホールの扉の一つから直じかに繫つながっている。速すみやかに絵画からホコリを払い落とすと壁に戻す。


　──落ち着きなさい。全すべては秘ひ密みつ裏りに行われなければなりません……！


　ここで下へ手たに騒さわぎ立てれば他の使用人にも気け取どられる。主のエルミナの知るところとなれば当然返へん却きやくしなければならない。行動は速やかかつ慎しん重ちようでなければならない。


　いつも通りにピンと背筋を伸のばし、主に紅茶を運ぶかのような自然な足取りで応接室へと転がり込む。侵しん入にゆうの前に扉を叩たたいて人がいないと確認することも忘れはしない。


　──暖炉の上に財宝です！　何な故ぜ今まで気づかなかったのでしょうか。


　暖炉は奥の壁に設置されていた。壁の向こうは晩ばん餐さん用の大食堂となっており、双そう方ほうの部屋を暖められるようにできている。


　マルクは広いとはいえ一室内に過ぎないその距きよ離りを、猟りよう犬けんのごとく素早く無む駄だのない足取りで駆かけ抜ぬける。続けて、足あし下もとの影かげへと語りかける。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉」


　その呼びかけに、足下の影は見る見る人の形から解ほつれて周囲へと広がる。そして編み上げられたのは影の檻おりである。


　マルクは、応接室の扉を〝拘こう束そく〟して密室を作り上げていた。


　──これで、邪魔は入りません。


　暖炉の上には銀細工の燭しよく台だいなど置物が数点と、玄関ホール同様の風景画が一枚飾られている。


　あのメモが残されていた場所を考えると絵画が怪しい。マルクは他の置物を落とさぬよう、気をつけながら絵画を取り外す。こちらの壁はそのまま煙えん突とつになっており、なにかを隠せるようには思えない。丹たん念ねんに絵画を確かめるが、メモも財宝も見当たらなかった。


　──では置物の方ですか？


　一つ一つ手にとって調べるが、伝言が残されている様子もなければ仕し掛かけが施ほどこされているようにも見えない。


　──く、情報が曖あい昧まい過ぎます……！


　この時間、屋敷の中は掃除で慌あわただしい。いつまでも応接室にこもっているのは不自然である。焦あせりに駆られながら、マルクはつい手に持っている燭台を磨みがいてしまう。


　暖炉の上にあるものはもう全て調べてしまった。壁にも目を引くものは特にない。ここにあるもののどれかがなにかの鍵かぎになっている場合も考えられるが、あの絵画の伝言からは推測のしようがない。


　天てん井じように延びる煙突を目で追って、マルクはふと気づいた。


　──天井……まさか！


　マルクは暖炉の中に潜もぐり込む。現在はまだ暖炉を使う季節でもないので、灰も綺き麗れいに落とされている。壁に接しないかぎりは汚よごれることもない。


　そうしてマルクが探すのは、暖炉内の天井だった。暖炉の中に隠し通路や仕掛けが施されるのは隠しものの定石セオリーである。どんな些さ細さいな目印も見み逃のがさないよう、目を皿にして暖炉内を見渡すと、やがて入り口のすぐ裏に刻まれた小さな文字を発見した。


「……〈ビリヤード台の裏〉……？」


　マルクは、とぼとぼと暖炉から抜け出すと、ガックリと膝ひざを折った。


　──仕事中では娯ご楽らく室に入れないではありませんか……。


　すでに掃除のことなど頭から吹ふき飛とんでいるにも拘かかわらず、そういった習慣は悲しいまでにマルクの行動を束そく縛ばくしていた。


　マルクがため息を漏らすと──


　ドンドンドン──応接室の扉が慌ただしく叩かれた。


「マルクさん、なにかあったんですか？」


　侍じ女じよのアイシャだった。


　マルクの影は未いまだに出入り口を〝拘束〟したままだった。能力まで使っているのだ。なにかよほどの異常だと思ったのだろう。


「な、なんでもありません。ネズミ……そう、ネズミが出たのです。それで逃にがさないようにですね──」


　屋敷の主エルミナはネズミを怖こわがる。どうやら過去によほど恐おそろしいことがあったらしい。冷静沈ちん着ちやくのエルミナが無表情を崩くずしてまで怯おびえるのだ。


　我ながら冴さえた言い訳だと思った直後、アイシャはまるで予想しなかった行動に出た。


「マルクさん！　絶対に逃がさないでください。あたしも手伝います──」


　──あたしも手伝います──それが破は滅めつの呼び声にしか聞こえなかったマルクは悲鳴を上げた。


「大だい丈じよう夫ぶです！　もう駆く除じよしましたから落ち着き────」





　アイシャ＝クラン＝ウィードは契けい約やく者しやである。その能力は瞳ひとみに映うつる世界を〝灰〟に変える。マルクが駆け寄よる間もなく、応接室の壁が灰と化して崩れ落ちた。
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「──ごめんなさいマルクさん。ネズミを逃がしたらエルミナが怯えると思って……」


　クルクルとした癖くせ毛げに真っ白なヘッドドレス。大陸先住民クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだと琥こ珀はく色いろの瞳。群ぐん青じようのワンピースの上には純白の前まえ掛かけ。侍女のお仕着せに身を包みながら、両手の人差し指を申し訳なさそうに絡からめる。


　アイシャが言う〝ネズミ〟とは、不ふ審しん者しやや侵入者を示す隠いん語ごではない。厨ちゆう房ぼうや薄うす暗ぐらい場所をウロウロするあの〝ネズミ〟である。たかがネズミ相手に本気で能力を解放したアイシャに嘆たん息そくしつつも、マルクの手は淀よどみなく箒ほうきを動かし掃除を続けていた。


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷──いかなる破は壊かいが行われようとも時間を巻き戻したかのように復元される〝在あるはずのない〟世界。


　アイシャが灰にした壁はすでに復元されているが、灰と化した残ざん骸がいは消えてなくなりはしない。壁一枚分の質量を持ったゴミを、マルクは仕方なさそうに片付ける。


「ふむ。エルミナ嬢じようはネズミが嫌きらいなのか。まあ、無理もない。あのような黒でも白でもない、醜みにくい灰色の生き物を好むものなどはいまい」


　共感すべき部分を微び妙みように間ま違ちがえながらも頷うなずいたのは医師兼けん庭師助手のジェノバだった。


　こちらは見事な黒くろ髪かみに血の色をした瞳。顔半分を舞ぶ踏とう会の仮面で覆おおい、もう半分には涙なみだの形をした不気味な化粧メイク。頭とう髪はつから衣服、前掛け──支給時は確かに白だった──に至るまで漆しつ黒こくで統一している。


　ジェノバは励はげますようにアイシャの肩かたを叩いた。


「マルクもネズミ相手に能力を使用した。貴公が責められる謂いわれはあるまい。なにより貴公の素晴らしい洋菓子スウイーツの前には失敗など些細な問題さ」


「お黙だまりなさいジェノバ。あなたも片付けを手伝ってください」


　アイシャの前で料理の話など……。あの破壊兵器を口にして生きていられるのはジェノバくらいのものである。それがマルクにまで飛び火しては命に関わる。


　マルクに叱しかられ、ジェノバもしぶしぶと箒を手に取る。ちなみにアイシャは余計に散らかすだけなので、できるだけ近づかないように命じてある。


　手て持もち無ぶ沙さ汰たのアイシャは、なにか会話のきっかけを探すように部屋の中で視線を彷徨さまよわせる。そして、ピタリと暖炉に目を留とめる。


　マルクはビクッと肩を揺らした。


　──何故、暖炉に注目するのです？


　あの宝の道みち標しるべ──マルクの中では疑いようのない事実と化している──は、マルクしか知らないはずである。


「そういえば、知ってますか？」


「なにがでしょう？」


「あそこの暖炉、実は秘密があるんですよ」


　マルクは、危うく箒を取り落としそうになった。


　──アイシャは宝の道標の存在に気づいている？　いえ、かまをかけて語らせようとしているのでしょうか？


「秘密とは興味深いな。この屋敷の異常さは我われとて無関心ではない。研究意い欲よくというものが湧わくというものさ」


　これでもジェノバは幼少時代──十歳という幼さにして博士号を取得した才女である。


　ジェノバまでもが暖炉に興味を持ってしまった。ドッと冷ひや汗あせを垂れ流しながら、マルクは極力平静を装よそおう。


「ただの暖炉にしか思えませんよ。それよりも、そのようなところを触さわってまた散らかされては困ります」


　遠回しに暖炉へは近づくなと示すが、アイシャは満足そうに微笑ほほえんだ。


「ふふふ。あたし、凄すごいものを見つけちゃったんですよ」


　マルクは今度こそ目を見開いた。


　──知っている……！　アイシャは宝の道標を知っています！


「ふ。すでにこの屋敷自体が凄いものの発見なのだ。それすらも霞かすむほどの発見があるならば実に興味深い」


　確かにヴァレンシュタイン家の隠かくし財産ならば、この屋敷の異常ですら霞んで見える金額かもしれない。


　心の底から狼狽うろたえるマルクに気づくことなく、アイシャは自じ慢まんげに語った。


「あの暖炉、入り口の裏にメモがあるんですよ〈ビリヤード台の裏〉って」


　カランカラン──マルクは、箒を取り落としていた。


　──終わり、ました……。私の財宝の隠し場所が、明るみに晒さらされました。


　いつの間にか自分の財宝にしながら、マルクは絶望に表情を陰かげらせた。そんなマルクにアイシャが驚おどろいたような顔を見せる。


「ど、どうしちゃったんですかマルクさん？　あ、あたし、なにか言ったらいけないこと言っちゃいましたか？」


「いえ、良いのです……」


　マルクがうちひしがれていると、ジェノバがなんでもなさそうに頷いた。


「ああ。そのようなメモならば我も見つけたことがあるな。屋や敷しきの外がい壁へきに〈玄げん関かんホール〉〈絵画の裏〉などと書かれていた」


「……はい？」


　マルクが首を傾かしげると、アイシャが嬉うれしそうに手を合わせた。


「わあ、そんなところにもあったんですか。それは見つけられませんでした。他には厨房のテーブルの裏とか、二階の客室のベッドにもあるんですよ」


「そ、そんなにたくさんあるのですか……？」


「おう。俺も酒さか蔵ぐらで一つ見つけたぞ。あっちは〈ドミニクの部屋〉〈三段目の引き出し〉だったよ」


　不意にこの場にいる誰だれでもない声が聞こえ──空耳──そんな単語が脳のう裏りを過よぎったが、マルクはふと心当たりを思い出した。


「ああ、オウマですか？　ええっと……どこでしょうか？」


　まるで小さな落とし物でも探すかのように目を細めると、すぐ隣となりに落らく胆たんした顔の従僕を見つけられた。


　こちらはひょろりと長い手足と糸のように細い目。目立つジャケットを着こんでいるにも拘わらず、どこか印象に残りにくい顔立ちの青年──オウマだった。


「どこ……って、俺、ずっとここにいたじゃないか……。マルクがノックしたときだってちゃんと返事したし」


　応接室に侵しん入にゆうする前、マルクは確かに部屋の扉とびらを叩たたいて人がいないことを確かめたのだが、オウマは返事をしていたらしい。


「申し訳ございません。まるで気づきませんでした。いつからいらっしゃったのです？」


　何故か銃じゆう弾だんで撃うたれたかのように胸を押さえつつも、オウマは涙ぐんだ声で答える。


「初めからいたぞ。ここの掃そう除じ、俺の担当だから。でもマルク、なんだか慌ててたから声かけづらくて……。あれってネズミを追いかけてたのか？」


　肩を落とすオウマに、アイシャが気き遣づかうような声をかける。


「あ、でもそれ、オウマさんが見つけたメモで行き止まりなんですよ」


「行き止まり？」


「はい。ドミニクさんの部屋、引き出しって言ったら簞たん笥すしかないんですけど、どこにもメモがないんです」


「そうなのか？　でも、よくドミニクさんの部屋なんて入れたな、アイシャ」


　まったくである。ドミニクは人の身でありながらこの屋敷の使用人──つまりは契約者を束ねる存在である。立場だけでなく、それだけの力も持ち合わせている。


　ドミニクの部屋に忍しのび込むなど、マルクやオウマですら躊ちゆう躇ちよを覚える。尊敬の念を送っていると、アイシャはなんでもなさそうに答えた。


「え、メモの続きが気になるから見せてください、って言ったらちゃんと見せてもらえましたよ？」


　マルクは絶句した。


　ヴァレンシュタイン家の隠し財産は、すでに皆みなが知っていることだったのだ。特にドミニクが知っているならば隠し通せるものではない。


「下らぬ遊びに思えるが、続きが読めぬとあっては存外に気になるものだな。ドミニク氏の部屋がかつては別の場所だったとは考えられぬか？」


　ジェノバの指し摘てきに、アイシャは首を横に振ふる。


「ドミニクさんのお部屋は、屋敷で働き始めてから一度も替わってないみたいです」


「うーん。じゃあ、ドミニクさんが独ひとり占じめしたくて隠しちゃったとかはないか？」


「ドミニクさんも結構真しん剣けんに探してましたから、本当に知らないみたいでしたよ？」


　唸うなり込む使用人たち。マルクはハッとしてポケットに手を入れた。銀時計を取り出すと、短針はすでに十一を回っていた。


　マルクは手を二度打ち鳴らす。


「三人とも。宝探しは休み時間にでもなさってください。今は仕事の時間でございます」


　初めにその宝探しを始めたのはマルクなのだが、そんなことには欠片かけらも触ふれず、マルクは毅き然ぜんとした態度で注意を投げかける。


「あ、あたしまだエミリオさんのお部屋、お花を飾かざってませんでした」


「うお、俺もまだ掃除終わってない」


「やれやれ。貴公らは使用人としての自覚が足りぬと見える。しっかりと働くがよい」


「お黙りなさい。あなたが一番なにもしていないでしょう」


　使用人たちが方々に散っていく。それを見送りながら、マルクは独り欲よくに眩くらんだ笑みを浮うかべた。





　──ドミニクさんでも見つけていない。つまり、まだ誰も財宝を見つけてはいないということです。
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　正午──エルミナの寝しん室しつにて、テーブルに料理を並べ主に給仕していた。


「本日のサラダの黎胡桃フルカーヌ和あえでございます。蒼萵苣プロセーピアはアーロンが庭園で栽さい培ばいしたものにございます」


　蒼萵苣プロセーピアというのは結球性の緑野菜で、一いつ般ぱん的なものだが土ど壌じようしだいで味の質が大きく変わる。アーロンが栽培した蒼萵苣プロセーピアは一流料理店に使われるほど質が良い。


　並べた料理へナイフとフォークを伸のばし、ちまちまと口に運ぶのはエルミナである。


　夜の月を思わす金色の髪かみに、宝石のそれよりも奥深い翠みどりの瞳ひとみ。手て荒あらく扱あつかえば折れてしまいそうなか細い手足。精せい巧こうなガラス細工を思わす整った顔かんばせ。側そばによれば思わずため息が漏もれそうな美しい娘むすめである。


　本日は真っ白なシャツに紺こん青じようのスカートという、くだけた服装だった。


　料理人のセリアは良い仕事をしてくれる。エルミナは小食である。主菜など皿一枚分も食べきれない。当然、添そえられる料理も限られたものになるが、副菜のサラダに変化バリエーシヨンを持たせて食事を楽しませてくれる。


　デザートにマルク手製の洋菓子スウイーツを並べると、エルミナも満足そうな吐と息いきを漏らす。


　主の食事中、マルクは常に隣に控ひかえているが会話は少ない。エルミナは無口な上に食事のために口を動かすので精せい一いつ杯ぱいだからだ。それでもマルクはこうしてただ佇たたずんでいる時間が嫌きらいではなかった。


　紫房果プルテアで飾られた洋菓子スウイーツを口に運ぶエルミナを眺ながめ、ふとマルクは罪悪感を覚えた。


　──あれがヴァレンシュタイン家の隠し財産ならば、エルミナに黙だまっていて良いのでしょうか……。


　エルミナは一年前、文字通り全てを失ってこの大陸へ渡わたってきた。もしも隠し財産が残っているならば、彼女にとって大切なもののはずである。


　人を幸せにするのはお金である──マルクは心からそれを信じている。ならばこそ、エルミナの金はエルミナに返すべきではないだろうか？　だがしかし大金は欲しい。


　マルクが一人葛かつ藤とうしていると、エルミナはまるで表情を浮かべないまま小鳥のように首を傾げた。


「……なにか悩なやみ事ごとかね」


　食事を楽しむ主の前で醜しゆう態たいを晒してしまったことに、マルクは慌あわてた。


「いえ、大した問題ではないのですが……この屋敷はずいぶん古いものに思います。中世の建物ならばやはり隠し部屋などもあったのでしょうか、と」


　エルミナは小さく頷うなずく。金色の髪が陽光を弾はじきカーテンのように揺ゆれた。


「……隠し部屋ならば地下にあるが」


　この屋敷の地下には大きな隠し部屋が存在する。そこではエルミナの双ふた子ごの姉妹であるエミリオが眠ねむっている。忘れようもない秘密を失念していたことに、マルクは頭を抱かかえた。


「ええっと……ですね。つまり、私たちも知らないような秘密というものも、探してみれば案外見つかるのではないかと」


　しどろもどろの言葉に、エルミナは幽かすかに表情を緩ゆるめたように見えた。


「……悪くない」


　それから、無表情ながらどこか懐なつかしむような声こわ音ねで呟つぶやく。


「……ここは〝在あるはずのない〟蜃しん気き楼ろう。所しよ詮せんは紛まがいものだ。そう、思っていた。でも私たちは今ここにいる。それは紛いものではないと思うのだ」


　マルクは、クラリと目め眩まいを感じた。


　──無理です。エルミナから金銭をだまし取るなど、私には無理です。


　良心の呵か責しやくに敗北したマルクは、拳こぶしを握にぎり締しめた。


「では、エルミナを楽しませられる秘密というものを探してみましょう」


　腰こしを折ってそう宣言すると、エルミナは幽かに翠すい玉ぎよくの瞳を揺らした。


「……期待しよう」
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　エルミナの寝室から食器を下げると、マルクも自分の昼食である。普ふ段だんならばのんびり進める食事を、素早く片付けると厨ちゆう房ぼうを後にした。


　──メモは〈ドミニクの部屋〉で終わっています。


　以前、マルクはドミニクの部屋に入ったことがある。あのとき彼の部屋にはあまり家具が置いてなかったように思える。探せる範はん囲いが限られている分、アイシャでも見落としがあったとは考え難にくい。


　──考え方を変えてみましょう。


　あのメモがヴァレンシュタイン家の隠し財産を示すものだとすれば、それを残したのは過去の当主かそれに近い人間だったはずだ。そして、最後のメモにはこうあったのだ。


　──〈ドミニクの部屋〉──


　つまり、メモを残した人物はドミニクを知っている。メモはドミニクが屋や敷しきで働き始めてからのものだ。


　──ドミニクさんが来た当時の当主は、エルミナの父親でしたね。


　考えながら、マルクは何気なく玄げん関かんホールに上がる。


　前当主には兄弟はいなかったらしい。メモを残せたとすれば、前当主本人かその妻くらいだろう。幼児か、あるいは生まれていたかすらも怪あやしいエルミナ姉妹が残したとは考え難い。


　玄関ホールをグルグルと回り続けるマルクは、今度は廊ろう下かへ足を向ける。


　──そういえば、ドミニクさんはエルミナの母君と親密な関係だったようですね。


　勘かんぐるわけではないが、ドミニクにしか分からない暗号というものも考えられる。そうなると、マルクには調べられるものではない。


　──ですがドミニクさんもメモは分からなかったという話ですし……？


　マルクは、ふと足を止めた。こちらは屋敷の西側の廊下で談話室や空あき部屋が並んでいる。大食堂や娯ご楽らく室が東側に固まっているので、ドミニクが購こう入にゆうした美術品が展示される展示室もあちらに並んでいるのだ。


　こちら側の区画は、使用人も含ふくめてあまり人が立ち入らない場所である。そんな区画の入り口に、その部屋はひっそりと佇んでいた。


　──執事室バトラールーム──


　当主宛あての手紙の整理を始め、使用人や業務の管理など屋敷内における書類仕事全ぜん般ぱんを担になうための部屋である。当然、現在はマルクが使用している。家令のドミニクもエルミナの代行として書類仕事が多いため、マルクと二人で使っている形だが。


　──ドミニクさんは、以前は執事だったはずです。


　つまり、以前はこの部屋を使う人間はドミニクただ一人だったはずだ。


　マルクは確信めいたものを覚えて執事室バトラールームの扉とびらを開ける。


　中には執しつ務む用の大きなテーブルが一つ置かれており、壁かべには封ふう筒とうにまとめられた書類が棚たなの中に並べられている。そして、執務机の下には五段の引き出しが存在した。


　上からも下からも三段目は同じ引き出しである。マルクは引き出しを開けて中の書類を避よけながらメモを探す。


「──ありました……！」


　ほどなくして、引き出しの内面に小さなメモを発見した。マルクは自分が冴さえていると感じた。今まで誰だれも見つけられなかったメモの続きにたどり着いたのだ。


〈地下〉〈裏階段脇わきの部屋〉〈ベッドの裏〉


　この屋敷には玄関ホールの大階段以外にも実は使用人用の階段がある。しかしそちらは狭せまい上に他の場所にも行きにくく、使い勝手が悪いのであまり使われていない。こちらは地下の使用人部屋の区画に通じているのだ。


　マルクはそのあまり使われない階段を初めて有効利用した。地下には未使用の部屋も多い。裏階段の隣となりにも空室が一つあったはずだ。


　地下に到とう着ちやくするとすぐさま目当ての部屋に忍しのび込む。地下の空室といえど掃そう除じは行っている。マルクが踏ふみ入ってもホコリが舞まうことすらなかった。


　こちらの掃除を担当しているのはオウマである。彼の勤勉ぶりを内心で褒ほめながらもベッドへと駆かけ寄よる。こちらは布団が置かれていないので調べるのも容よう易いである。


「はて……？　ありませんね」


　ベッドの下に潜もぐり込むが、メモのようなものは見当たらなかった。


　──おかしいですね。読み間ま違ちがえたのでしょうか……。


　メモは小さなものだった。あるいはなにか見落としたのかもしれない。


　もう一度メモを確認しようと部屋を出て、マルクは自分の顔が引きつったのを感じた。


　裏階段の右みぎ隣どなりには今マルクが調べた部屋がある。ところが、左隣にも一つ部屋が存在した。今し方の部屋とは違い、こちらは使用中の部屋である。


　マルクは神に縋すがるような心境でその部屋を見つめた。扉には金属の枠わくに囲まれた表札ネームプレートが設置されている。表札ネームプレートにはこうあった。


　──セリア＝アルコーネ──


　セリアは女性使用人の中では最年長で、非常に面めん倒どう見みの良い性格である。しかしながらマルクに対しては嗜し虐ぎやく的性せい癖へきを垣かい間ま見みせる。彼女の部屋に忍び込むなど、殺してくれと言っているようなものである。


　後あと退ずさりながらも、マルクはポケットの中から銀時計を取り出す。時刻はまだ昼を回ったばかりであり、この時間ならばセリアは、庭師であり彼女の父親であるアーロンの元へ出向いているはずだ。


　──今なら、できるかもしれません！


　ほんの少しベッドの裏側を確かめるだけで良いのだ。首しゆ尾び良く見つけられれば十秒とかかるまい。


　そしてマルクは、普段ならば絶対に冒おかさないだろう危険に挑いどんだ。





　セリアの部屋は、彼女の性格通り綺き麗れいに整理されていた。着き替がえが散乱しているようなこともなく──万が一そうだったならマルクは尻しり込ごみして侵しん入にゆうすることすら叶かなわなかっただろう──マルクはホッと胸をなで下ろした。


　極力なにものにも触ふれないように気をつけながら進む。布団は丁てい寧ねいに畳たたまれており、ベッドの裏側も確認しやすそうである。


　ベッドにたどり着くと、マルクは速すみやかにその下へと潜り込む。


　──メモは、メモはどこです……！


　焦あせりに手を震ふるわせながらも、マルクはそのメモを確かに見つけた。


〈右片かた翼よくの斜ななめ向かい〉〈客室簞たん笥すの一番下〉


　──〈右片翼〉……エルミナの寝しん室しつですか？


　エルミナの部屋にはヴァレンシュタイン家の紋もん章しようを基もとにした、片翼の紋章が刻まれている。その姉妹エミリオの部屋にも同様の紋章が刻まれているが、エルミナの方は右、エミリオは左だった。


　その斜め向かいとなると、客室……いや、カナメの寝室だったはずだ。


　もう一度メモを確かめてから、マルクは速やかにベッドの下から抜ぬけ出す。この場所から一秒でも早く離はなれなければならない。


「──うごっ？」


　……急ぎすぎて、ベッドに頭をぶつけた。


　続いて、バサリと頭の上になにかが降ってくる。どうやら布団の中に隠かくしていたようだ。


　落ちてきたのは手帳らしかった。拾ひろおうとして、マルクは眉まゆを顰ひそめた。





〈偶たまに悩なやむ〉


〈何な故ぜ此こ所こに居るのか〉


〈場所に不快は無く〉


〈友に不和も無い〉


〈切望も無く〉


〈宿しゆく縁えんも無い〉


〈此所は止まり木〉


〈私は渡わたり鳥どり〉


〈番つがう鴛おし鴦どりは既すでに亡ない〉





　記された文章が、初見では理解できなかった。詩ポエム……だろうか。見直そうとしたとき──カチャリ──不ふ吉きつな音が聞こえた。


　恐おそる恐る顔を向けると、そこには藍らん玉ぎよくの瞳ひとみに憎ぞう悪おを燃やした料理人の姿があった。


　とりあえず、マルクは自分が見てはならないものを見てしまったのだとは理解できた。





「一応、訊きいておきます。遺ゆい言ごんはありますか？」





　何故、とは訊いてはもらえなかった。


　数分後、マルクは体中からダーツを生はやして天てん井じようから逆さかさづりにされていた。休み時間を終えたオウマに救助され、なんとか一命を取り留めるも、手当てをしてくれたジェノバは沈ちん痛つうな面おも持もちでこう語った。





「我に医い療りようの知識があって幸さいわいしたな。能力だけでは、どうにもならなかった……」
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　夕方。マルクは歩ける程度には回復していた。ジェノバがいなかったら自分は命を落としていたらしいことを知り、今さらながら背筋が冷たくなる。


　──ですが、命をかけた甲か斐いはありました。


　次なるメモはカナメの部屋である。彼女ならば、事情を説明すれば調べさせてくれるだろう。もっとも、場合によってはカタナで斬きられる可能性もあるので、言葉は慎しん重ちように選ばなければならない。


　──メモのことは、伏ふせておきたいところですね……。


　先ほど他の使用人たちに宝探しは休み時間にやれと言ったばかりである。言った本人が職務をほったらかしにして──重傷を負って生死の境を彷徨さまよっていたのだが──メモを追っているのでは示しがつかない。


　そこでマルクは一つ疑問を覚えた。


　──そういえば、あのメモは具体的な記述であることもあれば、曖あい昧まいなものもありましたね。


　調べるものを攪かく乱らんするためかもしれないが、少し気になった。


　カナメの寝室にたどり着くと、マルクは慎重に扉を叩たたいた。返事はすぐにあった。


「……なにが、あったのじゃ？」


　扉から顔を見せるなり、カナメは鋭するどく警けい戒かいした声を上げた。


　背中に流れる長い髪かみからまつげの末まつ端たんに至るまで白く、白魚のごとき肌はだも東洋人とは思えぬ白さ。雪の精だと紹しよう介かいすれば多くの人間は信じるだろう美び麗れいな容姿。それとは対たい照しよう的な瑠璃猫ドミニトンを思わす、気の強そうな双そう眸ぼう。


　マルクはあちこちに包帯を巻いている。カナメが驚おどろくのも無理はない。


「また契けい約やく者しやとでももめたのか？」


「契約者にやられたことに違いはないのですが……」


　自分に降ふり注そそぐ〈魔ま弾だん〉の姿を思い出し、マルクは小さく身み震ぶるいする。


　これ以上、怪け我がのことは思い出したくはない。マルクは速やかに本題を切り出すことにした。


「カナメ。一つ頼たのみがあるのです」


　マルクは真しん摯しな眼まな差ざしを向ける。ただならぬ気き迫はくに、カナメも覚かく悟ごを決めたように頷うなずく。


「恐らく、これはあなたにとってとても迷めい惑わくな頼みだと思います。ですが、どうか聞いていただきたい」


　カナメがマルクの頼みを断ったことは一度もない。それでもこれは度を超こした頼みというものだろう。マルクは切り出すのにも慎重だった。


　その真しん剣けんさが伝わったのか、カナメもいつになく深刻な表情だった。


「なにをすれば、良いのじゃ？」


　ひとまず話は聞いてもらえそうである。しかしいきなり簞笥を漁あさらせてくれなどと言えばセリアのとき同様、斬り殺されても文句は言えない。


　マルクは、静かに息を整える。失敗は許されないのだ。


「あるものを、見せていただきたいのです」


「あ、あるもの……？」


　羞しゆう恥ち心しんから、心臓がドクドクと鳴なり響ひびく。目の前のカナメに聞こえてしまうのではないかと思うほど。


　あたかも恋こい心ごころでも打ち明けるかのように口ごもるマルクに、カナメの方も落ち着きをなくす。幽かすかに頰ほおを上気させ、震える唇くちびるから怯おびえたような吐と息いきを漏もらす。自分の胸むな元もとを握にぎる手が、凍こごえるように震えていた。


　マルクは意を決して口を開いた。





「あなたの、洋服……その中を、見せていただきたい」





　空気が、凍こおりついた。


　洋服とその中──簞笥の中の洋服が見たいと言えば、カナメも譲ゆずってくれるのではないだろうか。


　精せい一いつ杯ぱい言葉を選んだつもりのそれは、著いちじるしく間違った印象を与あたえていた。


「なっ……ん、じゃと……？」


　カナメの顔が見る見る赤く染まっていく。その様子を直視することができず、マルクは思わず視線を逸そらす。


「無理を言っているのは分かっています。耐たえられないと仰おつしやるなら、目を塞ふさいでいてくれればいい。ただ、私には必要なことなのです」
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　カナメは後退るも、自分の足に躓つまずいてしまい、そのまま尻しり餅もちをつく。真っ白な髪がフワリと宙に舞まう。


「な、なななな、なにを、言うのじゃ。わ、私たちはまだ……そ、そんな。順序というものが、あるであろ」


　カナメの瞳はじっとりと涙なみだに濡ぬれていた。いつでも背中を預けられる相棒は、水をかけられた子こ猫ねこのごとく力なく震ふるえていた。


　マルクは自分が強ごう引いん過ぎたのだと感じた。慌あわてて部屋の扉とびらまで引き下がる。


「も、申し訳ありません。多少、分別をなくしていました。忘れてください」


　落ち着いて考えれば、マルク自身が調べる必要はないのだ。いくらなんでも男児であるマルクが女性であるカナメの簞たん笥すを探るなど、度を超した行こう為いだった。


　アイシャ辺りに間に入ってもらえば、カナメとてそう抵てい抗こうもなく話を受け入れてくれるだろう。


　マルクが引き下がろうとすると、カナメが消え入るような声を漏らした。


「待っ……て……」


　振ふり返かえると、カナメは目を合わそうとはしなかったものの怖おず怖おずと問いかけてくる。


「どうしても、必要なのか……？」


　僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたが、マルクはすぐに頷いた。マルクでなくとも誰だれかには調べてもらわなければならない。確かに必要なことなのだ。


　カナメが、観念したように体から力を抜いたのが分かった。


「好きに、するがよかろ」


「良いの、ですか？」


　カナメは、視線を逸らしたまま囁ささやくように呟つぶやいた。


「本気で、断ると、思うのか？」


　カナメは、今までマルクの頼みを断ったことがない。マルクは申し訳なさで胸がいっぱいになった。


「申し訳……いいえ、感謝いたします」


　ここで謝るのは、恥ち辱じよくに耐えてくれたカナメに対して無礼である。


　マルクは一歩部屋の中に踏ふみ入ると、後ろ手に扉を閉める。


　その音でカナメはビクッと身を震わせるが、マルクを追い出そうとはせず、代わりにギュッと目を閉じる。


　──簞笥の中を漁られるのを、見たくはないでしょうね。


　マルクはそっと簞笥に近づくと、メモに記されていた一番下の引き出しを開ける。中にはエルミナから譲ゆずられたらしいドレスが数着収納されていた。


　そちらを覗のぞき回すのは礼れい儀ぎに反する。マルクは速やかにメモを調べる。


　──ありました！


　歓かん喜きの声を上げようとして、マルクは呻うめいた。


「なんです……？　これは」


　そこに刻まれていたのは、単語ではなく数字だった。


「〈一六七二〉……？」


　年号……だろうか。よく見ると、その隣となりに一つだけ単語も記されている。


〈左の一番上〉


　ここに来て暗号だろうか？


「なにを、しておる、のじゃ……？」


　マルクが首を傾かしげていると、カナメが信じられないものを見たような顔をしていた。


「あ、ええ……。このメモを追っているのですが、何な故ぜかここだけは暗号のようで……」


「メモ……じゃと？」


「ええ。屋や敷しきのあちこちに残っているものなのですが、ようやく続きが見つかったのです……あの、カナメ……？」


　カナメの肩かたがプルプルと震えていた。先ほどまでのように怯えた様子ではなく、途と方ほうもない威い圧あつ感かんが滲にじみ出ている。何故か、とても怒おこっているように見える。


「お、お待ちなさいカナメ。何故、そんなものに手をかけるのです……？」


　カナメが、カタナを手に取っていた。マルクの疑問に欠片かけらほども関心を示さず、そのままスラリとカタナを抜ぬく。自身の身長ほどもあるカタナを一息で抜ける点からも、彼女の力量というものが窺うかがえる。


　怯えるマルクに、カナメは切っ先を向けた。


「おんしという男は……。私が、どんな気持ちで決断したか。今度という今度は、本当に頭に来たの──〈沙イサ波ナミ〉」


　カナメの語りかけに、足あし下もとの床ゆかに波は紋もんが走る。カナメの能力は対象を〝液状化〟する。この能力は他者の能力を搔かき消けす上に相手の行動まで先読みできる。


　契約者狩がり──通り名とは別にカナメに与えられた二つ名。その名が示す通り、カナメは最強と呼ばれる契約者の一人である。そのカナメが本気で剣けんを抜いた。


「お、落ち着きなさいカナメ。あなたは、なにを──」


　狼狽うろたえるマルクに、カナメは冷れい淡たんな眼差しを返した。





「──聞く耳持たぬ」
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「……それで、これは一体何事かね」


　心底不思議そうな声こわ音ねで問いかけたのはエルミナだった。


　二階廊ろう下かにて、カナメが本気で振るったカタナをマルクは両手で挟はさむことでなんとか受け止めていた。少しでも力を抜けば真っ二つにされてしまう。しかし絹シルクの手て袋ぶくろは摩ま擦さつに乏とぼしく、じわじわと刃はが滑すべっていく。


　そんな断だん末まつ魔まへの秒読みが進む中、騒さわぎに気づいたのか、エルミナが顔を見せたのだ。


　なんとかエルミナが仲裁してくれたことで、マルクは九死に一生を得た。そして当然のこと、マルクも洗いざらい話さなければならなかった。


「──最後に発見できたメモが〈左の一番上〉と〈一六七二〉だったのです」


　マルクが語り終わると、エルミナはどこか懐なつかしそうな顔を見せた。彼女にしてみればずいぶん分かりやすい表情の変化だった。


「……なるほど。それは確かに楽しい秘密のようだ。とても、楽しい」


　できることならば、答えを見つけてからエルミナに知らせたかった。……そして、少しだけ特ボ別ー手ナ当スをもらいたかった。


　カナメが心の底から不ふ愉ゆ快かいそうな声を漏らす。


「たったそれだけの話で、なにゆえあのような回りくどいことが言えるのじゃ」


　身を引ひき裂さくような殺気を当てられ、マルクはガタガタと震えた。


「確かに、言い回しを間ま違ちがえたことは謝ります。ですが、私とてあなたに不快な思いはさせたくはなかったのです」


　そう言うと、カナメはピクリと片かた眉まゆを揺ゆらした。それから僅かに柔やわらかくなった声音で答える。


「ふん。十分に不快な思いはしたがの。……それで、暗号の意味はなんなのじゃ？」


　カナメなりに、先ほどのことを水に流してくれたということなのだろう。エルミナに話を振っていた。


　エルミナはまったく表情を変えないまま、どこか楽しそうに囁いた。


「……少々、情報が欠落しているようだね」


　確かに数字と記号だけでは推理のしようがない。カナメも関心を抱いだいたらしく、考え込んでいた。


　マルクとカナメが唸うなっていると、エルミナはゆっくり体の向きを変えた。紺こん青じようのスカートがフワリと揺れる。


「……ついて来るといい」


　マルクとカナメは顔を見合わせた。


「答えが分かったのですか？」


　マルクが問いかけると、心なしかエルミナは微笑ほほえんだように見えた。


　そしてそのまま廊下を進んでいく。答えてはもらえなかったが、マルクたちはエルミナの後を追った。





　エルミナが立ち止まったのは、玄げん関かんホール奥にある、書庫の入り口だった。


　マルクは速やかにエルミナの前に出ると書庫の扉を開く。


　書庫は玄関ホールを超こえる広さで、膨ぼう大だいな量の書物が収められている。


「……本来なら、あのメモにはもう一つ〈書庫〉という記述があった。時間が経たつうちに消えてしまったようだ」


　囁くように語るエルミナに、マルクも納得した。やはり、彼女はすでに遺産まで到とう達たつしていたのだ。


　──なるほど。ここならば数字に関するものがいくらでも存在しますね。


　マルクが鋭するどくそう観察していると、エルミナは一歩だけ中に進む。そしてそっと頭上を指さした。


「……あれが〈左の一番上〉だ」


　エルミナが示したのは扉のすぐ左側にある本ほん棚だなの一番上の段だった。


「〈左の一番上〉……まさか、本のことでございますか？」


　マルクがそう訊きくと、エルミナは上に掲かかげた指を静かに横へと流していく。棚の一つ一つをなぞるように示すと、やがて一点で指が止まった。


「……そして、これが〈一六七二〉だ」


　エルミナが示したのは一冊の本だった。それを見て、カナメが呆あきれたような声を上げる。


「おんし、千六百七十二冊全部数えたのか？」


　エルミナは首を横に振った。


「……毎日触ふれているのだ。数くらいは覚えるものであろう」


　マルクたちは絶句した。本の位置と数を暗記しているらしい。彼女は本の位置を変えることを嫌きらう。それゆえマルクも本を片付けるときは元の位置に戻もどすよう、気をつけてきた。


　エルミナは大切そうに本の背表紙を撫なでた。


　──これがヴァレンシュタイン家の遺産ですか……！


　狂きよう喜きの笑みを浮うかべると、エルミナはマルクが予想だにしなかった言葉を口にした。





「……これは、私がここに収めたものなのだ」





　そして、エルミナは本の表紙を開いた。なにかがはらりと落ちたように見えたが、そちらに目を向ける余よ裕ゆうはなかった。


「なんじゃ、これは？」


　怪け訝げんそうな声を漏もらすカナメに、マルクも同意した。


　開いた本の中には、ページというものが存在していなかった。中は大きく刳くり抜かれており、そこにキラキラと光るものが収められている。よく見てみると、装そう飾しよく品や綺き麗れいな石などだった。


「……本の形をしていても、全てが書物というわけではないのだ」


「置物……？」


　マルクも幼少時代、詐さ欺ぎ師しの片棒を担かついでいた時期に何度か見かけたことがあった。


　金持ちにとって蔵書の数は身分装飾ステータスになるらしい。しかし本は高額なものである。よしんば手に入れても全てに目を通せるものはさらに希まれである。


　それゆえ、本の形をした置物というのは意外に多く出回っている。


「……あのメモは私とエミリオが残したのだ。この本の在あり処かを忘れたときのために」


　マルクはメモがときおり具体性に欠けていたことを思い出した。あちらは恐おそらくエミリオが残したのだろう。


　しかし──


「あの、隠かくし財産というのは……？」


　呆ぼう然ぜんとしたマルクの呟つぶやきに、エルミナとカナメが首を傾げた。


「……なんの話かね？」


　どうやら、隠し財産などではなかったらしい。マルクが慌あわてていると、後ろから聞き馴な染じみのない、毅き然ぜんとした声がかけられた。


「おや、それを見るのは久しぶりだね」


　家令のドミニクだった。どうやら外回りから戻って報告に来たらしい。カナメがいるからだろう。普ふ段だんのそれとは異なる凜り々りしい顔立ちだった。


　手には一枚の紙切れを持っている。マルクの位置からはよく見えなかったが、絵画か写真フオトグラフのようだ。


　ドミニクはその写真フオトグラフをエルミナの宝箱へそっと戻す。それから、フニャリとゆるんだ笑み──カナメの前で見せるのは極きわめて珍めずらしい──を浮かべる。


「懐かしいね。エルミナお嬢じよう様さまの宝箱だったんだよね……？　おや、これは」


　ドミニクが指さしたのは、大きな髪かみ飾かざりだった。弓のように反そり返った五枚の花弁を持っている。色は淡あわい紫むらさき色いろだった。子供のおもちゃには過ぎる、七宝エナメル細工の工芸品だった。


　エルミナはどこか寂さびしそうに囁ささやいた。


「……これは、元々お母様の宝石箱に収められていたものだったのだ」


　エルミナの母は、彼女が物心つく前に目覚めぬ眠ねむりについてしまった。エルミナ姉妹が目覚めぬ母にどのような感情を抱いていたかは、マルクの想像を超えている。


　それでも、幼い彼女たちが母を求めてその宝石箱に手を伸のばす気持ちくらいは、理解できる。


　マルクはそっと七宝エナメルの髪飾りを手に取る。


「でしたら、使って差し上げた方がお喜びになるのではないでしょうか」


　マルクは髪飾りをそっとエルミナの髪に留とめた。絹シルクのように細い髪が指に纏まとわり付き、甘い香かおりが鼻にかかる。


　思わずそのまま抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられ、マルクは狼狽える。そんなマルクを余よ所そに、カナメがエルミナの宝箱を覗のぞき込んでいた。


「のう。こ、この国の女子は、こういったものを欲しがるのか？」


「……この国に限らないと思うのだが」


「そ、そうかの。私は見たことがないのじゃが」


「……これを譲ゆずることはできないが、気になるならば今度街に見に行くかね」


「良いのか？　ならば頼たのむのじゃ」


　カナメとエルミナが普ふ通つうの娘むすめらしい会話をしていることに、マルクは何故か感動を覚えていた。


　そんな中、ドミニクが一人誰だれにも届かない声でこう呟いていた。





「そろそろ、頃ころ合あいなのかもしれないね」





　その翌日、ドミニクは突とつ然ぜんの長期休きゆう暇かを申し出るのだが、それはまた別の話だった。
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　思い出の景色は、そこでとうとつに終わりを迎むかえた。


　不意に景色が消えたことで、エルミナはよろめくが今度は転ばずに済んだ。


　──あれは、ペインが来る前夜の出来事だね……。


　ペインという契けい約やく者しやがいた。エルミナの母を慕したってくれた人物であり、彼女を守れなかったドミニクへ復ふく讐しゆうに来た男だった。


　そしてちょうどその日、ドミニクは長期休暇を申し出て、ペインとは入いれ違ちがいに屋や敷しきを離はなれてしまっていたのだ。


　ペインがエルミナに婚こん約やく者しやがいるという情報を運び、エルミナは屋敷を遠く離れた場所まで〝婚約者〟との決着を付けに出向くこととなったのだ。


　確かに彷ほう徨こうの始まりとなった記き憶おくではあるが、エルミナが求めていた場所ではない。


　嘆たん息そくしたときだった。後ろから、慣れ親しんだ声が聞こえた。


「これはまた、ずいぶん奇き妙みようなご帰き還かんだね。エルミナお嬢様」


　振ふり返かえると、そこにはドミニクがいた。手には書物に似せた宝石箱──エルミナの宝箱を載のせている。


　エルミナは珍しく笑みを溢こぼした。


「……これも、夢の続きか？」


「さてね？　似たようなものじゃないかな」


　ドミニクは宝石箱の蓋ふたを閉めると、いつものゆるみ切った笑みを浮かべた。


「それで、今度はどうしたんだい？　その様子じゃあ、まだ用事は終わってないみたいだけど」


　手を見下ろすと、やはりエレノワールのときと同じように透すけていた。


「……少し、道に迷っているのだ。帰り道を探している」


「それでまたどうしてここに？」


「……分からない。誘さそわれたのがここだった」


　外に出られるのではないかと期待したのだが、自分はまだなにか迷っているのだろうか。エルミナが自分の不ふ甲が斐いなさに落らく胆たんしていると、ドミニクが納得したように頷うなずいた。


「なるほど……。君と会うのは、もしかしたらこれで最後なのかもしれないね」


「……どういう、意味かね？」


「君が望まずにここに来たというなら、君がここに来ることを望んだ誰かがいるってことじゃないかな？」


「……違う。これで最後とはどういう意味なのかね」


　ドミニクはフニャリと笑う。


「ただの、カンだよ」


　エルミナはため息を漏らした。こういうときのドミニクは、どう問とい詰つめてもヒラヒラと躱かわされてしまう。


「……君は、いつでもそうなのだね。肝かん心じんなところでは、絶対に本当のことを教えてくれない。私は人から無表情だと言われるが、私に言わせれば君の方がよっぽど無表情だ」


　腹立たしさを込めてエルミナがそう言うと、ドミニクはやはりフニャリと笑う。


「今でも苦手なんだ。……笑ったり怒おこったり、泣いたりするのはね」


　それから両手の人差し指で自分の口の端はしをつり上げる。


「初めはね、これから練習したんだよ」


「……練習？」


「ヴィオラから──君のお母様から命じられたんだよ。笑う練習をしろってね」


　そこで母の名前が出るとは思わず、エルミナは瞬まばたきをした。


　ドミニクは笑うのを止やめた。笑みの余よ韻いんは残しているものの、そこには普段のゆるみ切った空気は一片たりとも見当たらなかった。


　初めて見るドミニクに気け圧おされていると、彼は懐ふところから一本のナイフを取り出した。


「僕はね。〝これ〟だったんだ」


　そう言ってドミニクが示すのは、ただのナイフだった。意味が分からなくてエルミナは首を傾かしげる。


「僕はただ人を殺すための道具だったんだ。だけど、ヴィオラは僕に笑えと言った。……ナイフに笑えだなんて、ナンセンスな話だとは思わないかい？」


　そう言ったドミニクには、表情と呼べるものはまったく浮かんでいなかった。鏡で見る自分の顔よりもよほど恐ろしかった。


　エルミナは、ようやく自分が触ふれてはならないドミニクの一面に触れてしまったのだと気付いた。


　彼に言ってはいけなかったのだ──無表情──そんな言葉は。


　それでも、エルミナは逃にげなかった。一度逃げてしまったから、今こんなところを彷徨っているのだ。


「……続けたまえ」


　ドミニクは、驚おどろいたように目を丸くした。豹ひよう変へんしてからの、初めての人間らしい表情だった。


「ヴィオラは、本当にコロコロとよく表情を変える人だったよ。笑ったかと思えばすぐに怒るし、わがままで弱くて、でも強い人だった。でも彼女は笑えと命じたくせに、どうすれば笑えるかは教えてくれなかった」


　そして手の中でクルクルとナイフを回す。


「でも、僕は気付いたんだ。ナイフって、実は結構すごい道具なんだってね」


「……？」


「ナイフは人を殺せるけれど、紅甘実アポルロの皮を剝むくこともできる。木を彫ほって装そう飾しよく品や道具を作ることもできる。ね？　いろんなことができるだろう」


　ドミニクは、小さな鞘さやを取り出すとナイフをそっと収めた。


「あと、必要ないときはこうやってしまっておけばいい。きちんと収めておけば、危なくないし、誰も怖こわがらない」


　それからそっとエルミナの頰ほおに手を伸ばす。尖晶螢オルネイロが紡つむぐ陽炎かげろうに過ぎない体は、それを簡単に素通りさせてしまうが。


「君たちが生まれて、ヴィオラが眠ってしまって、僕は途と方ほうに暮れた。生まれたばかりの君たちときたらなにも知らないのに、ヴィオラは僕に君たちを育てろと言ったんだ」


　それから懐なつかしむように少しだけ表情を緩ゆるめた。


「大変だったよ、本当に。いくら僕があやしても君たちは泣き止まないし、リカルドは子育てじゃ役に立たないし、君たちを泣き止ませることができたのはヴィオラだけだったのに彼女はもう起きないし……」


　そして、また人差し指で自分の口をつり上げ、笑ったような顔を作る。


「でもこうやって笑う真ま似ねをすると、君たちは少しだけ泣き止んでくれた。それでようやく君たちを泣き止ませるには笑えば良いんだって分かった。だから僕は、ヴィオラならどんなふうに笑うかって考えながら練習したんだよ」


　エルミナはようやく理解した。ドミニクがゆるみ切った笑みを絶やさないのは、自分たちのためだったのだ。考えれば当たり前の話だというのに、エルミナは今までそうは考えなかった。


　頰に添そえられたドミニクの手を、エルミナはそっと握にぎり返した。実体のない手を、ドミニクの温かい手に重ねて。


「……君は、ナイフなどではない。君がいなければ、私はただの人形だった。人形は笑わない。人形は悩なやまない。人形は──恋こいなんてしない」


　頰を、涙なみだが伝ったのが分かった。


「……私を人間にしてくれたのは君だ。ナイフが人形を人間にすることなどできない。私のお父様は、君だった」


　ドミニクは、本当に困ったような顔をした。


「君は、変なところで僕に似てしまったね」


「……当然であろう。君が育てたのだ」


「違いない」


　そして、ドミニクは目を細めて口元を緩めた。それは微び笑しようと呼ぶようなささやかなものではあったが、確かに笑った。いつもの、あのゆるんだ無表情の笑みではない、本当の笑みだった。


「いきなさいエルミナ。君は、僕の自じ慢まんの娘だ」


　それはきっと〝行きなさい〟と言ったのだろう。


　しかしエルミナは何故かそれは〝生きなさい〟と聞こえた。あたかも別れを告げるかのように。


　それでもエルミナは頷うなずき返した。


「……行ってきます。お父様」


　それが別れだというように、世界はガラスのように砕くだけた。





　そして──それがエルミナとドミニクが出会えた、最後の記憶となった。
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「……ドミニク」





　エルミナは、また扉とびらの回かい廊ろうに戻もどっていた。


　去り際ぎわに見せた、ドミニクの笑みが目に焼き付いていた。


　──笑えるではないか……。


　自然と笑みを溢こぼし、エルミナは迷いのない足取りで回廊を歩き始めた。


　延々と続く回廊。そこに並ぶ無数の扉。エルミナはこの中から正解の扉を探さなくてはならない。だが、今度はもう迷う余地がなかった。


　回廊には、今までとは異なる変化が一つだけあった。


　後方には無限に続いているが、進む先には扉が一つだけ。行き止まりだ。回廊の終着点にようやくたどり着いたのだ。


　エルミナがその正面にたどり着くと、扉は独りでに開いた。


　扉の向こうでは、夜の廊ろう下かを歩く少年の姿があった。燕えん尾び服ふくに身を包んでおり、どこか思い詰つめた顔をしている。


　マルクだ。それもエルミナと最後に別れた直後の彼だ。


　思えば、屋や敷しきを飛び出してからいろんなことが起きた。列車事故にも遭そう遇ぐうしたし、婚こん約やく者しやのヴィルヘルムにはどこまでも振ふり回された。カナメも髪かみを切った。マルクがついてきたと知ったときには、驚く前に笑いそうになった。


　──彼は、何な故ぜあのような格好をしていたのだろうね。


　結局、マルクが何故女装などしていたのかは教えてもらえなかったが、どんな格好をしていてもマルクはマルクだった。


「……たとえ君がどんな選せん択たくをしたとしても、私はもう、目を逸そらさない」


　だからもう迷わない。


　自分自身にそう言い聞かせるように呟つぶやくと、エルミナは扉の向こうへと足を進めた。


　そして、扉の向こうでエルミナが目もく撃げきしたものは────
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　高級旅館の廊下にて、黒いドレスに身を包んだカナメはぼんやりと佇たたずんでいた。


　──エルミナは、上う手まくやったのであろうな。


　短くなった自分の髪に触れる。後こう悔かいがないといえば、噓うそになる。それでも、誇ほこらしいという気持ちがあった。


　カナメは恋こい敵がたきのために、自分が一番大切にしているものを差し出した。


　それは契けい約やく者しやとしての契約からでも、〈空白の契約書〉による主従関係からでもない。カナメという人間が、自分の意思でそうしたのだ。


　エルミナは親友だ。


　彼女を支ささえたいと思った。


　だから、そのときできる全すべてを尽つくした。〝契約者狩がり〟の自分には、きっとできなかったことだ。


「しかし、これからどうしたものであろうな」


　この旅館──ジョンストンホテルでは今こ宵よい、オルダー教枢すう機き卿きようであるグラハム＝ヴィルヘルムとエルミナ＝ヴァレンシュタインの婚約は発表されるはずだった。


　それがヴィルヘルムがすでに死亡しており、今の彼はその腹はら違ちがいの兄であり、本物のヴィルヘルムを殺していると発覚したのだ。ヴィルヘルムは即そく座ざに逮たい捕ほ。ラチナス神聖国へ強制送そう還かんとなり、関係者は困こん惑わくしながらも自分がもっとも安全で利益を得られる立ち位置を確保しようと奔ほん走そうを始めた。


　──まあ、あやつは偽にせ物ものであろうがな。


　カナメは知っていた。ヴィルヘルムには影かげ武む者しや──姿を〝擬ぎ態たい〟する契約者が付き従っていたのだ。彼女がなにを思っているのか、あるいはそれも命令なのか、その契約者リーンはヴィルヘルムの代わりに自分から囚とらわれた。


　そしてその騒そう動どうを引き起こした中心人物であり、カナメの同どう僚りようであるジェノバは取り調べのため関係者から拘こう束そくを余よ儀ぎなくされた。


　ジェノバ自身は幼い頃ころの医い療りようミスであり、罪を問われる立場ではない。だが、ヴィルヘルムの死を隠いん蔽ぺいした彼女の父はそうはいかない。ジェノバは父親の罪状を軽減しようとあの場に留とどまった。


　──あやつも適当なところで回収せねばならぬな。


　ジェノバは同性愛者でカナメにたびたび求愛活動を行ってくるが、それでも屋敷の仲間であることは変わりがない。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようである彼女を、この状じよう況きようで放っておくわけにもいかない。


　結局のところ、事件の外側にいたカナメは居場所もなく、ジェノバを連れ出す機会を窺うかがって廊下で待つことしかできないでいた。


　そんなときだった。


　カナメは自分に近づく気配を感じ、愛刀に手をかけた。


「マルク……？」


　そこに現れたのは、カナメの同僚であり、想おもい人でもある屋敷の執しつ事じだった。


　マルクの燕尾服はあちこち破れており、白い手て袋ぶくろやシャツには血が滲にじんでいる。外で相当苦戦を強しいられたのだろうと分かった。


　カナメはフンと鼻を鳴らした。


「私とエルミナの前には姿を見せるなと言ったはずじゃが？」


「緊きん急きゆう時だったのです。それに、ヴィルヘルムの件は片付きました。そろそろ勘かん弁べんしていただきたい」


　苦笑するマルクに、カナメは肩かたを竦すくめた。


「またこっぴどくやられたものじゃな」


「いつものことですよ」


　肩を竦めると、マルクはカナメの首へ目を向けた。髪を見られたのだと分かり、思わず身じろぎしてしまう。


「その髪型、よく似合っていますよ」


「おんしの好みからは外れたのにか？」


「あなたがあなたであることに変わりはないでしょう？」


　臆おく面めんもなくそう言うと、マルクはカナメと同じように壁かべへ寄りかかった。触ふれそうな距きよ離りで隣となり合うことになり、カナメは自分の心臓が早はや鐘がねを打つのを感じた。


　そして、その緊きん張ちようを加速させるように、マルクはこう言った。





「あなたは私を好きだと言ってくれました。その、返事をさせていただきたい」





　ひゅっと、息を呑のんだ拍ひよう子しに奇き妙みような音が溢あふれた。


　それでも平静を取とり繕つくろって、カナメは頷うなずき返した。


「私があなたに頼たのみ事をしたのは、一体何度あったのでしょうね」


「さ、さての。いちいち数えてはおらなんだ」


「あなたは一度も私の頼みを断らなかった。あ、いえ一度だけありましたが、それはエルミナのためでしたね」


「あったか？　そのようなことが」


「ええ、エルミナがエミリオと入いれ替かわりかけていたときです。私はエルミナの側そばにいてほしいと言いましたが、あなたは断りました。あれは、エルミナのためにそう言ったのでしょう？」


「ああ……。そういえばそのようなこともあった気がするの。……それがどうしたと？」


　返事をすると言ったのに、別の話が始まっている。焦じらされているようで、もどかしかった。


「私がどれだけ無神経な頼みをしても、あなたは最善を尽くしてくれた。私は、今まで誰だれかからそこまで尽くしてもらった記き憶おくはありません」


　カナメは自分の顔が赤らむのを感じた。


「あなたがどれだけ私のことを想ってくれていたのか、あなたはそれを行動で示してくれていたのですね」


　伝わっていた。


　なにをやってもマルクはカナメの気持ちに気付いてくれなかった。優しくしてくれるくせに、一番言ってほしい言葉はかけてもらえなかった。


　そんな空回りの日々が、たった今報むくわれた。


　思わず泣きそうになってしまい、顔を伏ふせるとマルクが壁から離はなれた。


　涙なみだを堪こらえて顔を上げると、マルクはカナメの正面に立っていた。


　その顔を見て、カナメはマルクの〝答え〟が分かってしまった。


「カナメ、あなたは気け高だかく、美しいです。あなたからあれだけ真まっ直すぐに気持ちを向けられて、私も結局どうしようもないほどあなたのことが好きになってしまいました。恋こいせずにはいられませんでした」


　そこに、いつもの微び笑しようを絶やさぬ執事はいなかった。


　見た目通りの、不器用な自分の気持ちを言葉にしようと苦く悩のうする、ただの少年がいるだけだった。


　そして、その表情は────


　カナメが壁から離れると、不意に大きな腕うでに包み込まれた。マルクは堪えきれなくなったように抱だき寄よせてきたのだ。


　カナメはなにも言わず、されるがままに体を預けた。


　──分かっていたことじゃ……。


　その確信を肯こう定ていするように、マルクはようやくカナメの気持ちに答えを返した。


「──カナメ、あなたが好きです」


　ずっとかけてほしかった言葉。待ち望んだ瞬しゆん間かん──その、はずだった。なのに、その言葉はどこまでも空くう虚きよに聞こえた。


　何故なら────





「──ですが、私はきっとエルミナの方を大切にしてしまいます」





　──それでも良い──そう口に出すことはできなかった。


　カナメは、自分の恋が結末を迎むかえたことを悟さとった。


「ですから、あなたの気持ちは、受け取れません」


　分かりきっていた答え。カナメが恋をしたのは、契約者の〈黒衣〉ではなく、エルミナの執事であるマルクだったのだ。


　だから、不思議と悲しくはなかった。……落らく胆たんはしようとも。


　カナメはフンと鼻を鳴らすと、マルクの背中に腕を回した。


「たわけ。なにゆえ振る側のおんしの方が泣きそうな顔をしておるのじゃ」


「仕方がないでしょう？　好きだったのです。本当に」


　カナメの気持ちは間ま違ちがいなく伝わっていた。そしてマルクも自分に恋をしてくれた。それでも、これが彼の選択なのだ。


　もう少しだけ、このままでいたかったが、あいにくとカナメの自尊心はそれを未練がましいと識別した。


　そのまま思いっきりマルクの向むこう脛ずねを蹴け飛とばしてやろうとしたときだった。


　カナメは、そこにもう一つ人ひと影かげがあることに気付いてしまった。


「エルミナ……？」


　いつからそこにいたのか。普ふ段だんならばこれほど接近されて気付かないことなどあり得ない。しかし今は〝こんな状況〟であり、周囲への警けい戒かいを疎おろそかにしていた。


　カナメが声を漏もらすと、エルミナはそのまま背を向けて駆かけ出してしまった。


　半なかば啞あ然ぜんとしてその後ろ姿を見つめ、カナメは途と方ほうに暮れたように呟つぶやいた。


「……おい、今の、誤解されたのではないか？」


　見上げると、引きつった笑みを浮うかべたマルクの顔も、血の気けが引いたように青くなっていた。


　そして、長い夜が始まった。
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　長い回かい廊ろうを駆けながら、マルクはいろいろと気が動転していた。


　マルクはカナメのことが好きだった。彼女はマルクのためになんでもしてくれた。彼女の隣となりは居い心地ごこちが良い。エルミナの隣よりもきっと楽だったのだ。彼女の前ならばありのままでいられた。


　気持ちの大きさでは、カナメの方が大きかったかもしれない。


　だが、それでもマルクはエルミナを一番に考えてしまう。


　だから、誰よりも愛いとしい少女を──カナメを手放すことにした。


　マルクはカナメのことを一番に考えることができない。きっと、彼女を不幸にしてしまう。いや、彼女が不幸であろうとも、本当は側にしてほしい。


　それでも、マルクは線引きをしなければならなかった。カナメが真しん剣けんに自分のことを想ってくれたがゆえ、マルクも真剣に答えなければならなかった。


　……のだが、それをエルミナに見られ、最悪な形で勘かん違ちがいされてしまった、らしい。


「カ、カナメ？　あなたまでついてくる必要はないと思いますが」


　足をもつれさせながら、慌あわててエルミナの後を追うマルクの隣に、カナメもついてきていた。


　カナメは呆あきれたようにため息を漏らした。


「たわけ。このような状況で、男のおんしがなにかを言って効果があると思うのか」


　確かに、マルクがあれは誤解だと喚わめいたところでただの優ゆう柔じゆう不ふ断だんが未練がましく二ふた股またをかけようとしているようにしか見えないことだろう。


　言い返す言葉もなく、ただエルミナの去っていった方角へ駆け続けると、ようやくその背中を見つけた。


　元々病弱なエルミナは、当然走るのも速くはない。あまりの事態にすぐに追いかけられなかったとはいえ、マルクやカナメが追いつけないものではない。


　そのはずだったのだが……。


「エルミナ？」


　廊ろう下かの先で見つけたエルミナは、床ゆかに倒たおれていた。


「待つのじゃ！」


　マルクが慌てて駆け寄ろうとすると、カナメがグイッと肩を摑つかんだ。


「なんです──っ？」


　声を上げて、マルクはようやくそれに気付いた。


　マルクの目の前に、一本の鋼こう糸しが張られていた。目を凝こらさなければ目視できぬ細さ。それでいて人間の体くらいならば簡単につり上げられそうな強度が見て取れる。


　このまま突つっ込こんでいたなら、マルクの体は切断されていたかもしれない。


「何者です」


　マルクが誰すい何かの声を上げると、グスリと鼻を啜すする音が聞こえた。


「悲しいです。ぐすっ。ここで死んでくれれば、俺と〈精杯グレイルの姫ひめ〉の邪じや魔まをする人間はいなくなってたんですけどね」


　姿を見せたのは、神父の黒服に身を包んだ青年だった。なにがそんなに悲しいのか、世界の全てを憂うれうような顔をしている。その右みぎ袖そでには腕が通っていない。かつてエルミナにもぎ取られた腕である。


「ヨハエル……！」


　エルミナの屋や敷しきが存在するロックウォールの街の神父であり、〈精杯グレイル〉とその〈姫〉であるエルミナを狙ねらう〈宣教師〉の一人だった。
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「エルミナに、なにをした」


　威い嚇かくするような声を上げたのはカナメだ。


「ぐす……？　俺はなにもしてないですよ？　突とつ然ぜん倒たおれられたんですよ。なんだかずいぶんショックなことがあったみたいでしたから、そのせいじゃないですかね」


　マルクは呻うめいた。やはりカナメとのやりとりは、最悪な形で誤解されていたらしい。


　──ならば、なおのことこんな男に関わっている暇ひまはありませんね。


　マルクは鋭するどく目を細めながらも、丸メガネの位置を修正して余よ裕ゆうのある微笑を浮かべる。


「あなたの雇やとい主ぬしである〈観測者〉はすでに倒れました。〈宣教師〉がエルミナを狙う理由はもう存在しませんよ」


「〈観測者〉？　〈宣教師〉？」


　訳が分からないとでもいうように、ヨハエルは首を傾かしげた。


「あなたを雇うものも、擁よう護ごするものもいないということです。それでエルミナに手を出すことがどれだけ割に合わないことか、契けい約やく者しやであるあなたが理解できないわけではないでしょう？」


　マルクがそう言うと、ヨハエルはダダをこねるように首を横に振ふる。


「違ちがうんですよ。そうじゃない。そうじゃないんです。組織とか〈精杯グレイル〉とか、そういうのじゃないんですよ。俺はただ〈精杯の姫〉が欲しいだけなんです」


〈宣教師〉が執しつ拗ようにエルミナを追っていたのは、彼女がオルダー教の象しよう徴ちようである〈精杯グレイル〉の所持者であり、オルダーの正統な後こう継けい者しやであり、彼女たちを虐しいたげたオルダー教に対して復ふく讐しゆうする理由と力を持っていたからだ。


　だから、二千年という気の遠くなるような歳月をかけて追って来たのだ。


　ヨハエルの執拗さは、それを体現したかのようなものだった。


　だが、ヨハエルはすでに〈宣教師〉ではない。一個人の妄もう執しゆうからエルミナを求めている。


　──この男は、一体なんなのですか……？


　マルクは、今ごろになって得体の知れない恐きよう怖ふを感じた。


「〈精杯グレイルの姫〉は愛されていました。それはもう、あなた方から慕したわれて大切にされて守られて、〈精杯グレイルの姫〉は幸せだったんでしょうねえ。でも、それじゃあ駄だ目めなんですよ。それじゃあ、〈精杯グレイルの姫〉は俺に振り向いてはくれないじゃないですか悲しいことに！」


　歌うように嘆なげくヨハエル。その姿にマルクは恐怖を通り越こして戦せん慄りつさえ覚え始めた。


　──狂くるっている……！


　先日、〈鉄人〉と呼ばれる契約者と交戦した。〈鉄人〉もまた狂きよう人じんだった。体を金属で作り直し、一切の感覚を持たないにも拘かかわらず幻げん視し痛に苛さいなまれていた彼は〝最強〟になれば痛みが消えると考え、凶きよう行こうに走った。


　だがそれは裏を返せば痛みさえなければ止まれたということだ。


　ヨハエルのそれは〈鉄人〉とはなにかが違う。


「だから俺は全部壊こわしちまうことにしたんですよ。なにもかもを失ったら〈精杯グレイルの姫〉は俺を必要とするでしょう？」


　マルクは震ふるえる手を隠かくして、フンと胸を張る。


「勝手なことをおっしゃっているようですが、あなた程度の力で私やエルミナをどうこうできるとでも？」


　仮にマルクを倒せたとしても、この旅館にはカナメやセリア、ジェノバや……いやそれで全員だっただろうか？　とにかく何人もの契約者が集まっているのだ。


　ヨハエルがどれだけ狂っていようとも、一人でそれだけの人数を倒すことは不可能だ。


　それに──


「呑のみ込め──〈沙イサ波ナミ〉」


　マルクがのんびり会話をしている間に、カナメはすでに動いていた。


　パシャンと水みず飛沫しぶきの音を立て、周囲に張はり巡めぐらされていた〝鋼糸〟がはじけ飛んでいた。


　カナメの能力は触ふれたものの性質を〝液体〟に変える。鋼糸はヨハエルの能力ではない。技わざだ。物理を無視して浮ふ遊ゆうしているわけではない。どこかに支えを必要としているはずだ。それをカナメが能力で破は壊かいしたのだ。


「この技、〈魔ま琴きん〉と言ったか？　おんしの手口はすでに見せてもらった。それに片かた腕うでのおんしでは前の半分も威い力りよくはなかろ？　相手にならぬ」


　ヨハエルは、泣なき崩くずれるように顔を覆おおった。


「悲しいです。なんで黙だまって殺されてくれないんですか？　どうせ人間なんていつかは死んじゃうんですから、俺のために死んでくれたって良いじゃないですか。えぐっ、〈精杯グレイルの姫〉を想うと、今にも胸が張り裂さけそうなんですよ。俺のこの気持ちを、君たちだって慰なぐさめるべきじゃあないんですか？」


　どす黒い狂きよう気きをぶつけられ、カナメですらたじろいだ。


「なんにせよ、あなたはもう終わりです。これ以上、あなたに自由を与あたえるつもりはありません」


　マルクが一歩前に出ると、ヨハエルは床に手をついた。


「執事バトラーさん。この国で、地じ震しんってやつを体験したことはありますか？」


「あなたの能力は知っているつもりですが？」


　ヨハエルは触れたものを振しん動どうさせる。それは巨きよ大だいな岩山ですら揺ゆさぶる。条件さえ整えば地じ崩くずれを引き起こすこともできる。


　ヨハエルは全ての希望を失ったような病やみきった笑みを浮かべる。


「キョクトあたりの地震の多い地域ならともかく、この国の建物は、大きな地震に耐たえられるようにはできてないんですよね。この意味はお分かりいただけますかね？」


　マルクは丸メガネの位置を修正して、にこやかな笑みを返した。


「ええ。あなたの能力に、このホテルは耐えられないと仰おつしやるのでしょう。それがなにか？」


「分かってもらえるんなら良いんですよ。ねえ──〈クーア・ルンゲ〉！」


　ギシリと、建物が軋きしんだ。


　マルクは余裕のある態度でヨハエルを睥へい睨げいした。


「それがなにか、とお訊ききしているのです。この私の前で、あまつさえ夜というこの時間に、あなたの行動がなにか意味を持つとでもお思いなのですか？」


　夜になるとマルクの能力は制約から解とき放はなたれ、どこまでも肥大化する。この旅館程度の大きさならば丸ごと〝拘こう束そく〟できる。


　マルクが〝拘束〟している限り、いかなる攻こう撃げきを以もつてしても物理的にそれを破壊することは叶かなわない。


　ヨハエルの能力はマルクの前でなんら意味を持つことはなかったが、それでもヨハエルは病んだ笑みを絶やさなかった。


「それだけの力があるなら、なんで最初から俺を潰つぶさなかったんですかね？　俺、思うんですけど、君の能力、今は大きすぎて〈精杯グレイルの姫〉も巻き込んじゃうんじゃあないですかね」


　図星だった。


　夜は威力が上がる代わりに、昼間のような細かい操作が利きかなくなる。エルミナだけを避さけて攻撃することは難むずかしかった。〈アルス・マグナ〉は眠ねむり姫に害をなす存在全てを抹まつ消しようする。下へ手たに巻き込めば、打うち倒されるのは自分の方だった。


　これが、能力の大きさが強さに直結しないという、契約者の厄やつ介かいな点だった。


　それでもマルクは微び笑しようのまま首を傾かたむけた。


「あなたの仰る通りでございますが、それが今この場でなにか関係が？」


「──っ──っっ？」


　マルクがそう言った瞬しゆん間かん、ヨハエルの頭が半分に割れた。


　隣となりでカナメがフンと鼻を鳴らす。カナメの剣けんの腕うではすでに極きわみの域に達している。剣を抜ぬかずとも、殺気を叩たたきつけるだけで大方の相手は戦意を打ち砕くだかれる。


　しかし──


「ぐすっ……悲しいです。ヒラサカさん、また変な能力を持ってますね」


　マルクは眉まゆを顰ひそめた。


「効きいていない？」


「なるほど……、こやつ、感情が対価であったな」


「どういうことです？」


「こやつは、信念も闘とう志しも持っておらぬ。殺気を叩きつけたところで、へし折るものが存在せぬのでは意味がない。つまり、始めから心が折れておるのじゃ」


　面めん倒どう臭くさそうにため息を漏もらすと、今度は愛刀に手をかけた。そして一歩踏ふみ込んだかと思うと、あっという間にヨハエルを間合いに捉とらえていた。


〈クフ・リーン〉の領域の中で、唯ゆい一いつまともに行動できるのがカナメである。お互たがい恋こい心ごころを抱いだいてしまい、そして決別をした今でも、マルクとカナメが相棒であることになんの変化もなかった。


　契約者は異能であって万能ではない。ヨハエルのような、どんな行動を取るのか読めない人間を相手に一人で立ち向かうほど、マルクは自分の能力を過信してはいない。


　カナメは、鞘さやからカタナを抜き放つとその勢いのままヨハエルの胴どうめがけて薙なぎ払はらう。


　が、その剣はヨハエルに届く前に止められた。


「おんし……！」


　ヨハエルは、エルミナを抱だきかかえていた。エルミナを盾たてにしたのだ。


　マルクも、頭に血が上るのを感じた。


「あなたはエルミナを好きだと言っていながら、なにをやっているのです！」


　怒ど声せいを上げて、マルクは足を踏み出していた。マルクの能力には影かげを操あやつる間は移動できないという制約がかかっているが、夜の今ならば関係がない。この男だけは殴なぐりつけないと気が済まなかった。


　ヨハエルはエルミナを床ゆかに降ろすと、左ひだり腕うでを振るう。そこに幾いく筋すじもの光が走ったことで鋼糸を振るったのだと認識できた。


「──こざかしいです！」


　ダンッと床を踏みつけるだけで、鋼糸は造作もなく打ち砕かれる。半日前、ジェノバが為なす術すべもなく追おい詰つめられた〈魔琴〉が、今のマルクの前ではなんの役にも立たない。


　ヨハエルは再びエルミナに手を伸のばすが──


「──させると思うか」


　その目の前を、カタナが一いつ閃せんする。カタナが届く間合いで、エルミナという盾を手放したのだ。カナメほどの契約者が、もう一度エルミナに触れさせるなどという愚挙を許すはずがない。


　ヨハエルがエルミナに触れることはできなかった。


　そして、そのときにはマルクもヨハエルの目の前にたどり着いていた。


　握にぎった拳こぶしを、突とつ進しんの勢いのまま叩きつける。ゴリンと気味の悪い感かん触しよくとともに、ヨハエルの顔面を抉えぐった。





「あー……やっちまいましたね、悲しいです」





　ヨハエルが、そう呟つぶやいたような気がした。


「離はなれろマルク！」


　そして──世界が砕けた。


　バリンッ──ガラスが割れる音とともに、目の前が光に覆い尽つくされる。


　──な、ん……です？　これは！


　その光は冷たく、真っ白な世界の中に時計の文字盤ばんを見たような気がした。そしてゾッとするような悪お寒かんが走った。


「〈アルス・マグナ〉……！」


　気付いたときには遅おそかった。ヨハエルを殴りつけた直後のマルクは、今さら後ろに退ひくことも前に駆かけ抜けることもできない。


　──死──それを感じた瞬間、グイッと体が後ろに引かれた。


「いなせ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　続けて聞こえたのは、カナメの声だった。文字盤の光がにわかに揺らぐ。


　そして空気を入れすぎた風船のように、文字盤の光ははじけ飛んだ。


　床に放り出されたマルクは、すぐ足あし下もとの床がなくなっていることに寒さむ気けを覚えた。


「ぅ……ぐぅ……っ」


　隣で、カナメが膝ひざをついた。


　見れば火の中にでも突つっ込こんだかのように右手が焼けただれていた。彼女の能力は他の契けい約やく者しやの能力を搔かき消けす。〈アルス・マグナ〉を相そう殺さいしようとしたのだろう。


「カナメ！」


　抱かかえ起こそうとすると、カナメは床の穴を示す。


「……追え」


　床にはぽっかりと穴が空あいており、そこにはヨハエルの姿もエルミナの姿も見当たらなかった。


　ヨハエルは、恐おそらくエルミナに鋼糸でも巻き付けていたのだろう。マルクが殴りつけた瞬間に、その鋼糸を使ってエルミナへ能力を流し込んだのだ。


　眠り姫ひめへの攻撃に〈アルス・マグナ〉は迎げい撃げき反応を引き起こす。マルクはそこに突っ込んでしまったのだ。


　エルミナは穴に落ちてしまったのだろう。そしてヨハエルもそれを追ったはずだ。


「ですが……」


　また自分のせいでカナメは傷付いてしまった。彼女を放って行くわけにはいかない。


　カナメは首を横に振ふった。


「あやつは、エルミナを愛しているわけではない。エルミナを自分だけのものにしたいのじゃ」


「それは分かっています」


「違ちがう──自分に振り向かぬ相手でも、殺してしまえば自分だけのものになる──あやつは、そう考えているのだと思った」


　マルクもそう思った。同意を示すと、カナメは絶望的な表情で首を横に振った。


「違うのじゃ。あやつはエルミナを殺せぬことなど、百も承知だったのじゃ」


　それから、認めたくないように呟いた。


「あやつは、きっと自分と同じ感情をエルミナに抱かせたいのじゃ」


　頭から、血の気が引くのを感じた。ヨハエルに対して感じた怖おぞ気けの正体がなんだったのか、カナメが言わんとしていることがようやく分かった。


「まさか……」


「……あやつは言った。エルミナがなにもかもを失えば、自分を必要とすると。それは妄もう想そうではなかった。全てを奪うばった人間に対して抱く感情は、底そこ抜ぬけの憎ぞう悪おじゃ。生しよう涯がい忘れられぬほどの」


　ゾッとした。


　マルクは理解していなかったのだ。ヨハエルの対価は〝正の感情〟だ。全ての物事を後ろ向きにしか考えられない。そんなヨハエルが〝正の感情〟である愛など抱くはずがなかったのだ。


　愛情の裏返しは〝憎悪〟──ヨハエルはそれを恋こいだと認識し、エルミナにもそう想ってほしいと想っているのだ。


　──やられました！


　前提を間ま違ちがえていた。ヨハエルはエルミナを傷付け、恨うらまれたいのだ。だから他ならぬエルミナの手でマルクを殺させようとしたのだ。


　そのときだった。


　ズズズズ──地じ響ひびきとともに、旅館が大きく揺ゆれた。


「止めなさい──〈クフ・リーン〉！」


　恐らく、ヨハエルが旅館を倒とう壊かいさせようと揺さぶっているのだ。マルクは慌あわてて影を走らせた。これでヨハエルも括くくれれば苦労はないのだが、あいにくと、マルクの能力は干かん渉しようした対象を判別できるほど万能ではない。


「これは、厄介ですね……」


　今はマルクの能力で防いでいるが、何度も何カ所で揺らされれば建物にも損傷が蓄ちく積せきしていく。一晩あれば、いくらマルクが防ごうとも建物一つくらいは倒壊させられるだろう。マルクの影が旅館ほど大きなものを括っていられるのも夜の間だけなのだから。


　それはつまり、ヨハエルが暴走しているわけではなく、冷静に計画的に行動しているということだった。


「カナメ、ホテルの客を避ひ難なん……いえ、それは逆効果ですか」


「そう、じゃな……。あやつならば、宿しゆく泊はく客も喜んで巻き込むであろ」


　逃にげ惑まどう宿泊客は、きっと格好の的まとになる。目覚めたエルミナが見る光景は、凄せい惨さんであれば凄惨であるほど良いのだろうから。


「ヨハエルを追います。あなたは人を呼んで手当てを受けてください」


〈アルス・マグナ〉に触ふれたカナメは重傷だ。彼女が庇かばってくれなければマルクは死んでいた。その代だい償しようは、高くついた。


　自分の状態は彼女が一番理解しているのだろう。カナメは苦々しい表情で頷うなずいた。


「手当てを済ませたらすぐに追う。……あやつは異常じゃ。抜かるでないぞ」


「分かっていますよ」





　傷付いたカナメを残し、マルクはヨハエルを追って夜の旅館を駆けて行った。
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　マルクは一昨日おととい、拳けん銃じゆうで足を撃うたれていた。手当てはもちろんしていたのだが、晩になってから立て続けに交戦したせいで傷が開いたらしい。走ることが難しくなっていた。


　おまけに──ズズズズズ──能力を解くと、嫌いやがらせのように旅館が揺さぶられる。


　そのおかげでヨハエルの位置を、大体ではあるが捕ほ捉そくできているのだが、能力を使い続けなければならない状態だった。


　夜ならば能力を使いながらでも移動できるが、両足が地面から離れればさすがに能力も解ける。速く歩くことはできても〝走る〟ことはできない。


　結果、マルクは非常にノロノロとした足取りでヨハエルを追う羽目になっていた。


　──もどかしいですね……。


　マルクが苛いら立だちを募つのらせているときだった。





『──ぎわああああああああああああああああああああああああああああああああっ！』





　廊ろう下かにいくつもの悲鳴──いや、絶ぜつ叫きようが響ひびいた。


　──くっ、宿泊客が巻き込まれましたか！


　ヨハエルは周囲を巻き込むことに躊ちゆう躇ちよを覚えない。エルミナを傷付けるためならば、むしろ望んで巻き込む。


　階段が終わり、マルクが通路に飛び出すと、そこでは何人かの男たちが倒たおれていた。黒のスーツ姿。警備員……というよりも要人の護衛、もしくは諜ちよう報ほう員あたりだろうか？　男たちのすぐ側そばに拳銃が転がっていたことから、マルクはそう考えた。


　その男たちの向こうに、走り去る神父の背中が見えた。


「待ちなさいヨハエル！」


　全力で走ることができないマルクは、遠ざかる背中を忌いま々いましい気持ちで追う。


　と、そのときだった。


　マルクは見覚えのある顔を見つけ、足を止めてしまった。


「何な故ぜ、あなたがここにいるのです──ヴィルヘルム」


　男たちが倒れる床ゆかの側には開け放たれた扉とびらがあった。その奥に、司教の礼服に身を包んだ青年が腰こし掛かけていた。手には手て錠じようが嵌はめられており、そこに拘こう留りゆうされているのだろうと分かった。


　──ということは、この方たちはラチナス政府の人間でしょうか？


　青年はマルクに気付くと、意外そうな顔を見せた。


「おや、見覚えがないのだが、誰だれだろうか」


　その人を小こ馬ば鹿かにしたような口調と、マルクの顔を知らない反応、そしてマルクが殴なぐりつけたはずの顔にその痕あとが残っていないことから、その正体に気付いた。


「あなたは、リーンの方ですか？」


「私はグラハム＝ヴィルヘルムですよ。それ以外の誰だというのです？」


　そう語る青年の目は、譲ゆずらない決意を秘めたものだった。


　本物のヴィルヘルムは、外でマルクが殴り倒してきたのだ。青年の顔に、その痕は残っていない。ヴィルヘルムには擬ぎ態たい能力を持った影かげ武む者しやがいた。そちらの方に違いない。


　──ですが、何故今もヴィルヘルムに成りすますのです……？


　食事会場の有あり様さまを見れば、ジェノバがヴィルヘルムの正体を打ち明けたのは明白だ。ここに倒れている男たちも、ラチナスの捜そう査さ官かんか諜報員あたりだろう。逮たい捕ほしたヴィルヘルムをラチナス神聖国へ連行するため、ここで待機していたのだ。


　影武者のリーンも同罪として逮捕される成り行きは自然ではあるが、擬態能力を使えばいくらでも逃げられたはずなのだ。


　それがわざわざヴィルヘルムに化けたまま拘留されている。影武者が影武者を演じ続ける理由は、本物を守る以外にはあり得ないはずだ。


　──ということは、リーンは今でもヴィルヘルムを守ろうとしている？


　リーンの真意にたどり着いたマルクは、通路に目を向け、独り言のように呟つぶやいた。


「〈宣教師〉に身を置いていたヨハエルが暴走したようです。彼はヴィルヘルムの部下でもありましたね。狂きよう気きに走ったヨハエルがかつての上官を殺したとしても、なんら不思議はないように思います」


　青年はキョトンとして瞬まばたきをすると、面おも白しろがるような笑みを浮うかべた。


「なるほど、ありがちな話だ。その場合、死んだヴィルヘルムを発見した人物はどういった行動を取ったのだろうか？」


「そうですね……。こちらの方々はラチナスの諜報員かなにかでしょうか。彼らの生き残りとともに、殺人犯であるヨハエルを追ったというのはどうでしょうか？」


　マルクがそう語ったところで、またズズズズ──と旅館に振しん動どうが走った。


　青年は天てん井じよう──揺れる照明を見上げ、仕方なさそうに頷いた。


「どちらにしろ、選せん択たく肢しは多くはない、か……」


　そう言って、青年は手錠のかかった腕うでを持ち上げた。


　マルクが軽く床を踏ふみつけると、鋼鉄の手錠は紙切れのように砕くだけて消えた。
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「それで、私になにをしろと？」


　走りながら事情を説明すると、手首をさすりながらリーンが問い返す。


　擬態を解いた彼女はマルクより少し年下で、せいぜい十五、六歳だろうか。笑えばきっと愛らしいだろう顔立ちなのだが、険けわしく寄せられた眉み間けんの皺しわが台無しにしている。


　現在は少女の姿で、諜報員の一人から奪った黒のスーツに着き替がえている──身分証を確かめると、やはり彼らは諜報員だった──その男はすでに息絶えていたため、ヴィルヘルムの亡なき骸がらを演じてもらうことになった。


　──あまり、気分の良いやり方ではありませんが……。


　リーンは二十四時間の時間を稼かせげば良いらしい。それが過ぎたら元に戻もどしてやってもらおう。


「旅館を支ささえながらでは、私は行動が制限されます。ヨハエルを追おい詰つめきれません。あなたにはヨハエルの足止めを頼たのみたい」


　すでに再三ヨハエルの能力を受けた旅館は、マルクが支えなければいつ倒壊してもおかしくない状態だった。


　リーンはふむ、と悩なやむそぶりを見せる。


「引き受けないわけではないですが、何故私を使おうと考えたのですか？　私はグラハムの腹心です。先ほどの状じよう況きようはヨハエルが私を逃がそうとしているように見えたはずです」


　恐おそらく、ヨハエルはそう思わせるために諜報員たちを倒したのだろう。エルミナの宿敵であるヴィルヘルムを見て、マルクが無視はできないと踏んだのだ。


「あいにくですが、あの男はエルミナのことしか考えていません。ヴィルヘルムを助ける義理もなければ、人情も持ち合わせていません。ならば私への足止めと考えるのが自然です。ヴィルヘルムの顔を持つあなたは、私を動どう揺ようさせるには十分な素材ですから」


　現実に、マルクはヴィルヘルムに気を取られて、またヨハエルから距きよ離りを離はなされてしまった。


　それからマルクはクスリと笑みを溢こぼした。


「ですが、向こうも理解していないことが一つあります。私は、執事バトラーなのです。主あるじの要望に完かん璧ぺきを以もつて応こたえるのが使命なのです。主が快こころよく思わぬものを排はい除じよすることに、手段は選びません。それを主に気付かれずにこなすのが、一流の執事バトラーというものです」


　つまり、使えるものはなんでも使う。リーンの擬態能力は役に立つ。だから彼女の正体を見破ったマルクは、即そく座ざに彼女が協力せざるを得ない条件を提示した。


「とんだ悪人ですね、あなたは」


　さすがにリーンも呆あきれたようなため息を漏もらす。それからマルクは一つ疑問を投げかけた。


「ところで、その姿でその格好は動きにくいのではありませんか？」


　現在リーンが身につけているのは、諜報員──成人男性が身につけていた衣服だ。少女の姿のリーンには、当然のことだが大きさが合っていない。袖そでや裾すそは折り曲げられ、いかにも邪じや魔まそうだった。


「制約です。能力を使ったら、一度この姿に戻らないと次が使えません」


　契けい約やく者しやの能力には、大体の場合は〝制約〟がかかっている。マルクが昼間に能力を行使する際は動けないように、カナメやヨハエルが対象に〝触れなければ〟能力が使えないように。


　なるほど、と頷くマルクにリーンがもう一度視線を向けてくる。


「ですが、何故あなたが私のことを知っているのでしょうか？　〈精杯グレイルの姫ひめ〉の部下なのだとは分かりますが、私の能力は初見で見み抜ぬけるものではないはずです」


　マルクはうっと呻うめいた。実は彼女とは面識があるのだが、そのときマルクは〝少し変わった格好〟をしていた。同一人物と思われていないらしい。


　誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをする。


「ただのカンです。本物のヴィルヘルムは先ほど私が殴りましたが、あなたにはその痕がありませんでしたから」


　そう説明すると、またズズズと地じ響ひびきが轟とどろく。マルクの能力で防いではいるが、揺ゆらされた〝傷いたみ〟は少しずつ蓄ちく積せきしていく。いつまでも放っておくわけにはいかない。


　そちらに注意を向けてから、マルクはふと疑問を口にした。


「そういえば、あなたは何故ヴィルヘルムを庇かばうのです？　擬態能力を持つあなたならばどうとでも逃にげられたでしょうに」


　そう訊きくと、リーンはさして感かん慨がいもなく淡たん々たんと答えた。


「一応、兄妹きようだいですから」


「ああ、なるほ…………はい？」


　マルクが素すっ頓とん狂きような声を上げると、リーンはどうでもよさそうに続ける。


「義理の、ですが。私のフルネームはアリア＝リーン＝ヴィルヘルム。養子です」


　意外といえば意外だったので、マルクはどう反応したものか戸と惑まどった。


　──だからアッシュも〝リーン〟という名前しか知らなかったのですね……。


　リーンと同じくヴィルヘルムの部下だった契約者も、リーンの素す性じようを知らされていなかった。ヴィルヘルムの義妹というならばそれも当然だ。


「私はグラハムは好きではありません。私を義妹にしたのも、その方が影武者として側に置きやすかったからです。ですけど……」


　リーンは、少しだけ柔やわらかな笑みを浮かべた。


「あの男はいつでも必死でした。無ぶ様ざまなほど必死で生きる姿は、そう嫌きらいでもなかったのです」


　そう語るリーンを、マルクは嫌いではないと感じた。


「……あなたは、これからどうなさるのです？」


　ヴィルヘルムはすでに失しつ脚きやくした。死亡も偽ぎ装そうしたため、リーンは完全に身み柄がらが浮いているはずだ。


「さあ？　ラチナスに戻っても消されるでしょうし、適当な仕事を探します」


「よろしければ、エルミナの屋や敷しきに来ませんか？　うちはいつでも人手不足ですから」


「召めし使つかいですか？」


「使用人と呼んでいただきたいものですが」


「……考えておきます」


　洗せん濯たく婦ふが足りていないため、女性使用人を確保したいところだったのだが、あまり乗り気ではなさそうだ。


　マルクが引き下がると、リーンがなにか言いたげな眼まな差ざしを向けてきた。


「それで、足止めとは言っても、なにをすれば良いのですか？　ヨハエルはあれで組織のナンバー２です。私の実力では歯が立ちません。あれを押さえられるのは猊げい下かかペインくらいなのですが」


　ヨハエル自身の能力はそれほど強力ではないが、あの〝鋼糸〟は強力だ。それに人格の破は綻たんしたあの男はなにをしでかすか分からない。確かに厄やつ介かいな相手だと言えた。


「そこは、あなたの演技力次第ですね……」


　リーンに〝やってほしいこと〟を耳打ちすると、彼女は分かりやすく顔を顰しかめた。
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「追いつきましたよ──ヨハエル！」


　屋上に上のぼり詰めたところで、マルクはようやくヨハエルを見つけた。


　旅館内をあちこち逃げ回っていたヨハエルだが、その都つ度ど能力を使ってくれるので、大まかな位置を捕ほ捉そくできたのだ。


　──恐らく、私をおびき寄せるためなのでしょうね。


　かつてマルクは、怒いかりで我われを失ったエルミナを止めている。そしてそれをヨハエルにも見られている。マルクを殺すことがエルミナを怒おこらせる最も効果的な手段だと知っているのだ。


　それでも、マルクはエルミナを追わないわけにはいかない。だから、罠わなと分かっていてもここまで来た。


「エルミナを、離しなさい」


　ヨハエルは、エルミナを片かた腕うでに抱かかえていた。


「ぐすっ……。それは無理な話ですよ。ようやく俺の手元に来てくれた〈精杯グレイルの姫〉を手放すなんて、そんな悲しいことができるはずないじゃないですか」


　ヨハエルはだだっ広い屋上の奥に立っていた。周りには手すりや、水道や電線などの太い管くだが走っており、物置もかねているのかシートをかけられた大きなものがいくつも並んでいる。鋼糸を固定するには、十分な環かん境きようだ。


　彼の周囲には、恐らく鋼糸の罠が仕し掛かけてあるに違ちがいない。そして仮にエルミナの元までたどり着かれたところでまた先ほどのように〈アルス・マグナ〉の迎げい撃げき機能に巻き込めばいい。それすらも防がれたなら、最後には身投げをするという選択肢もある。


　ここは、極きわめてヨハエルにとって都合の良い場所だった。


　──それに、決着を急ぐ必要があります。


　東の空が僅わずかに白み始めている。摩ま天てん楼ろうの向こうから朝日が差し込めば、マルクは旅館を支えきれなくなる。


　ヨハエルはことある毎ごとに目印のように能力を使っている。その都度マルクが防いだとはいえ、旅館自体にも相当ガタが来ているはずだ。この状態でマルクの支えがなくなれば、本当に倒とう壊かいするかもしれない。


「あなたのその汚きたない手で、私の主に触ふれることは許可していないと言っているのです」


　そう言ってマルクが一歩足を進めると、パキンと澄すんだ音が響ひびいた。


　ハラリと、コンクリートの上に舞まい落ちたのは、やはり鋼糸だった。


　それが開戦ののろしとなった。


　マルクは痛む足で駆かけ出だし、ヨハエルは拳けん銃じゆうを抜ぬく。手を離されたエルミナがズルズルと床ゆかに頽くずおれる。


　──女性の扱あつかいがなっていない。


　主を汚よごれた屋上の床に放り出されたことに憤ふん慨がいしながら、マルクはすでに手の中に銀ナイフを滑すべり込ませていた。


　能力を使えばエルミナを巻き込んでしまい、マルクはヨハエルの前に〈アルス・マグナ〉に打うち倒たおされてしまう。


　使うなら、投げナイフしかなかった。


「──ふっ！」


　鋭するどく息を吐はいて銀ナイフを振ふりかぶると、ヨハエルも拳銃の照準をマルクの額ひたいに定めていた。


　同時に撃うち出されるナイフと弾だん丸がん。


　ヨハエルは軽く身を退ひいてナイフを躱かわし、マルクは〝影かげ〟で弾丸を粉ふん砕さいする。


「ぐす……。その能力、卑ひ怯きようですよ」


「性しよう根ねの腐くさったあなたに、卑怯者呼ばわりされる謂いわれはありません！」


　言いながら、もう一本のナイフを投とう擲てき。ヨハエルは身をかがめることでそれを避よける。そして返礼に弾丸を見み舞まってくる。


　契約者には銃じゆう弾だんや投げナイフは通じない。動きが速いわけでも、皮ひ膚ふが強固なわけでもない。ただ、カンが良いのだ。実際に撃たれる前に狙ねらわれていることが〝なんとなく〟分かってしまい、撃つ瞬しゆん間かんには反射的に身を躱してしまう。


　それでもなおマルクとヨハエルが飛び道具を使うのは、相手を自分に近づかせない牽けん制せいであり、相手の動きを止めるための威い嚇かくである。


　ナイフと弾丸を撃ち合いながらも、マルクは着実に距離を詰つめていた。


　ヨハエルはマルクから目を離さないまま、嘆なげくように呟つぶやく。


「もうすぐ夜が明けますねえ。君の能力、夜が明けても今みたいに使い続けられるんですかね」


　素早く動けないマルクは、弾丸を凌しのぐのに能力を使っている。朝になれば、能力を使いながら移動するような都合の良い真ま似ねはできなくなる。ヨハエルは始めから時間を稼かせげば良いだけなのだ。


　それでも、マルクは余よ裕ゆうのある微び笑しようを崩くずしはしなかった。


「確かに、それは難しいでしょう。ですが、大した問題ではありません」


「そう、思いますか？」


「ええ。何な故ぜなら、もう終わっていますから」


　そう言って、マルクは足を止め、丸メガネの位置を修正した。銀ナイフを手に取らないことに、ヨハエルが不思議そうに首を傾かしげたときだった。





「……その娘むすめの側そばから、離はなれたまえ」





　凜りんと響いたのは、銀啼鳥ソローネを思わす、静かながら威い圧あつ的な声こわ音ねだった。


　金色の髪かみ。どんな宝石も色いろ褪あせて見える翠すい玉ぎよくの瞳ひとみには、契約者特有の暗い翳かげ。道ばたのゴミでも踏ふみつぶすかのように、怒りと軽けい侮ぶに満ちた眼差し。


　それは紛まぎれもなくエルミナ──それも〝あの日〟ヨハエルの右みぎ腕うでをもぎ取ったエルミナだった。


「ひ、ひは──？」


　ヨハエルが目を剝むいた。エルミナに寄せている彼の本当の感情は〝恋こい心ごころ〟ではなく〝恐きよう怖ふ〟である。それを掘ほり起おこされて、揺ゆれないわけがない。


　戦おののくヨハエルが後あと退ずさると、それを待っていたように黒のスーツに身を包んだエルミナがべっと舌を出した。


「──っっっ？」


　そして、その手に二挺ちようの拳銃。続けて躊ちゆう躇ちよなく撃ち込まれる二つの弾丸。


　ヨハエルは転がるように身を投げ出しそれをなんとか躱す。そのときには、マルクも行動を完かん遂すいしていた。


　パキンッ──澄んだ音ね色いろを奏かなで、ヨハエルと二人のエルミナの間でなにかが壊こわれた。


　──やはり鋼糸を使っていましたか。


　マルクが駆け寄よると『エルミナ』も擬ぎ態たいを解とく。ずり落ちそうな黒服に身を包んだのは、リーンである。


「名演でしたよ」


「仕事ですから」


　賞賛を贈おくると、リーンは淡たん泊ぱくな声を返す。


　時間を稼いでいたのは、マルクの方だった。エルミナが捉とらえられているというのに、下へ手たな行動に出るわけにはいかない。物もの陰かげに隠かくれてリーンが移動するのを待っていたのだ。


　マルクがリーンに注文したのは〝エルミナの姿で威圧する〟ことだった。ヨハエルはそれが恋だと錯さつ覚かくするほどエルミナに怯おびえているのだ。その姿で怒ど気きをぶつけられれば、平静ではいられまい。


　そう考えたのだが、期待以上の効果だった。影かげ武む者しやとしてのリーンの技量が窺うかがえる。


「形勢逆転、ですね」


　マルクがそう言うと、ヨハエルはグスリと鼻を鳴らした。


「悲しいです。あのまま殺されていてくれれば良かったのに。なんだって君たちはここまで俺の邪じや魔まをするんですか？」


「あなたが手を出そうとしている人間が、私の主だからです」


　毅き然ぜんとしてそう返すと、ヨハエルは人生の全てを失ったように涙なみだを流した。


「本当に嘆かわしい。君たちが邪魔をしなければ、俺はこんな悲しいことはしなくて良かったんです。これから俺がすることを、主はお許しにならないでしょう。そう考えると、悲しくて胸が張はり裂さけそうです」


　いつか覚えた違い和わ感かん。この男は、またなにかとんでもないことを始めようとしている。以前、そう思ったときには、ヨハエルは岩山を崩し、山やま津つ波なみを起こしたのだ。


「させませんよ！」


　マルクは直感に従って銀ナイフを撃ち込んだ。


　しかし、ヨハエルはそれを自みずからの肩かたを突つき出すことで受け止める。


　──自分から刺さされた？


　避けることはできたはずだろうに、自ら受けた。マルクが動どう揺ようしたのは一いつ瞬しゆんのことだったが、その一瞬に──


「う──っ？」


　朝日が、差し込んだ。


　暗くら闇やみになれた目に、まばゆい陽の光が直ちよく撃げきしてマルクはいっとき視力を失う。


　そして、そのときにはヨハエルは床に手をついた。


「さあ、張り裂けましょう──〈クーア・ルンゲ〉！」


　旅館が、大きく揺さぶられた。


　マルクが思わず膝ひざをつくと、それを狙ってヨハエルが飛び出してくる。


　鋼糸の絡からみついた左ひだり腕うでを振るう。正面から撃ち合えば、マルクに分がある──が、ヨハエルが狙ったのはマルクではなかった。


「──あ……」


　震ふるえる声を漏もらしたのは、リーンだった。地じ震しんで姿勢を崩したリーンに、ヨハエルの鋼糸が迫せまる。


「引ひき裂け──〈クフ・リーン〉！」


　そのときには、マルクはリーンと鋼糸の間へ銀ナイフを放っていた。ヨハエルを真まっ直すぐ見み据すえたままに。


　パキンッ──影を従えた銀ナイフ──〈魔ま槍そう〉が〈魔ま琴きん〉を打ち砕くだく。
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　──リーンを狙うことは分かっていましたよ！


　マルクは人を殺したことがない。契けい約やく者しやとして致ち命めい的てきに甘い。それは明確な弱点であり、付け入られることは分かりきっている。


　それでも、マルクはその弱点を克こく服ふくしようとは考えていない。何故なら──


　──狙われるのが分かるならば、行動も予想できます。


　弱点があるがゆえ、多くの敵はその弱点を狙う。狙われることが分かりきっているならば、それは相手の行動が読めるということだ。


　だから弱点など狙わせてやればいい。そして、守りきればいい。


　動揺を誘さそうはずの一いち撃げきが、不発に終わった。隙を作ったのはヨハエルの方だった。口くち惜おしそうに顔を歪ゆがめながらも鋼糸を振るうが遅おそい。


　そのときにはマルクも二本目のナイフを振りかぶっていた。


　──私の方が速い！


　駆け引きは、マルクが一枚上うわ手てを行った。だから────





　それは、運が悪いとしか言いようのない出来事だった。





「──っ？」


　ナイフから手を離す瞬間、突とつ然ぜん足あし下もとから床ゆかの感覚が消えた。撃ち込んだナイフは狙いをはずれ、ヨハエルの頰ほおを掠かすめて空くうへ消える。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、床が崩れたのだと悟さとった。


「執事バトラー！」


　瓦が礫れきもろとも階下へ落下するところ、マルクの手を小さな手が包み込んだ。


「リーン？」


　マルクの手を、リーンが摑つかんでいた。しかし人ひとりの体重を支ささえるには、少女の腕うでは非力過ぎた。


　両手を使っていても、ズルズルと腕がずり落ちる。ぬめりとした感かん触しよく。見れば、瓦礫で切ったのか、リーンの腕からは血が伝っていた。


　そして、その背後でゆっくりとヨハエルが立ち上がった。


「悲しいですね？　主は俺の行いを認めてくださいました」


　腕にはエルミナが抱だきかかえられている。


「リーン、手を放しなさい。あなたまでやられます」


　マルクはそう言うが、リーンは首を横に振ふる。チラリと下を見下ろせば、床は数階分抜ぬけており、落ちればただでは済みそうになかった。


　ヨハエルの足が、リーンを踏みしだこうと持ち上がる。


「ぅ……ん……？」


　眠ねむれる少女が目を開けたのは、そのときだった。


「お目覚めでございますか。良いお時間で起きられました〈精杯グレイルの姫ひめ〉。これよりわたくしめが不要なものを処分するところにございます」


　少女は寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすると、ヨハエルの顔、そして彼が示すマルクたち、それから自分自身の体を見下ろす。状じよう況きようを理解したのだろう。ぼんやりとした表情が見る見る強こわ張ばった。


　最悪のタイミングだった。


　少女が〈アルス・マグナ〉に干かん渉しようするよりも速く、ヨハエルは行動を完遂できる。誰だれにもヨハエルは止められない。


　その、はずだった。


「さあ、お褒ほめくださいまし！　このヨハエル、〈精杯グレイルの姫〉のためならばほぶりょる？」


　ヨハエルの顔面を、少女のか細い手が鷲わし摑づかみにしていた。その瞬間が、マルクには認識できなかった。


「もし？　つかぬ事を伺うかがいますけれど……」


　言葉とは裏腹に、底冷えするような無表情。同じ無表情でも、普ふ段だんのエルミナとは異なり肌はだがひりつくような怒気が滲にじみ出ている。


　ヨハエルの足は地面から浮ういていた。その体も少女を抱かかえた形のまま固まっている。ただ眼球だけがなにが起こったか理解できないというようにキョロキョロと泳いでいた。


　身体強化ジエノバの能力に加え、拘束マルクの能力。ヨハエルほどの男が抵てい抗こうする術すべもなかった点を見ると認識停止リオの能力も使ったはずだ。


　三つもの能力を同時に使っている。そんなことができてしまうのが、少女が持つもう一つの力──〈空白の契約書〉だった。


　そして、凍こごえるように冷たい処しよ刑けい宣告が告げられた。





「──誰に断って、姉様の体からだに触ふれているんですのっ！」





　ゴチャッ──人体から聞こえたとは思いたくない、鈍にぶい音が響ひびいた。


　屋上でなにが起こったのか、リーンの表情が恐怖に染まる。マルクも自分の顔が強張っているのを感じた。


　──エミリオの方ですか！


　エミリオ＝ヴァレンシュタイン──エルミナの双ふた子ごの姉妹であり、エルミナが眠る間だけその体を使って表に出られる少女。


　エルミナ以上に〈契約書〉を自在に操あやつり、かつては屋や敷しきの使用人が四人がかり──うち三人は四強と呼ばれるこの国で最強の契約者──でも取り押さえることすら叶かなわなかった。契約者とは次元の違ちがう強さの持ち主である。


　ヨハエルはもう駄だ目めだろう。よりによってエミリオを怒おこらせるとは。エルミナを怒らせるよりもよほど質たちが悪い。


　マルクがなんとか屋上によじ登ると、ヨハエルの頭はコンクリートの床にめり込んでいた。


「マルク、刃物を貸しなさい」


〈空白の契約書〉──エルミナと契約した契約者は、その命令には逆さからえない。彼女と体を共有するエミリオにも、その権限が与あたえられている。


　命令されて、マルクは速すみやかに銀ナイフを差し出す。それを受け取ると、エミリオはなにを思ったのか指先を切った。


「っ……」


　指先から鮮せん血けつが滴したたる。赤い滴しずくは、そのまま痙けい攣れんするヨハエルの上にポトリと落ちる。


　それを確かめると、エミリオは指先をハンカチで拭ぬぐった。そこには傷らしいものはなにも残っていなかった。身体強化ジエノバの能力を使ったのだろう。


「あの、エミリオ……ですよね？　あなたは一体なにを────」


　マルクは、理解していなかった。


　少女が──エミリオが、まだまだご立腹の真っ最中であることを。





「立ちなさい」





〈契約書〉の制約に強制され、ヨハエルがビクンと身を起こした。


「は……はへ？」


〈空白の契約書〉は、エルミナの血と契約者の血を混ぜることで契約が交かわされる。今エミリオが溢こぼした鮮血で、ヨハエルとの〝契約〟が成立していたらしい。


　目を回しながらも、ヨハエルは直立の姿勢を取る。そしてそこに────


「ぽぐあっ？」


　スパンッ──景気の良い音とともに、ヨハエルの頭が真横に吹ふっ飛とんだ。


　エミリオが、平手打ちを見み舞まったのだ。瞬しゆん時じに頭部と足の位置が入いれ替かわり、ヨハエルは顔面からコンクリートに叩たたきつけられた。


「立ちなさい」


　重ねられる命令に、ヨハエルは自分の意思とは無関係に立たされる。そして──


「ぶべらっ？」


　平手打ちの追加注文。


「立ちなさい」


　エミリオの平手打ちが止まらない。大の大人がああも軽々と吹き飛ぶのだ。一いち撃げき一撃に身体強化ジエノバの能力が上乗せされている。


「立ちなさい」


　結局、エミリオはヨハエルが悲鳴を上げなくなるまで、止やめなかった。


「立ちなさい」


　そのあまりの剣けん幕まくに、マルクもリーンも震ふるえ上がってエミリオを止めるという選せん択たく肢しすら思い付かなかった。
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「それで、なにごとですの、これは？」


　頰にかかった返り血を拭い、エミリオが問いかけてくる。リーンが震えながらマルクの後ろに隠かくれた。


「説明したいところなのですが、時間的に少し難むずかしそうです」


　言いながら、マルクは影かげを走らせているが、旅館全体へは到とう底てい届かない。今も少しずつ旅館全体へと亀き裂れつが広がっている。


「この建物、崩くずれているんですの？」


　地鳴りが止まないことから、エミリオもそれに気付いたらしい。青ざめていた。


　二十三階建ての建物を壊こわせる契約者は、そう少なくはない。マルクやカナメ、ジェノバでも時間をかければ壊せる。セリアあたりでも、道具を使えば十分可能だろう。


　しかし、これだけの質量のものを維い持じ、あるいは修復できる契約者は存在しない。


　──ヨハエルは、これを狙ねらっていたのです……！


　いかに策を巡めぐらせようとも、ヨハエルの実力でマルクを撃げき破はすることは難しい。特に夜では勝機などほとんどなかっただろう。だが自身が倒たおされても、旅館を倒とう壊かいさせることができれば目的を達成させられたのだ。


　そして、崩れる旅館から逃にがさないために、この屋上までおびき出したのだ。


「エミリオ、〈アルス・マグナ〉で止められませんか？」


「や、やってみますわ」


　エミリオは目を閉じると、可か憐れんな唇くちびるから静かな音色を溢した。


「────────」


　詞ことばを乗せない謳うた。低い音から緩ゆるやかに高く上がり、そして静かに低く流れる。かつてエルミナが歌った謳と同じ旋せん律りつ。エルミナは歌うことで崩れ始めた岩山さえも紡つむぎ直した。


　そのはずだったのだが────


「──届かない？」


　エミリオが、困こん惑わくの表情で目を開いた。


「どうしたのです？」


「〈アルス・マグナ〉が応こたえませんの……。どうしてこんなときに」


　エミリオとエルミナは二人で一人の契けい約やく者しやである。片方が〝対価〟を引き受けることで片方が力を振るう。彼女たちが一卵性の双子だから可能な現象だった。


　しかし、それゆえに不安定な力でもあった。なにかの〝ズレ〟で、容易たやすく揺ゆらいでしまうものなのだ。エルミナも、以前〈アルス・マグナ〉の力を失ったことがあった。


　──寝ね起おきにこの有様です。万全を望むのは酷こくですか……。


　マルクは、丸メガネの位置を修正した。


「エミリオお嬢じようさま。この旅館はじきに崩れます。速やかにご退去願います」


「でも……」


「リーン、お願いできますか？　あなた方が脱だつ出しゆつするくらいまでは、保もたせます」


　マルクが目を向けると、リーンは仕方なさそうに頷うなずいた。それからエミリオの手を取る。


「待って、マルクはどうするんですの？」


「私は契約者ですから、一人でならこの程度は切り抜けられます」


　あえて、足手まといだという意味を含ふくませると、エミリオは鋭するどく目を細めた。


「それは〝噓うそ〟ですわ」


　鋭く看破され、マルクは目を丸くした。


　──迂う闊かつ……読心アローンの能力もあったのでしたね……。


　地上二十三階から落下して、生きている人間などいない。セリアのような浮ふ遊ゆう能力でも持っていない限り、不可能だ。


　呻うめきながらも、マルクは引き下がるわけにはいかなかった。


「それでも、ご退去願います。あなたは、エルミナの体を使っているのです。エルミナを──私の主を──私が愛する人を死なせないでください」


　エミリオがギュッと手を握にぎり締しめた。従わないわけには、いかないのだ。


　と、そのときだった。


　目の前を、小さな燐りん光こうが過よぎった。


「尖晶螢オルネイロ……？」


　なにかと思えば、それは季節外れの尖晶螢オルネイロだった。それを見て、エミリオが狼狽うろたえたような声を漏もらした。


「フォルちゃん……？　いいえ、姉様？」


　そして、確かにその謳が聞こえた。





　──届いていますか、私の謳は──





　銀啼鳥ソローネが囀さえずるように、その旋律はどこまでも響く音色だった。


「エルミナ……？」


　マルクは目を見開いた。


　戸と惑まどうエミリオの手を、透すき通った手が握っていた。どこから現れたのか、そこにはもう一人の少女がいた。


　向かい合う、同じ顔をした二人の少女。尖晶螢オルネイロを纏まとわり付かせた少女には、変化に乏とぼしい表情だが、確かに励はげますような色が浮うかんでいた。


　そしてその意味はエミリオにも伝わったらしい。透けた手を握り返すと、目を閉じて歌声を重ねる。


「──小鳥は聴きき手を求め囀り、花たちは運び手求めて香かおる──」


　同時に存在できないはずの少女たちが歌う。重なる重デ奏ユ歌オが水面に走る波は紋もんのように、静かに、厳おごそかに、摩ま天てん楼ろうの彼方かなたまで染しみ広がる。


　マルクもリーンも、ただそれに見み惚とれ、聴き惚ほれるしかできなかった。


　やがて謳が奏で終わるころには、崩れかけた旅館は数時間前と変わらぬ頼たのもしさを取とり戻もどしていた。ヨハエルが砕くだいた床ゆかも、そしてヨハエル自身の腕うでまでもが完全な形を取り戻している。


「これが……〈精杯グレイル〉」


　呆ぼう然ぜんとリーンが呟つぶやくと、歌い終えた少女がカクンと膝ひざを折った。もう一人の少女は、いつの間にか消えていた。


「エミリオ！」


　マルクはそれを慌あわてて抱だき留とめる。走ってから、自分の足の傷も塞ふさがっていることに気付いた。


　腕の中で身じろぎする少女に、マルクは安心したように笑いかけた。


「助かりました。謳、素晴らしかったですよ」


「……そう、だろうか」


「はい。欲よくを言うならば、エルミナにももっと歌ってもらいたいのですが……」


「……聴きたい、のかね？」


「それはもう。あなたは何度も聴いているかもしれませんが、私がエルミナの謳を聴いたのはたったの一度です。あ、いえ、なにもあなたの謳が悪いと言っているのではありませんよ？」


　腕の中の少女は黙だまってしまったが、マルクは言葉を続けた。


「今回は助けられてしまいましたが、エルミナは私が守ります。あなたが目覚めても、誰だれがエルミナの隣となりにいようともです。それはあなたとの約束だからではありません。私が、そうしたいからです」


　少女が、なにか堪こらえきれないように震えるが、謳を聴いて気持ちが高こう揚ようしていたマルクの口は止まらなかった。





「私はカナメが好きです。彼女に恋こいをしました。ですが、私が愛してしまったのはエルミナなのです。ですからこれからなにがあろうとも、私はエルミナの隣にあり続けます。たとえ、彼女が望まなくとも」





　と、そこまで語ってから、マルクはようやく少女の様子がおかしいことに気付いた。


「あの、エミリオ？　どうかなさいましたか？」


　肩かたを摑つかんで体を離はなすと、少女の顔は信じられないほど赤く染まっていた。


　首を傾かしげると、少女は濡ぬれた瞳ひとみでマルクを見上げた。


「……私、なのだ」


　マルクは、自分の顔が引きつったのを感じた。


「エル、ミナ……？」


　首しゆ肯こう。


　──つまり、私はエルミナに話していたのですか？


　思い返せば、マルクは熱ねつ烈れつに愛を語っていた。それが全て本人に聞かれていた。羞しゆう恥ち心しんで今すぐ屋上から飛び下りたい気分だった。


　気が動転しながらも、マルクはどうして自分がエルミナを追いかける羽目になったのかを思い出した。


「そ、そのですね。私とカナメが話していたのはですね……」


　言いながら、口ごもってしまった。一度エルミナに振ふられている自分がなんと言おうとも、説得力があるようには思えない。


　──どうしてこういうときにカナメはいてくれないのです……！


　あわあわと狼狽うろたえるマルクの口を、エルミナはそっと人差し指で塞いだ。


「……盗ぬすみ聞ぎきをするつもりはなかったのだが、聞いていた」


「いえ、それはその……」


　エルミナは金色の髪かみを揺らして、首を横に振る。


「……君を拒きよ絶ぜつしておいて、今さら答えを知ってから、これを言うのは卑ひ怯きようかもしれない。でも、聞いてほしい」


　それから、エルミナは普ふ段だんの無表情が信じられないほど、淡あわく温かな笑みを浮かべた。
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「……私も、君が愛いとしい。執事バトラーの君ではなく、マルクが」


　エルミナなりに勇気を振り絞しぼった言葉なのだろう。その気持ちは、十分過ぎるほどマルクの胸に響ひびいた。


「……その、これから、よろしく頼みたい」


　そう言って、エルミナはそっと目を閉じる。


　──こ、これはつまり、そういうことでございますか？


　目を閉じ、無防備な顔を近づけるエルミナ。マルクは狼狽えながらも自分の唇を重ねようとして────





「──なんじゃ、全部丸く収まった後か」





　背中からとうとつに聞こえた声で、エルミナがビクッと目を開けた。マルクも慌てて手を離してしまう。


　振り返ると、そこには真っ白な髪を揺らした少女の姿があった。腕には包帯を巻いているが、カタナを握っているあたり傷はもう良いらしい。その後ろにはジェノバとセリアの姿があった。


　マルクはカタカタと震ふるえながら口を開く。


「あ、ああ、ああああああなた方はいつからそこに？」


「謳の途と中ちゆうからさ」


　ジェノバが見事な黒髪を振り払はらってそう言った。


「み、見ていらしたので？」


「是ぜ」


　セリアがおかしくて堪たまらないというように頷いた。


　羞恥心で頭がパンクしそうなマルクに代わって、エルミナが珍めずらしく憤ふん慨がいしたような声こわ音ねを漏らした。


「……カナメ」


「怒おこるでない。こちらはおんしの早とちりと、そこの阿あ呆ほうのおかげで散々振り回されておるのじゃ。これくらいの憂うさ晴ばらしには付き合え」


　ヨハエルを示す包帯だらけのカナメの腕を見ては、エルミナも言い返せなかった。


「正直、人が来てくれて助かりました」


　呆あきれたようにそう言ったのは、リーンだった。


「多少は人の目というものを気にしてほしいものです」


「ぐ、あなたまで……」


　救いを求めるようにエルミナへ目を向けると、振り返った彼女とおもむろに視線が合ってしまう。そのまま数秒見つめ合い、それから慌てて視線を逸そらした。


　はにかむ二人に、カナメが大きな欠伸あくびをした。


「一晩中駆かけ回ったのじゃ。そろそろ休ませてもらう」


「御お酌しやく、相席？」


「いらぬ。落ち込んでおるわけではない」


「カナメ嬢じよう。ならば我が添そい寝ねをぶはっ？」


「今私に話しかけるでない！」


「傷心。心中察し」


「だから落ち込んでなどおらぬと言っておろ！」


　女性使用人三人が去っていくと、リーンがペコリと頭を下げた。


「使用人の話ですが、遠えん慮りよさせてもらいます。さすがにこれを毎日見せられるのは、目に毒ですから」


「ま、毎日はしませんよ！」


　マルクが否定すると、隣でエルミナがため息を漏らした。どこか残念そうに聞こえたのは気のせいだろうか。


「先ほども訊ききましたが、あなたはこれからどうするのです？」


「少し、やりたいことができました」


「やりたいこと？」


　マルクが首を傾げると、リーンは清すが々すがしい笑みを浮かべた。


　──そう言えば、この娘むすめが笑うところは初めて見ますね……。


「私には、演じることしか取り柄えがありませんから……。名演、だったのでしょう？　私は」


　そう言って、リーンは去っていった。


　マルクとエルミナは顔を見合わせ、そして二人も屋上から去っていった。


　並んだ二人の手は、もう離すまいとでも言うように硬かたく握にぎられていた。





　ピシ──幸福を蝕むしばむようなその音には、誰も気付かなかった。
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「出かけたい、でございますか？」





　昼下がり。ヨハエルが起こした事件は、結局うやむやになった。旅館自体が無傷に戻ったこと、そして保安官と関わりたくない権力者が複数存在したせいだ。


　ヴィルヘルムはその騒そう動どうで死んだことになり、ヨハエルはその犯人として連行されていった。エミリオに散々撲ぶたれた彼が目を覚ますのは、当分先になりそうではあったが。


　事後処理に巻き込まれることを避さけるため、マルクとエルミナ、他セリアやカナメは別の旅館に移動し、一休みしていたのだが、そこでエルミナが言ってきたのが、外出したいということだった。


　エルミナは小さく頷うなずく。


「……セリアが引き上げる前に、街を観光した方が良いと」


　なるほど、とマルクも頷いた。エルミナの屋や敷しきがあるロックウォールは、かなりの田舎いなかである。街中を火力車オートランナが走ることもなければ、映画館のような娯ご楽らくがあるわけでもない。


　エルミナがこんな都会まで出かけられる機会は多くない。確かに観光はしないともったいないだろう。


　──ですが、エルミナが積極的に出かけたいなどと、珍めずらしいですね。


　それは嬉うれしい変化であり、マルクは思わず笑みを溢こぼした。


「かしこまりました。準備をいたしましょう」


　マルクが丁てい寧ねいに腰こしを折ると、エルミナはどこか不服そうに目を逸そらした。


「……君は」


「はい？」


「……その、執事バトラーのまま、なのかね？」


　問われて、マルクは顔が火ほ照てるのを感じた。


　──私も、君が愛いとしい。執事バトラーの君ではなく、マルクが──


　お互たがいの気持ちを確かめ合えた以上、これは〝そういう仲〟になったと言えるだろう。


　つまりエルミナは主あるじと執しつ事じではなく、ただの男女として街を歩きたいと言っているのだ。


　──は……っ！　ですが、恋こい人びととはいかなることをするものなのですか？


　幼少時代から苦労の絶えなかったマルクは、同年代の異性と親しくなる機会がなかった。当然のことながら〝恋人同士〟というものがいかなる行こう為いを営いとなむものなのか、まったく知識がなかった。


　マルクは命を懸かけた戦いに挑いどむような表情で、丸メガネの位置を修正した。


「分かりました。では、その……行きましょうか、エルミナ？」


「……うん」


　意外なほど素直な返事に、マルクは一歩目から狼狽うろたえた。普ふ段だんの毅き然ぜんとした態度はなりを潜ひそめ、しおらしく手元をもじもじさせている。


　──なるほど……、あれで普段は気を張っていたのでしょうね。


　エルミナはヴァレンシュタイン家の当主である。だが、体が弱かったエルミナは淑しゆく女じよとしての教育は受けていても、当主としての指導は受けていない。ずっと、当主として恥はじない仕草を気にかけていたのだろう。


　──これだけ側そばにいながら、私はそんなことにも気付かなかったのですね……。


　手を引くと、エルミナはマルクの手をそっと握り返してきた。表情は相変わらず変化に乏とぼしいが、それでもどこか嬉しそうに見えたのは、気のせいではないはずだ。
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　街に出ると、ほどよく曇くもっていた。


　これならば、エルミナもいきなり力ちから尽つきはしないだろう。


　そんなことを考えながらも、マルクの心臓は全力疾しつ走そうでもしたように早はや鐘がねを打ち続けていた。


「ええっと、エルミナはどこか見たいところはありませんか？」


「……こういったところ自体が、来たことがない。どこへ行けば良いのか分からない」


「そ、そうですね……。では、ロックウォールにないところでしたら、映画館などはいかがです？」


「……映画館」


「あまり、エルミナが行くような場所ではないかもしれませんが」


　執事口調が抜ぬけなくてしどろもどろにそう言うと、エルミナは首を横に振ふった。


「……いや、見てみたい」


　そう答えたエルミナは、何な故ぜか懐なつかしそうに目を細めていた。





　ニュージョンストンはこの国の首都である。それゆえに多くの品々と人々が行き交かう。マルクがこの街で仕事をした回数も少なくない。


　最寄りの映画館へ向けて歩いていると、エルミナは興味深そうにあちこちへ目を向けていた。


　──やはり、もの珍しいのですね。


　苦笑しながら、マルクはじっと自分の手に目を向けた。


　エルミナの細い指が、遠慮がちに絡からみついている。いや、これでも彼女にしてみれば精せい一いつ杯ぱい力を込めているのかもしれない。それくらいにか細い。


　その手が自分の掌てのひらの中にあるのは喜ばしい。だが、それだけでは満足できない。欲よくが止まらない。もっと、その先に触ふれてみたい。


　──ですが、いきなりそんな大それたことを要求しても良いものなのですか？


　性急過ぎはしないだろうか。自分を受け入れてくれたとはいえ、エルミナも引いてしまうのではないだろうか。


　そう考えると尻しり込ごみせずにはいられない。


　──いえ、本日は執事でいる必要はないはずです！


　ならば、一歩を踏ふみ出してみるべきではないのか？


　欲と不安。好こう奇き心しんと恐きよう怖ふ心しんがシーソーのように傾かたむく。頭を搔かきむしりたいような葛かつ藤とうに苛さいなまれながらも、エルミナに目を向けた。


　ちょうど、エルミナもマルクを見上げたところだった。


「「──あの」」


　見事に、二人の声が重なった。


　見上げられた顔は、普段よりも近い距きよ離りにあった。手を繫つないでいるのだから当然だが。そのままお互い意識し合ってしまい、慌あわてて視線を逸らす。


「ええっと、なにを仰おつしやりかけたのです？」


「……君の方、こそ」


「「…………………………」」


　エルミナはもともと口数が多くない。彼女の方から答えてはくれそうもない。


　マルクは自分が声を上げたことを後こう悔かいしながらも、怖おず怖おずと口を開いた。


「その、ですね……。私は今、手て袋ぶくろをしています。エルミナも」


　執事である以上、ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが刺し繡しゆうされた手袋は常に身につけておかねばならない。一方、エルミナの方も華はなやかなドレスを身につけていようとも、その手は肘ひじまである長手袋をつけている。


「……そのようだが」


　頷くエルミナへチラリと視線を向けながら、マルクはコホンと咳せき払ばらいをした。


「それで、私は今、執事バトラーではなく、ただのマルクとしてここにいます」


　意図が伝わっていないのだろう。エルミナは幽かすかに首を傾かしげたが、頷き返す。


「ですから──手袋は必要ないのでは──と思いまして……」


　丸メガネの位置を修正し、マルクは毅然とした口調でそう提案した。


　──直じかに手を触れてみたい──


　恋人という関係に対し、マルクはあまりに無知だった。身み悶もだえするほど葛藤し、それでも打ち明けた精一杯の要求が、それだった。


　それでも、エルミナは自分の手に視線を落とすと、真っ白な頰ほおを幽かに紅潮させた。


　……結局のところ、お互い無知な二人は、同じくらい初う心ぶだった。


　エルミナはマルクを見上げると、躊躇ためらいながらも小さく頷いた。


「……そう、だね」


　マルクとエルミナは大通りのど真ん中でせかせかと手袋を脱ぬぎ始める。周囲の通行人が迷めい惑わくそうな視線を向けながらも、苦笑や舌打ちを投げかけながらすれ違ちがっていく。


　素す肌はだになった手を差し出すと、エルミナは羞しゆう恥ちしたように身じろぎをしながらもそっと手を重ねてくる。


　この季節は気温が低い。エルミナの手は少し冷たかったが、どこか心地ここち好よかった。握にぎり返すと、柔やわらかくも温かな、そしてさらりとした手の感かん触しよくが直に伝わってきた。


　──女の子の手とは、こういうものですか……。


　以前、カナメと手を繫いで歩いたことはあったが──そのときも今と同じく胸が高鳴ったものだが──お互い手袋をしていた。


　せっかく手を繫げるというのに、手袋越ごしでは十全とは呼べない。ゆえに直に触れてみたいと思ってしまったのだが、言ってみて良かった！


　マルクが一人浮うかれていると、エルミナは小さく身み震ぶるいした。


「寒いですか？」


「……少し」


　迂う闊かつだった。マルクは〈契けい約やく書しよ〉の副作用で温度に対する感覚が狂くるっている。それでも周囲の反応から大体の気温を察し、エルミナに上着の一つくらいは用意しているはずだった。


　普段通り、執事として行動していたならばあり得ない見落とし。マルクが自責の念に駆かられていると、エルミナはそっとマルクの腕うでに体をすり寄せてきた。


「……でも、君の手は温かい」


　感かん嘆たんの吐と息いきが漏もれた。


　──くっ、お金以外に〝幸せ〟というものが存在したのですか……！


　今まで考えもしなかった新事実に、マルクは一人感かん涙るいに咽むせせていた。


　が、その感動は当然のことながら、長続きはしなかった。


「む、お前は──〈黒衣〉か？」


　すれ違った男が、そう呟つぶやいて振り返った。


「はて？　どちら様────っ？」


　この街で、マルクの顔見知りなど多くはない。身内の使用人たちは屋や敷しきへ帰る準備などを始めているはずであり、それ以外の友人──リオとシュウも、それぞれ旧友であるセリアやカナメと話し込んでいるはずだ。


　首を傾げて振り返り、マルクは絶句した。


　そこには、軍人風の男が立っていた。足に怪け我がをしているらしく、松まつ葉ば杖づえをついている。そしてその顔に、マルクは見覚えがあった。


　──アッシュ＝ハザード……！


　それは、ある不幸な理由からマルクにつきまとっていた男だった。


「ふ……嬉しいぞ〈黒衣〉。この俺のために、まだこの街に留とどまっていたのだな？」


　ジェノバの影かげが過よぎるような台詞せりふ。マルクは怖おじ気け立だった。


「さあ、行くぞ〈黒衣〉！　今日こそお前を屈くつ服ぷくさせ、俺のものと認めさせてやろう」


「走りなさい──〈クフ・リーン〉！」


　躊ちゆう躇ちよなく銀ナイフ──それも影を乗せた〈魔ま槍そう〉を叩たたき込む。


「無む駄だだ〈黒衣〉！　その一いち撃げきはすでに────おあっ？」


　マルクが狙ねらったのはアッシュではなく松葉杖だった。支ささえを失ったアッシュは、転てん倒とうこそしなかったものの大きく体勢を崩くずしていた。


「走りますよ、エルミナ」


「ぬお、待つんだ〈黒衣〉！」


　なにやら喚わめくアッシュを残して、マルクはエルミナの手を引き駆け出した。


　エルミナも驚おどろいた顔をしながらも懸けん命めいについてきた。


　──何故こうも愉ゆ快かいなのでしょうね……。


　手を繫いで走るマルクは、おかしくて堪たまらなかった。





「どこへ行った〈黒衣〉！」


　出で端はなは挫くじいたものの、エルミナを連れたまま逃にげ切れるほどアッシュは甘い相手ではなかった。


　エルミナの体力が尽きたため、物もの陰かげに身を潜めたもののやり過ごすのは難むずかしそうだ。


「しつこい方ですね、本当に……」


　マルクが疲つかれたようなため息を漏らすと、エルミナが手を引いてきた。


「……あそこへ」


　見れば、なにかの劇場があった。


　──なるほど、ここならば不ふ審しん者しやは止められますね。


「名案です、エルミナ」


　チケット売り場に割り込むと、係員に料金よりも少し多い金額を手て渡わたしてチケットをもぎ取る。批難の声を上げる他の客を無視して会場内へ飛び込むと、それにアッシュも気付いて追いかけてきた。


「ようやく見つけたぞ〈黒衣〉──む、なんだ貴様たちは。俺と〈黒衣〉の間に立つことは許さんぞ！」


　アッシュはなにやら喚いていたが、係員に取り押さえられていた。


　──今のうちです！


　奥へと進むと、なにやら背後で凄すさまじい音が聞こえた。


　首を傾げながらも座席に転がり込み、マルクとエルミナはようやく息をつけた。それから二人で顔を見合わせると、途と端たんに笑いが込み上げてきた。


　マルクは声を上げて笑い、エルミナも口元を押さえて肩かたを揺ゆらした。


　それから、不思議なことに既き視し感かんを覚えた。


　──あ……やべ、逃げるぞ────


　そう言って、誰だれかの手を引いて逃げたことがあるような気がする。ずいぶん前のことのはずだ。そのときの少女も、何故かエルミナだったような気がした。


「奇き妙みようですね……」


「……なにがかね？」


「どういうわけか、以前もこんなことがあったような気がします。あなたの手を引いて、どこか大きな街で逃げ回りました」


　マルクがそう言うと、エルミナは懐なつかしそうに頷うなずいた。


「……あのとき逃げ込んだのは、映画館だったね」


「はい？」


　ロックウォールの街に映画館はない。あの街以外で、マルクがエルミナと歩いた機会もなかったはずだ。


「あの、それはどういうことでございますか？」


　マルクがそう訊きくと、エルミナは口が滑すべったと言うように口を押さえた。それから、どこか幸せそうに呟く。


「……夢の、話だ」


「夢？」


「……そう。少し昔の、夢の話だ」


　はぐらかされたような気分だった。エルミナがこんな曖あい昧まいな返答をすることは珍めずらしい。


「どういう意味です？」


「……秘密だ」


「お、教えていただけないのですか？」


　マルクが情けない声を上げると、エルミナは顔の形は変えないままに、目だけを満足そうに細めた。


「……私だけが知っている、私だけの君の秘密だ。一つくらい、そんなものがあっても良いであろう？」


　どこまでも気を持たせる言葉ながら、エルミナがそんな〝わがまま〟を言ってくれることは珍しく、マルクは嬉うれしいようなでも気になるようなもどかしい気分だった。


　──私だけが知ってる、私だけのあなたの秘密というものはないのですが！


　身悶えするマルクをよそに、上演が始まる。
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　数十分前──


　手を繫いで歩く少年と少女の背中を見つめ、カナメは小さなため息を漏らした。


「上う手まくやっておるようじゃな……」


　本当なら、あの隣となりにいるのは自分でいたかった。


　マルクはカナメの気持ちを理解してくれ、自分にも同じ気持ちを抱いだいてくれた。その上でエルミナを選んだのだ。


　だから、カナメは納得していた。


　それでもこうしてあとをつけているのは、彼らがきちんと上手くやっているのか気になったのと──他の三人を放っておいてはいけないような気がしたからだ。


　カナメの背後には、長身の女性と見事な黒くろ髪かみを揺らす少女。そして何故か丈たけの長いスーツに身を包んだ少女がいた。


「状じよう況きよう、良好」


「ふむ、〈黒衣〉たちはどこへ向かうつもりなのか？」


「……あの、何故私まで同行しなければならないのですか？」


　おかしくて堪らないといった笑みを浮かべるセリアに、同じく好こう奇き心しんが抑おさえきれないといった様子のジェノバ。そして淡たん泊ぱくな口調ながら困ったように眉まゆを顰ひそめたのはリーンだ。


　カナメは苦笑混じりに答える。


「おんしも〈契約書〉に署名したのであろ？　ならば屋敷に来るにせよ来ないにせよ、身内のようなものじゃ」


「そういう、ものですか？」


「そういうものじゃ」


　リーンは困ったようなため息を漏らした。


「おかしいのはあの執事バトラーではなく、〈契約書〉に署名するからなのでしょうか」


　数十分前。カナメがうたた寝ねをしていると、セリアがエルミナに街へ出かけるよう囁ささやいているのを耳にしてしまった。さらに間の悪いことに、ジェノバもそれを聞いていた。


　セリアに勧すすめられるままに外出した主と執事を、彼女たちは尾び行こうしようとしていた。カナメはそれを止めようとしたが──マルク君がエルミナちゃんを幸せにできるかどうか、気になりませんか──その囁きに屈くつしてしまった。


　そうして尾行を始めたのだが、たまたま側そばを歩いていたリーンに見つかってしまい、面めん倒どうが起こる前に仲間に引きずり込んだのだ。そのときのセリアの手て際ぎわには、カナメも感服せざるを得なかった。


　カナメは侍じ女じよ姿。セリアは男物のスーツ。ジェノバはエルミナ同様の黒のドレス。そしてリーンはぶかぶかのスーツ。見るも奇妙な取り合わせで、明らかに目立つ四人なのだが、通行人は不思議なほど彼女たちに関心を向けない。
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　それというのも、彼女たちが揃そろいも揃って手て練だれの契けい約やく者しやだからである。気配の絶たち方くらいは心得ている。


　しかしながら契約者は本来集団行動を好まない。力があるものほど、その傾けい向こうは強くなる。にも拘かかわらず熟練の契約者が四人も揃い、戦場で獲え物ものを狩かるような目つきで街を徘はい徊かいしている。


　その異様な現象に、ギャングを始めとする街の権力者たちはなにかしら巨きよ大だいな陰いん謀ぼうが渦うず巻まいていると考え、情報収集に奔ほん走そうし、やがては街全体をも巻き込む災さい禍かを引き起こすのだが、その火種となる彼女たちは知るよしもなかった。


「む、あやつらなにをしておるのじゃ？」


　前方を歩いていたマルクとエルミナが、道のど真ん中で突とつ然ぜん手て袋ぶくろを脱ぬぎ始めた。通行人たちが迷めい惑わくそうな顔をするが、当人たちが気付いている様子はない。


　手袋を脱ぐと、そのまま手を繫つなぎ直した。


　──な、なるほど……。付き合うと、手袋をしないものなのじゃな。


　カナメが自分の手へ視線を落としていると、セリアが失望したような声を漏もらした。


「手て緩ぬるい」


「そうですね。微笑ほほえましくはありますが、全力を尽くして〝あれ〟だと言うならば契約者失格です」


　文句を言いながらもリーンも関心を持ってきたらしく、手て厳きびしい評価だった。


「あ、あれでは駄だ目めなのか？」


　カナメが疑問の声を漏らすと、二人は沈ちん痛つうそうに頷いた。


「稚ち拙せつ」


「児じ戯ぎの域を出ていないと思います」


　──一体、恋こい人びととはどういったことをするものなのじゃ！


　カナメが赤面すると、ジェノバも何気なく相づちを打ってきた。


「そうだな。オウマとてもう少し積極的だったさ」


　グルリと、セリアとリーンの首がジェノバへ向けられた。カナメもつられて目を向ける。


「「「今、なんて？」」」


「あ」


　今ごろ失言に気付いたのだろう。ジェノバが慌あわてて口を押さえた。


「詳しよう細さい報告」


「オウマって誰ですか？」


「おんし、オウマとどういう仲なのじゃ？」


　カナメも含ふくめた三人が詰つめ寄よると、ジェノバはオロオロと助けでも求めるように周囲へ視線を彷徨さまよわせる。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようで怯おびえようとも尊大な態度を取とり繕つくろうジェノバにしては、恐おそろしく珍しい反応。それだけに、余計に追つい及きゆうしたくなる。


　ジェノバが、話を逸そらすようにあっと声を上げた。


「見るのだ！　〈黒衣〉たちが走り始めたぞ」


　第一標的ターゲツトはマルクたちなのだ。カナメたちはすぐさま注意を戻もどした。


「尾行に気付かれましたか？」


「追つい跡せき」


「……詳くわしいことは、後で聞かせてもらうのじゃ」


　普ふ段だんのお返しに、カナメは皮肉を込めて囁いた。ジェノバの呻うめき声が心地ここち好よかった。


　マルクたちを追って、カナメは彼らが別の人間から逃にげていることに気付いた。


「あれは、アッシュですね」


　走りながら、リーンが呟つぶやく。


「ヴィルヘルムの部下か？　何な故ぜまだエルミナを追うのじゃ？」


「それは……分かりません。私の救助を依い頼らいしたはずなのですが……」


　まさか男のマルクに愛を告白しに行っているとは夢にも思わないリーンは不思議そうに首を傾かしげた。


　やがて、マルクたちは大きな建物の中に逃げ込む。身を隠かくすつもりなのだろう。そこへ男──アッシュも入ろうとするが、警備員らしい男たちに止められる。


　──警備員では押さえられぬであろ。


　マルクたちの背中を見送って、カナメたちはアッシュの背後へ忍しのび寄った。


「──おい」


　カナメの声に、アッシュが振ふり返かえる。そこに、三人の声が見事に唱和した。





「「「邪じや魔ま（じゃ）（だ）」」」





　そのときなにが起こったのか、カナメたち以外にそれを認識できたものはいないだろう。


　振り返ったアッシュの顔面が半分に割れる。カナメが叩たたきつけた殺気が見せる幻げん覚かくである。続けて虫でも払はらうようにジェノバの手の甲こうが顔面を打うち抜ぬく。クルリと回転するその体を、今度はセリアの〝斥せき力りよく〟が吹ふき飛ばす。


　完かん璧ぺきな連れん携けい。瞬またたく間まに三つの攻こう撃げきを叩き込まれ、アッシュは悲鳴を上げることすら叶かなわず通路の向こうまで吹き飛んでいった。


　唯ゆい一いつ攻撃に参加しなかったリーンが、ボロ雑ぞう巾きんになったアッシュへ気の毒そうな視線を送っていた。


「いかん。マルクたちを見失ったのじゃ」


　カナメが舌打ちを漏らすと、三人の視線は自然とジェノバに注そそがれた。


「……まあ、ここで待っていればいずれあやつらも出てこよう？」


「時間が、出来てしまいましたね」


「議題、豊富」


　ジェノバが、ひいっと悲鳴を上げた。
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　始まったのは、歌劇だった。舞ぶ台たいで一人の青年が朗々と歌い、それに別の青年が歌を返す。舞台裏うらからはヴァイオリンや太たい鼓この音が効果的に奏かなでられ、劇自体が一つの旋せん律りつを紡つむいでいるのが分かった。


　──そういえば、歌劇を鑑かん賞しようするのは初めてですね……。


　子供のころ、映画館に忍び込むことは多々あったが、歌劇というものは見たことがなかった。興味がなかったというよりも、観客席は舞台から丸見えという事実が、後ろ暗い行動を畏い縮しゆくさせたのだ。


　生なまの役者と肉声は、活動写真とは異なる迫はく力りよくを持っていた。


　一人の青年と少女がいた。青年は泥どろ棒ぼうで、貴族の屋や敷しきに盗ぬすみに入るが、そこで一人の少女に出会う。盗みを見られた青年は、少女を殺そうとするが、少女はそれを知ってか知らずか青年を逃がした。


　青年は恋こいをし、少女を連れ出そうとあの手この手を尽つくす。貴族に扮ふんして堂々と会いに行ったかと思えば、使用人に扮して部屋に忍び込みもした。そんな青年に少女は気を許すようになるが、外に出ようとはしなかった。


　やがて、青年は少女が不治の病やまいに冒おかされていることを知る。少女を救おうと魔ま女じよを頼たよると、魔女は不死の薬を飲ませるよう提案する。ただ、それを作る代わりにある魔ま物ものの首を取ってこいと言う。


　青年は死し闘とうの末魔物を討うち取るが、少女は息を引き取ってしまう。最期に青年に会いたいと言い残し……。


　悲ひ恋れんの物語だった。


　劇が終わり、マルクは自分が涙なみだぐんでいることに気付いて慌てるが、隣でエルミナもハンカチで目元を押さえていた。


「なんというか、悲しい物語でしたね」


　マルクがそう言うと、エルミナも頷うなずいた。


「……でも、あれで良かったのかもしれない」


「何故です？　主人公が間に合っていれば、少女は死なずに済んだのではありませんか」


「……助かったかもしれないが、きっと孤こ独どくになっただろう。青年は、自分よりも先に死んでしまうのだから」


　そう言われると、マルクもどちらが正しかったのか分からなくなった。もしも少女が薬を飲んでいたら、彼女は不死になっていたのだ。


　沈ちん黙もく。


　会話が途と切ぎれてしまい、少し居い心地ごこちの悪い気分のまま劇場を出ようとすると、エルミナが不意に足を止めた。


「どうしました？」


「……少し、そこで待っていたまえ」


「かしこまりました。……いえ、お待ちなさい！　それは命令では、あ──」


　うっかり命令されてしまい、マルクは直立姿勢で待機させられた。


　──あなたは一人で歩くとアイシャ並みに危険ではありませんか！


　世間慣れしていないエルミナは、一人で歩けば確実に迷子になる。マルクはひとしきり慌てたが〈契けい約やく書しよ〉の制約で動くことはできなかった。


　そんなときだった。


「……おい。執事バトラー」


　背後から聞こえたその声は、またしても聞き覚えのあるものだった。


　マルクは鋭するどく目を細めると、余よ裕ゆうのある態度で微笑を浮うかべた。


「このようなところにいてよろしいのですか──グラハム＝ヴィルヘルム？」


　リーンの擬ぎ態たいかと思ったが、どうやら今度は本人らしい。マルクがそう訊きくと声は苛いら立だったように呻る。


「その名前で呼ぶな。……ヨシュアだ。俺の本名は」


「どちらでも構いませんが、あなたは死んだことになっています。今のうちにどこへなりと逃とう亡ぼうなさった方が良いのではありませんか？」


「死んだ？　どういうことだ」


「聞いていないのですか……？　リーンに感謝するのですね。彼女が上う手まい具合に工作してくれました。……もっとも、一いち時じ凌しのぎではありますが」


　マルクがそう言うと、背後でヴィルヘルム──ヨシュアが動どう揺ようしたのが分かった。


「……リーンは無事か？」


　その言葉は意外で、マルクは眉まゆをはね上げた。


「気がかりなのですか？」


「……悪いか」


「いえ？　彼女なら無事ですよ。恐らくすでにこの街を離はなれています。なにかやりたいことができたと言っていましたよ」


　自分たちを尾び行こうしているとは夢にも思わないマルクはそう答えた。


「そう、か……」


　それは、どこか安心したような声こわ音ねだった。


　──この男でも、他人を気き遣づかうことがあるのですか……。


　そう感じながらも、ヨシュアが気を許して良い相手であることにはならない。マルクは警けい戒かいしながら口を開く。


「それで、なにかご用ですか？　わざわざこのような無む謀ぼうな真ま似ねをしてまで姿を見せるというのは」


　エルミナとの婚こん約やくは破談となり、ヨシュア自身も本物のグラハムを殺した罪で追われる身である。死亡を偽ぎ装そうはしたものの、いつまでだまし通せるかは怪あやしいところなのだ。


　わざわざ真相を知るマルクの前に姿を現すほど、無謀な行動もないはずだ。


　ヨシュアは、硬かたい口調でこう言った。


「謳うたが、聞こえた」


「エルミナのですか？」


「……エルミナは、まだ無事か？」


「どういう、意味です？」


「異常はないかと訊いているのだ」


「何事もありませんが、それがなにか？」


　背後でヨシュアがホッと息を吐はいたのが分かった。


「エルミナに、もう謳は歌わせるな」


「謳……とは〝あの謳〟のことでございますか？」


　──届いていますか、私の謳は──


　その詞で始まる、眠ねむり姫ひめの謳。エルミナが〈アルス・マグナ〉に語りかけるための謳であり、彼女たち姉妹をつなぎ止める謳でもある。


　その謳を歌わせるなとは、どういうことだろうか？


　マルクの質問に答える前に、ヨシュアはハッと身を強こわ張ばらせる。チラリと目を向けると、ラチナスの関係者と思おぼしき、オルダー教の十じゆう字じ架かを下げた黒服の男が見えた。


「警告はしたぞ？　歌わせるなよ」


　そう言って、ヨシュアは去っていく。


　追いかけたい気持ちはあったが──そこで待っていたまえ──そう命令されたマルクが動くことは叶わなかった。





　ピシン──ヨシュアの言葉を裏付けるように、遠くでその音が響ひびいていた。





　ほどなくして、エルミナは戻もどってきた。悲恋の歌劇を見た後のわりには、嬉うれしそうに見えた。


　迷子になるかもしれない──その心配が杞き憂ゆうで済んだことにホッと息を吐くと、エルミナは驚おどろいたように瞬きをした。


「……君は、ずっとそこから動かなかったのかね？」


「そう、命じられましたもので……」


「…………あ」


　どこか批難がましくマルクがそう言うと、エルミナはうっかりしていたというように口を押さえた。


「……気をつけよう」


　そう言うと、エルミナは上うわ目め遣づかいにマルクを見上げた。


「……マルク。行きたいところがある」


「はい？　どこでございますか？」


　微び笑しようを以もつてマルクが訊き返すと、エルミナはまったく予期せぬ言葉を口にした。





「……酒場へ行ってみたい」





　微笑が引きつった。


　禁酒法──アルコールの製造と取り引きを禁じたこの国の悪法である。保安官も含ふくめた多くの労働者から勤労意い欲よくを喪そう失しつさせ、逆にアルコールの密造、密輸、強ごう奪だつがギャングを始めとする犯罪組織の資金源となり、犯罪の増加を呼んだ。


　その実、政府にもアルコールを取とり締しまる明確な手段が存在せず、また意欲的な人間も存在しないため、値段の沸ふつ騰とうはあるもののアルコールは庶しよ民みんでも容易に手に入れられる。地下酒場の数も国内で五万は下らないという話である。


　それでも、犯罪は犯罪である。酒場など、エルミナのような貴族の娘むすめが気軽に立ち寄る場所ではない。


　マルクは慌あわてて首と両手を横に振ふった。


「だ、だだ駄だ目めでございます。地下酒場など、エルミナが行くようなところではありません」


「……君は、以前は連れて行ってくれたはずだ」


「ぐ……」


　確かにマルクは以前、エルミナを地下酒場へ案内したことがあった。


　というのも、当時はエルミナの体力のなさを知らなかったため、倒たおれる寸前の彼女を休ませるため仕方なく入ったのだ。


「あ、あのときはあのときでございます」


「……駄目なのかね」


「駄目でございます」


「……どうしても？」


　どこか寂さみしげにエルミナが見上げてくる。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみが、少し濡ぬれていた。


　──くぅ……、そ、その目は卑ひ怯きようですよ！


　思わず頷かされそうになりながらも、マルクは踏ふみ堪こらえた。


「駄目と言ったら、駄目でございます」


「……そう」


　落らく胆たんの声を漏もらすエルミナ。マルクは途と方ほうもない罪悪感に胸を抉えぐられた。


　──まったく……。何な故ぜ、アルコールなどに興味を持ったのでしょうか？


　酒場にあるものなど、アルコール以外にはない。先ほどの歌劇でも、アルコールに関する逸話など出なかったはずだ。何故酒場などに行きたがるのだろう。


　首を傾かしげると──きゅるる──エルミナの腹部から、可愛らしい音が聞こえた。


　マルクが目を丸くすると、エルミナは凄すさまじい速度で顔を背そむけた。


　そんなエルミナを見て、マルクは納得がいった。


　──なるほど、空腹だったのですね……。


　羞しゆう恥ちするエルミナの手を取ると、マルクは微笑を浮かべた。


「地下酒場などより、よほど面おも白しろいものがございますよ」
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「それで、私たちはいつまであやつらを追いかけるのじゃ？」


　退たい屈くつそうな声を漏らしたのはカナメだった。その隣となりではジェノバが膝ひざを抱かかえてなにやらぶつぶつと独り言を呟つぶやき続けている。


　マルクたちを見失ってから二時間が経過していた。その間、暇ひまを持もて余あましたカナメたちはジェノバにオウマとの仲を質しつ問もん攻ぜめにしたのだった。


「無論、結末まで」


　一体なにを以て結末とするのか、セリアはそう主張して憚はばからなかった。


「ですが、このままでは進展は難しいのではありませんか？」


　いつの間にか積極的になっているリーンがそう語った。


「おんし、意外に好き者じゃな」


　エルミナほどではないにしろ、リーンはあまり感情を表に出さない。それが恋れん愛あいごとにこうも関心を抱いだくのが不思議だった。


　カナメがそう言うと、リーンも不思議そうに首を傾げた。


「そういえば、そうですね……。何故でしょうか。今まで特に興味は持たなかったはずなのですが」


「一つ訊くが、おんしの対価はなんじゃ？」


「性別ですが」


　カナメだけでなく、セリアとジェノバも身を乗り出してきた。


「それはまたけったいな対価じゃな……」


「そうでしょうか？　特に不便はありませんでしたが」


　セリアが「ああ」と納得したような声を漏らした。


「男女関係、無関心？」


「そうですね。グラハムを見ていても理解できませんでした」


　カナメたちは納得して頷うなずいた。


〈空白の契けい約やく書しよ〉は契約者が支し払はらった〝対価〟を擬ぎ似じ的にではあるが還かん元げんしてくれる。リーンもまともに男女の違ちがいというものを認識できるようになったのだろう。その変化が、今の好こう奇き心しんという表れ方をしているのだろう。


　そこで、カナメは一つ疑問を覚えた。


「待て、では何故おんしは交際に詳くわしいのじゃ？」


「グラハムが毎日のように研究していましたから、嫌いやでも覚えます」


　──あやつは日ひ頃ごろから一体なにをしておったのじゃ……？


　かつてないほどにエルミナを追おい詰つめた宿敵。その日常にひたすら困こん惑わくした。


「ま、まあ、そういうものか……。ふむ、そろそろ劇も終わるころか？」


　時計を見上げると、セリアが前に出た。


「頃ころ合あい。準備」


「なんの準備じゃ？」


「梃て子こ入いれ。要擬ぎ態たい能力」


　どうやら、リーンの能力で変装し、恋こい人びとの見本を演じようと言っているらしい。リーンの擬態能力は他者にも有効なのだ。


　リーンは頷くと、二は十た歳ち前後の青年へ変へん貌ぼうする。背せ丈たけも伸のび、ぶかぶかだったスーツがちょうど良い大きさになった。


「それは誰だれじゃ？」


「この服を着ていた男性です」


　それから、リーンがセリアの顔へ触ふれる。セリアの顔が見知らぬ女性のそれへと変貌した。どうやら劇場の案内員らしい。


　青年の男女が揃そろうと、男性に扮ふんしたリーンがふむと頷く。


「まずは歩き方からでしょうか」


「同意」


　リーンはセリアの隣に立つと、そっとその腰こしへと手を回した。


「ふわ？　ま、まま待たぬかおんしら、人前であろ！」


　慌てて顔を覆おおいつつも──恋人とはどういったことをするのだろうか──うっすらと目を開いて指の隙すき間まから覗のぞいてしまう。


　そんなカナメを見て、リーンが啞あ然ぜんとした。


「キョクトの民たみは奥ゆかしいと聞いていましたが、これほど極きよく端たんなものですか？」


「否いな。カナメちゃん、特とく殊しゆ」


「まさかとは思いますが、標的ターゲツトも同レベルでしょうか？」


「遺い憾かん」


「……極きわめて初心者だということですか」


「是ぜ」


　カナメが傷付いたように目を見開くと、ずっと膝を抱えていたジェノバがゴフッと咳せき込んだ。


「カナメ嬢じよう、貴公は我われを殺すつもりか！」


「な、何故じゃ？」


「恥はじらったように顔を覆いつつも好奇心が抑おさえきれぬように指の隙間からしっかりと見つめるその様！　この程度で赤面するその初う心ぶさといい、愛らしさのあまり我は呼吸をすることすら忘れてしまった。危うく死ぬところだったさ」


「おんし、オウマと良い仲になったのではなかったのか？」


「それとカナメ嬢への愛は別物さ──ぷぎゃんっ？」


　カナメがジェノバを殴なぐり倒したときだった。


「──いかん、エルミナじゃ」


　劇が終わったのだろう。エルミナが外に出てきていた。しかも間の悪いことにこちらに向かっている。


　狼狽うろたえるカナメを、セリアが壁かべの隅すみへと押しやる。


「誤ご魔ま化かし。要待たい避ひ」


　変装していないカナメとジェノバは見つかるわけにいかない。


　セリアがエルミナの相手をしようと前に出てくれる。その隙すきに、カナメたち三人はその場を離り脱だつした。


「……マルクがおらなんだな？」


「別行動を取っているのでしょう」


「エルミナ嬢を一人で歩かせるほど、マルクは軽率ではないはずだが」


「まあ、捜さがす他あるまい？」


　そうして通路沿いに歩いて行くと、マルクは存外にすぐ見つかった。大きめの帽ぼう子しをかぶった男となにかを話し込んでいる。


「む、これ以上近づくと見つかるの」


「偵てい察さつに行きましょうか？」


「頼たのむのじゃ」


　リーンに先行してもらい、カナメとジェノバは物もの陰かげに隠かくれる。……が、男の方はなにかに追われているのか、突とつ然ぜんマルクの側そばを離はなれた。


　振り返ったリーンが肩かたを竦すくめて首を横に振る。どうやら話を聞くことはできなかったらしい。


　カナメが肩を落とすと、そのすぐ側をエルミナが駆かけていく。見られてはいまいかと冷や冷やしたが、彼女は気付かなかったようだ。


　ホッと息を吐はくと、セリアが戻もどって来た。


「任務完かん遂すい」


「なにを話したのじゃ？」


「提案。酒場へ移動」


　カナメが渋じゆう面めんを浮うかべた。


「なにゆえ、またそのようなことを？」


　セリアはにっこりと笑みを浮かべると、なんら悪びれた様子もなくこう言った。


「アルコールを飲めば、二人とも、もう少し積極的になるように思いませんか？」
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　エルミナを連れ、マルクがやってきたのは小さな建物だった。看板は出ておらず、どう見ても民家である。


　中に入ると、そこには数多くの小物がごった返していた。赤子の頭ほどもある岩石もあれば、なにかのパイプもある。ガラスの面がついたヘルメットもあれば、中世の騎き士しが使うような刀とう剣けんもあった。


　それらが整せい頓とんされているわけでもなく、店内に無造作に放置されている。お世辞にも綺き麗れいだとは言えない。


　驚おどろいたように瞬まばたきをするエルミナの手を引くと、手て頃ごろな椅い子すの一つに座らせた。


　混こん沌とんとした店内を見回すと、エルミナはようやく口を開いた。


「……ここは博物館、なのかね？」


　マルクは吹ふき出しそうなのを微び笑しようでかみ殺した。


「似たようなものでございましょうか」


　答えるマルクに、店の中から中年の男が出てきてメニューを差し出す。


「ご注文は、なんにいたしましょう？」


「……注文？」


「ここは料理店でございますよ」


　今度こそ、エルミナは目を丸くした。根本的に食事をする場所だとは認識していないらしい。


　──まあ、エルミナに縁えんがあるとは思えない場所ですからね……。


　マルクは満足そうに微笑んだ。


「ここに並んでいるものは、活動写真の小道具なのですよ」


「……小道具？」


「はい。先ほど、映画館に入り損そこねてしまいましたからね」


　そう答えると、エルミナは無表情ながら小さく身じろぎした。


　ここの店主は引退した映画俳優であり、個人的な趣しゆ味みから店を開いたらしい。金銭を稼かせぐ必要がないため、初めは知り合いしか招まねかないやり方だったという。マルクの以前の雇やとい主ぬしが店主の知り合いで、この店の存在を知ったのだった。


　口づてに噂うわさが広まっていったのだが、店の詳しよう細さいな場所は広まっておらず、ごく一部の人間しか知らない場所だった。それゆえ、店内にはマルクたち以外に客の姿はない。


　それから、棚たなに並ぶヘルメットへと目を向ける。


「……あれは」


「はい？　ああ……、恐おそらく『月世界に行く』の宇宙服でしょうね。ずいぶん昔の作品ですが、今でもあちこちで上映されています」


　そう説明して、マルクはまた奇き妙みような感覚に囚とらわれた。


　──なあ、人間って、月まで行けるのかな──


　そんな、馬ば鹿かみたいな質問を投げかけたのではなかっただろうか？


　マルクは頭を振ふった。


　──今日は、どうかしていますね……。


　恐らく、エルミナと二人きりで、しかも執しつ事じと主あるじという関係以外の理由でともに歩いているからだろう。そんな緊きん張ちようが引き起こしているのだ。


　気がつくと、エルミナが呆ぼう然ぜんとしたように店内を見回していた。


「いかがですか？」


「……面白い。とても」


　満足そうな返事が聞けたことで、マルクも報むくわれた気がした。


　カランカラン──鈴すずの音が響ひびく。


　手頃な料理を注文すると、別の客が入ってきた。目を向けると黒のスーツを着た男性と、赤い髪をした長身の女性だった。恋人関係らしく、青年が女性の腰へ手を回している。


　──恋人というものは、あんなふうに歩くのですか……。


　それをマジマジと観察していると、エルミナも呆あつ気けに取られたように男女に目を向けていた。


　マルクとエルミナは顔を見合わせ、それからハッとしたように目を逸そらした。お互たがい目のやり場に困ったように、周囲の展示物へ目を泳がせる。


　そうして目を向けたのは、先ほどエルミナが関心を寄せたヘルメットだった。


　──奇妙ですね……。何故か、おかしなものを思い出します。


　夢……そう、夢だったのだろう。マルクは誰かといっしょにこの活動写真を観賞したのだ。二人で手を繫つなぎ、楽しそうに逃にげ回った。


　──それで、夢の終わりはどうなったのでしたか？


　思い出せない。そもそも、そんなことがあったはずはないのだ。少なくとも、マルクは覚えていない。


　頭を抱かかえていると、料理が運ばれて来た。


　マルクが頼んだのはパンと卵料理の軽食で、エルミナは果実で飾かざられた洋菓子スウイーツと紅茶だった。


「ここの店主は料理の腕うでも良いですよ」


「……悪くはない」


　エルミナは一度首しゆ肯こうしたが「だが」と続けた。


「……紅茶は、いつもの方が好ましい」


　遠回しにマルクの方が美う味まいと言ってくれたらしい。マルクが堪こらえきれないように笑みを溢こぼすと、先ほどの男女にも料理が運ばれていた。


　なんとはなしに、そちらへ目を向けてしまうマルクとエルミナ。男女が頼んだのは、エルミナと同じような洋菓子スウイーツだった。


　青年の方がフォークを取ると、洋菓子スウイーツを削けずり取る。女性の方はフォークに手を掛かけることなく、楽しそうに口を開いた。そして強ね請だるような声を上げると──





　青年が、女性の口へと洋菓子スウイーツを運んだ。





「「……………………」」


　マルクとエルミナは、啞あ然ぜんとしてその光景を見つめた。


　二人が幻げん覚かくを見ているのでなければ、男性は洋菓子スウイーツを優しく女性に食べさせてあげたのだ。いわゆる「あーん」というものだ。


　──都市伝説ではなかったというのですか……！


　そういった行こう為いが存在するとはマルクも聞いたことがある。しかし実際にやっている人間が実在するとは……。存在自体があやふやな都市伝説の一種だと思っていた。


　硬こう直ちよくしながらも、二人はギギギとぎこちない動作で顔を見合わせる。


「だ、大だい胆たんな方々でございますね」


　冷ひや汗あせを流しながらマルクがそう言うと、エルミナはなにか悩なやむように俯うつむく。


　そして、握にぎっていたフォークをマルクへと差し出した。


「エルミナ？　これは、その、どういうことでしょうか？」


「……………………」


　あたかも「あれがやりたい」とでも言うような仕草に、マルクの表情が強こわ張ばった。


　エルミナはなにも語らない。命じない。マルクを試すようにフォークを差し出すだけだ。ただ、その瞳ひとみは明らかに期待に満ちたものだった。


　──うぅ、何故か訴うつたえが手に取るように分かってしまいます！


　マルクが気き後おくれしていると、やがてエルミナも羞しゆう恥ち心しんに敗北したのかフォークを下ろそうとする。


「──お待ちください」


　その手を、マルクは慌あわてて握り止めた。


　驚いたように目を開くエルミナに、マルクは確かな決意を秘めて頷うなずき返した。


　──あの二人も平気でやっているのです。私にできないはずがありません！


　震ふるえる手で、マルクは洋菓子スウイーツの先せん端たんに載のった碧苺ミナーヴアへとフォークを突つき刺さす。そして、それを落とさないように気をつけながら持ち上げる。


　エルミナへ目を向けると、彼女は小さく頷いてそっと口を開く。


　桃もも色いろの唇くちびるの向こうには、真っ白な歯が覗のぞいて見えた。


　国内最強の一人に数えられる、カナメと斬きり合ったときでさえマルクがこれほどの勇気を必要とすることはなかった。


　──ですが、ここで臆おくするわけにはいかないのです！


　マルクはエルミナの小さな唇へと、熟うれた碧苺ミナーヴアを差し出した。


「……ぁ……ん」


　彼女なりに勇気を振り絞しぼったのだろう。鋭するどく耳を澄すませてようやく聞き取れるような声だったが、確かにそんな声を上げたのが分かった。


　形の良い唇が、碧苺ミナーヴアをそっと咥くわえる。マルクでさえ知らない世界を覗いた碧苺ミナーヴアが恨うらめしく感じられた。


　碧苺ミナーヴアは小さなものだったが、それでもエルミナが一口で咀そ嚼しやくするには大きかったらしい。先端を齧かじると、エルミナは口を離はなした。


　幽かすかに頰ほおを上気させ、エルミナははにかむように俯いた。


「……美お味いしい」


　感無量だった。マルクが挑いどんだ戦いは、間ま違ちがいではなかった。


　感かん涙るいに咽むせせていると、エルミナはこくんと喉のどを鳴らした。ようやく飲み下したらしい。


　そして、もう一度澄ました顔で口を開く。


「もう一度ですかっ？」


「……駄だ目め、かね？」


　先ほど酒場の件を駄目だと言った以上、このエルミナのささやかな、それでいて恐ろしく難題な欲よつ求きゆうを突き放はなすことなどできなかった。


　結局、マルクは洋菓子スウイーツの半分がなくなるまで都市伝説に挑み続けた。





　ようやく料理が終わると、エルミナも満足そうな吐と息いきを漏もらした。


　──ふ……羞恥心さえ乗のり越こえてしまえばどうということはありませんでした。


　未いまだに恥はずかしいものは恥ずかしいが、それでエルミナの無表情が崩くずれるならば何度でも挑んでみせる。


　マルクが試練を乗り越えた漢おとこの表情を浮うかべたときだった。


「あちらのお客様からです」


　店主が、大きなグラスに入った洋菓子スウイーツを運んできた。


　目を向けると、先ほどの大胆な男女が乾かん杯ぱいでもするようにグラスを上げていた。


　マルクが軽く会え釈しやくを返していると────


「……なっ」


　エルミナが、珍めずらしく狼ろう狽ばいの声を上げた。


「どうかなさいまし────っ？」


　そこには細長いグラスが一つだけ置かれていた。注つがれた炭酸水の中には氷こおり菓が子しや生クリームが浮かんでおり、パフェというものだと分かるが……


　そこには──ストローが二本刺さっていた。


　グラスは一つ。


　ストローは二つ。


　これは一体なんの謎なぞかけだろう？


　エルミナに目を向けると、真っ白な頰を幽かに上気させている。彼女の目から見ても、これはつまり〝そういうこと〟らしい。


　──何な故ぜです。ハードルがどんどん高くなっていきます……！


　呻うめいていると、エルミナが戸と惑まどったようにスカートの裾すそを握り締しめていた。その視線はチラチラとパフェグラスとマルクの間を行ったり来たりしている。嫌いやがっているのとも少し違ちがうように見えた。


　──これを女性側に言わせるのは、紳しん士しのすることではありませんね。


　マルクは腹を括くくった。先ほどは、エルミナが促うながしてくれたのだ。今度は、自分が前に出る番だろう。


「エルミナ、せっかくご馳ち走そうしていただいたのですから、いただきましょうか？」


　そう誘さそいかけると、エルミナはピクンと肩かたを揺ゆらしながらも、小さく頷いた。


　マルクがストローの一方──青いものを手に取ると、エルミナも覚かく悟ごを決めたように手を伸のばした。こちらは桃色のものだ。


　そして、二人同時にストローを口に銜くわえた。


　コツン、と額ひたい同士がぶつかってしまった。柔やわらかな髪の感かん触しよくに狼狽うろたえながら視線を上げると、エルミナも困ったようにこちらを見ていた。


　チューと音を立てて、果実水ジユースが減っていく。


　見つめ合ったまま、思わず吹ふき出してしまった。エルミナも肩を揺らし、クスクスと甘い吐息を溢す。


　そんな二人を見て、何故か先ほどの男女が拳こぶしを握ってなにかをやり遂とげたという顔をしていた。
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　数十分後──店を出ると、外では陽が落ち始めていた。


　──そろそろ、引き上げた方が良いかもしれませんね……。


　宿を引き払はらうのは明日あしたの予定だが、調子に乗って羽目を外し過ぎると翌日の帰き省せいに影えい響きようが出る。エルミナは体力がある方ではないのだ。もう旅館で休んだ方が良いかもしれない。


　──ですが、もう一ヶ所くらいは寄れないこともありませんね……。


　マルクは少し悩んだ末、エルミナに目を向けた。


「エルミナ、明日からは大陸横断特急で丸一日揺られることになります。そろそろ引き上げを考えた方が良いと思います」


「……そう」


　少し名残なごり惜おしそうな素そ振ぶりを見せながらも、エルミナは素直にそう頷いてくれた。彼女自身も、自分の体力というものを理解しているのだろう。


　マルクは、そっと微び笑しようを浮かべた。


「ですが……具合がよろしければの話ですが、もう一つだけ行きたいところがあります。……いかがでしょうか？」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳を幽かに揺らすと、確かに笑みを浮かべた。


「……問題ない」


「では──」


　マルクはエルミナの手を引き、夕暮れのニュージョンストンを進んだ。





「……ここは？」


　エルミナが怪け訝げんそうな声を漏らす。


　そこは、一目で地下酒場と分かる店だった。


　一応、料理店を装よそおっており、店内に酒さか瓶びんが並んでいるわけでもなければ、メニューにアルコールが記き載さいされているわけでもない。それでも店内で客たちに注がれている紫むらさき色いろの液体は紫房果プルテア酒のようであり、客たちの赤ら顔はどう見ても酔よっぱらっている。


　店内からは、男性歌手と管楽器サツクス、弦楽ギター器による軽快な音楽が響ひびいてきていた。


　マルクは仕方なさそうな笑みを浮かべると、エルミナの手を取った。


「料理店でございますよ。少しばかり融ゆう通ずうの利きく」


　店の中に進み、マルクがエルミナを座らせたのはカウンター席だった。エルミナが落ち着けたのを確かめると、マルクは店主に小銭を握らせ、中へ入れてもらう。


　マルクとエルミナはカウンター越ごしに向かい合うことになった。


「……何故、そちらにいるのかね」


　僅わずかに眉まゆを揺らしたエルミナに、マルクは自信のある笑みを返す。


「おもしろいものをご覧に入れるためでございますよ」


　幼いころ──父の事業がまだ存続していたころ、マルクは給仕を務めていた。エルミナが好む紅茶の入れ方も、そのとき学んだものだ。


　そうして配はい膳ぜんする飲みものには、実はアルコールを取とり扱あつかうこともあったのだ。


　マルクは蒸留酒テキーラと黄橘実ケレーシヤのリキュール、そして鬱金玉デイーナの果実水ジユースを三対一対一の配合で専用の容器へと注ぎ込む。続けて蓋ふたを閉めると一気に振りまぜる。


　アルコールの組み合わせから、マルクのレシピを察したのだろう。店主が塩で縁ふちを雪のように装そう飾しよくしたグラスを差し出してくれた。


　店主に礼を述べてから、マルクは桃色のアルコールをグラスへと注いだ。


「──〝マルガリータ〟という混合酒カクテルでございます」


　さっぱりとした酸味で飲みやすい味わいなのだが、意外なほど根強く支持される混合酒カクテルだった。これを考案したバーテンダーは、自身の悲ひ恋れんの思い出から名付けたとも言われている。


　グラスを差し出しながら、マルクは容器に残ったアルコールを別のグラスへと注ぎ込む。


「昼間の歌劇ですが、やはり私は少女に薬を飲んでもらいたかった」


　そして、エルミナのグラスの隣となりに、もう一つのグラスを並べた。


「こういう手はどうでしょうか。薬を半分にわけ、二人で飲んでしまうのです。これならば、青年が少女を独りにすることもありません」


　エルミナは困こん惑わくしたように、マルクとグラスを交こう互ごに見比べる。マルクは苦笑しながらも、グラスの一つを手に取った。


「……悪くない結末だね」


　同意してもらえたことに笑みを溢こぼしながら、マルクはこう言った。


「アルコールはあまり好ましくはありませんが、あなたが飲みたいというならば、私がご用意いたしましょう」


　昼間、歌劇を見た後どういうわけかエルミナは酒場に行きたいと言った。そのときは頭ごなしに駄目だと言ってしまったが、普ふ段だんから自分の意思を示すこと自体が珍しい少女が珍しく訴うつたえてくれた〝わがまま〟なのだ。


　だから、これがマルクなりの答えだった。


　──ようやく〝わがまま〟を言ってくれるようになったのですしね。


　先ほどの店での一件は未だに羞しゆう恥ち心しんを焚たきつけているが、それでもエルミナが望んでくれること自体は嬉うれしかったのだ。


　エルミナは幽かに笑みを溢すと、グラスを手に取った。


「……そういうつもりでは、なかったのだがね」


「はい？」


「……いや、いい」


　そう言うと、エルミナはグラス同士をぶつけて澄すんだ音ね色いろを響かせた。そっと口をつけると、目を丸くさせた。


「……変わった味だ」


「アルコールとは、そういうものですよ」


　エルミナは警けい戒かいするようにグラスを見つめながらも、ちびちびと傾かたむける。


「……お母様は、オペラの舞ぶ台たいに立ちたかったらしい」


「奥様……ヴィオラ様でございますか？」


　首しゆ肯こう。


「……ドミニクから聞いた。お母様も、私たちと同じ謳うたを歌っていたと」


「──届いていますか──あの謳で、ございますか？」


　──エルミナに、もう謳は歌わせるな──


　ヨシュアの言葉が、脳のう裏りを過よぎった。


「……お父様は知っていたのだろうね。〝あの謳〟は眠ねむり姫ひめを起こすための謳なのだ」


「それは、望ましいことではないのですか？」


　エルミナ、そしてエミリオの一族は〈アルス・マグナ〉に魅み入いられ、そして目覚めることのない眠りに誘いざなわれる運命にある。


　現在の眠り姫はエミリオであり、エルミナは双ふた子ごの半身を目覚めさせるために〈空白の契けい約やく書しよ〉を創つくりだした。


　エルミナは首を横に振ふる。


「……眠り姫は、この謳に応こたえてしまう。エミリオのときもそうだったと、アイシャから聞いた。歌えば、眠り姫も歌ってしまうのだ」


　それが何故いけないことなのか、マルクには理解できなかった。エルミナは、どこか物悲しそうに続けた。


「……眠り姫が歌う。それは、眠り姫の時計が動いてしまうということなのだ。つまり」


「つまり……？」





「……歌った分だけ、眠り姫の寿じゆ命みようは縮む」





　マルクは、大きく目を見開いた。


「なん……ですって？」


「……眠り姫は目覚めない。だというのに、時間だけが奪うばわれていく。だから、あの謳は歌ってはならなかったのだ」


　──ヨシュアが言っていたのは、そういうことですか……。


　エルミナが歌えば、眠り姫に残された時間が失われていく。


「だから、あなたは歌わなくなったのですか……」


　マルクが苦く渋じゆうの滲にじんだ声を漏もらすと、エルミナは意外にもからかうような笑みを浮うかべた。


　──大分、自然に笑ってくれるようになったのですね……。


　それだけで、マルクの胸の中はいっぱいになってしまう。ついついそちらに気を取られながらも、マルクはエルミナの言葉を待った。


「……私は、なにもアルコールを飲みたかったわけではないのだ」


「はい？」


　眠り姫の話から、突とつ然ぜんアルコールの話に変わってしまい、マルクは素すっ頓とん狂きような声を漏らした。


「……でも、君は私を望んだ場所に連れてきてくれた」


　そう言うと、エルミナはそっと席を立った。


「エルミナ？」


「……今すぐ舞台へ上がりたいなら、酒場に行けばいい。劇場で、そう教えてもらった」


　そして真まっ直すぐマルクを見つめた。


「……君に、聴きいてほしいのだ。私の謳を」


「そ、それは！」


　マルクが声を荒あららげると、そっとその口をエルミナの人差し指が塞ふさいだ。甘い香かおりが鼻をくすぐった。


「……あの謳ではない。だから、聴いてもらえまいか？」


　──欲よくを言うならば、エルミナにももっと歌ってもらいたいのですが──


　マルクは自分がそう言ったのだと、ようやく思い出した。


　エルミナは店の奥へと足を向ける。その先では、数人の男たちが軽快な音楽を演奏していた。


　エルミナはその中のマイクを持った男に話しかけると、そのマイクを受け取った。


　演奏が止やみ、店内に静けさが染しみ渡った。


「……くつろぎのときにすまないが、今ひととき私の舞台に付き合ってもらいたい」


　飛び入りの歌姫に、客たちは嫌いやな顔を見せることなく歓かん声せいを上げる。


　エルミナは小さく息を整えると、静かな音色で囀さえずり始めた。





　──片かた翼よくの鳥に空は飛べない──





　それは、マルクの知らない謳だった。どこか寂さびしい音色を含ふくんでいた眠り姫の謳とは違ちがう、温かくも強い芯しんの通った歌声。


　銀啼鳥ソローネの歌声に合わせ、男たちもそれぞれの楽器を奏かなで始める。





　──壊こわれた鳥かご、届かぬ空、夢未来が見えない──


　──求めたのは、私が殺した私の翼つばさ──





　初めて聴く曲だというのに、その旋せん律りつはエルミナの謳へと溶とけ込み、今度は謳を支ささえる主しゆ軸じくとなる。これが玄人くろうとの奏でる音楽なのだと、マルクは初めて知った。


　曲という支えを得たその歌は、マルクの知る独ア奏リ歌アとは違う、力強い旋律を紡つむぎ始めていた。





　──片翼の鳥に空は飛べない──


　──鳥かごで歌う迷い子を、君は連れ出した──


　──夜の向こう、何度迷うとも、道みち標しるべの手──





　エルミナが歌う眠り姫の謳は、目覚めぬ眠りについた眠り姫へと呼びかける謳──思し慕ぼと郷きよう愁しゆうの謳だった。


　エミリオが歌った彼女だけの謳は、活力に満ちた未来への、そして姉であるエルミナのための謳だった。


　眠り姫が歌う謳は、どちらも誰だれかを想おもう謳だった。





　──私に気付いて、拒こばまないで──


　──帚ほうき星ぼしのように君はいつも──


　──私の願いを聞いてくれた──


　──私は歌おう、君だけのため──





　積もり積もった想いを吐はき出すように、無表情の彼女が歌うとは思えない、感情的な謳だった。


　マルクは、ようやくその謳がマルク個人に向けられた謳なのだと気付いた。





　──幾いく千の夜が過ぎ去るとも──


　──幾万の陽が昇のぼろうとも──


　──幾億の星が墜おちようとも──


　──私の謳は、君だけのもの──





　眠り姫のためでもない。妹のためでもない。マルクのための謳。


　マルクはエルミナから居場所をもらった。それ以外にも、たくさんのものをもらった。その中で、この謳は特大の贈おくり物ものだった。





　──他の誰でもない、君だけのもの──





　どこまでも届くような余よ韻いんを残して、謳は紡ぎ終えられた。
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　エルミナがホッと息を吐き、マルクへ視線を向けてくる。


　意識するまでもなく、マルクは拍はく手しゆを送っていた。それで目が覚めたように、他の客たちも手を叩たたき始めた。


　気がついたときには、満場の拍手が送られていた。


　エルミナはたじろいだように身を退ひくと、歌手の男にマイクを返した。そして慌あわてて舞台を降りる。


　マルクはカウンターから飛び出すと、エルミナの元へ駆かけ寄よった。足あし下もとをふらつかせたエルミナを、そのまま腕うでで抱だき留とめる。


「素晴らしい謳でしたよ、エルミナ」


「……そう」


「気持ち、伝わりました」


「……そう」


「たとえあなたがどこへ行こうとも、私はあなたを見つけてみせます」


　そう言うと、エルミナはようやく顔を上げた。赤く染まった頰ほお。濡ぬれた翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。どこまでも美しく、愛いとしかった。


「もう離はなしませんからね」


　マルクがそう言うと、エルミナは困ったように身じろぎをした。


「……人前なのだが」


「構いません」


　根負けしたように、エルミナはそっと目を閉じた。


　それがどういう仕草なのか分からないほど、マルクも無知ではなかった。


　マルクも目を閉じ、そっと唇くちびるを重ねた。


　──この時間が永遠に続けば良いのに……。


　そう考えずにはいられない、幸せを手にした瞬しゆん間かんだった。そして──





　ガシャンッ──全すべてを壊こわすその音が響ひびいたのは、そのときだった。





　それは、マルクの耳にもハッキリと届いた。他の客たちも聞こえたらしく、周囲へ目を向ける。


「……ぅ……そ……」


　目を開けると、エルミナが信じられないというように目を見開いていた。


　そして──糸が切れた操あやつり人形のように、カクンと膝ひざを折った。


「エルミナ？」


　頽くずおれる体を支えるが、エルミナの体にはなんの力もこもっていなかった。堪こらえようという仕草がまったく見られなかった。


「……そんな……私は、まだ」


　うわごとのように、エルミナはなにごとかを囁ささやく。


「エルミナ？　どうしたというのです」


　どうなっているのかは分からないが、エルミナの様子はただごとではない。マルクは少しでも安心させようと、エルミナの手を握にぎった。


　不意に、知らないはずの記き憶おくが脳裏を過ぎった。エルミナと出かけてから、何度も囚とらわれる違い和わ感かん。夢のような曖あい昧まいな記憶。


　夢の結末──それを、マルクは思い出してしまった。


「……マル、ク」


「ここにいます。エルミナ？」


　マルクが声をかけると、エルミナの頰に一筋の涙なみだが伝った。


　そして、囁くように、だがはっきりとこう言った。





「……消えたく、ない」





　あの日、いつのことかは思い出せない夢の中で出会った少女は──エルミナは──夢の終わりに消えてしまったのだ……。




[image: ]





「素敵な謳でしたね」





　ヴァレンシュタイン家玄げん関かん広間にて、侍じ女じよ姿の少女──アイシャが嬉うれしそうに呟つぶやいた。


「今日は、二度目だねえ」


　同じく満足そうに相づちを打ったのは家令のドミニクだ。


　この屋や敷しきの地下では一人の少女が眠ねむっている。


　──エミリオ＝ヴァレンシュタイン──エルミナの半身であり、〈アルス・マグナ〉に魅み入いられた本来の〈精杯グレイルの姫ひめ〉。


　双ふた子ごであるエルミナとエミリオは多くのものを共有している。〈アルス・マグナ〉の力も含ふくめ、〈空白の契けい約やく書しよ〉により体ですらもだ。そんな彼女たちは、片方が歌えば眠ねむれる姫もつられたように歌う。共きよう振しんと呼ばれる現象だ。


　そんな眠り姫が、朝に続いてまた歌った。その歌声が玄関広間に響ひびいたことで、アイシャとドミニクは手を止めて聴きき入っていたのだ。


「ドミニクさん、嬉しそうですね」


　いつもフニャリとゆるんだ笑みを絶やさぬ家令だが、今浮うかべている笑みは満足そうで感情のこもったものだった。


「まあ、ね。今歌ったのは、たぶんエルミナお嬢じよう様さまだろうね。あの子が恋歌ラヴソングを歌うようになるなんて、教育係チユーターとしては嬉しい限りじゃないか」


「そうですね。エルミナ、マルクさんと上う手まく行ったのかな？」


「どうかな？　案外、カナメさんも含めて三人で仲良くやってたりするのかもしれないけれど」


「ドミニクさん。いくらマルクさんでもそこまで優ゆう柔じゆう不ふ断だんじゃないですよ」


　擁よう護ごするような言葉を吐はきながらも、その口調は断言にはほど遠い〝そうだといいな〟という願望でも込めるような声こわ音ねだった。


　遠い地にいる主あるじと執しつ事じを思いながら、侍女と家令が勝手な憶おく測そくを述べ合っているときだった。





　ガシャンッ──世界が割れたような、不ふ吉きつな音が響いた。





　ドミニクが、ハッとしたようにアイシャを見た。


「あ、あたしじゃないですよ？」


　アイシャは食器……に限らず、よくものを壊こわす。割れ物と言えばアイシャだという公式さえ、この屋敷では肯こう定ていされている。


　反射的に自分はなにも割っていないと主張すると、ドミニクは思いの外ほか真ま面じ目めな声を上げた。


「アイシャ、地下を見てくるんだ」


　それが切せつ迫ぱくした声だったことに、アイシャは契けい約やく者しやの表情を浮かべた。


　アイシャ＝クラン＝ウィードがこの屋敷を離はなれないのには理由がある。


　揺ゆり籠かご──眠り姫の間を守る番人──それが、この屋敷でのアイシャの役割だった。


　すぐさま玄関を飛び出して──アイシャは息を呑のんだ。


「な、なんですかこれ？」


　そこに、いつもの庭園は存在しなかった。


　正面門へと延のびる石いし畳だたみの通路には、壊れた城の残ざん骸がいや戦車を引いた馬。中世か、それ以前の歴史を感じさせる甲かつ冑ちゆうを纏まとった兵士たち。そして、横たわるいくつもの骸むくろ。


　屋敷の庭園は確かに存在するというのに、その上に別の景色が重なっているような、奇き妙みような世界が広がっていた。


　啞あ然ぜんとしたのはほんの数秒のことだったが、その数秒でこちらの存在に気付いたらしく、兵士の一人がギョロリとアイシャを見た。


　すでに血で汚よごれた槍やりを構え、アイシャめがけて突とつ進しんしてくる。





「──よく分からないけど、みんなは屋敷を荒あらしてるってことで、良いんだよね？」





　兵士の頭部が、真上に吹ふき飛とんだ。


　槍を搔かい潜くぐって懐ふところへ飛び込み、アイシャはその顎あごを真下から蹴けり抜ぬいていた。


　木この葉のように宙を舞まった兵士は、そのまま地面に叩たたきつけられる。槍がゴロンと転がり、兵士の体は──ガラスのように砕くだけた。


　──人間じゃない……？


　異い形ぎようの死に様に眉まゆを顰ひそめながらも、アイシャは両りよう腕うでで自分の視界を覆おおった。


　そして、愛らしい外観からは想像もつかない、冷たい声音でこう語りかけた。





「焼やき払はらえ──〈バーラ・ルー〉」





　眠り姫の番人は、その寝しん所じよを脅おびやかすものへ慈じ悲ひをかけない。


　アイシャの能力は、視界に存在するもの全すべてを〝灰〟へ変へん貌ぼうさせる。広大な射しや程てい距きよ離りと絶大な破は壊かい力を併あわせ持つ、最悪の能力だった。


　夜のマルクにすら比ひ肩けんするその最強の能力と、クーラン特有の柔じゆう軟なんな筋肉と凶きよう悪あくな腕わん力りよく。〈鳳おおとり〉の名で呼ばれ、それらを兼かね備そなえた彼女は、自身の知るところではないが契約者の頂点である四強に数えられている。


　警告すらなく、アイシャは兵士たちへと能力を解放した。




[image: ]


　兵士たちがもだえながらガラス片へと変貌していく。


　中には近寄れないまでも、武器を投とう擲てきする賢けん明めいな兵士もいたが、アイシャを射い貫ぬくには遅おそすぎる。飛んできた槍を僅わずかに身を反そらせるだけで回かい避ひする。


　ガラスに変貌しながらも、果か敢かんに剣けんで斬きりかかってくる勇ゆう敢かんな兵もいたが、アイシャはそれを無造作に蹴り砕く。


　同じく突とつ然ぜん困こん惑わくする状じよう況きように放り込まれた両者だが、力の差は一方的なほど歴然だった。


　十秒と経たたずに闖ちん入にゆう者たちの〝排はい除じよ〟が完かん了りようするが、その背中でゴトリと音がした。


「ドミニク、さん……？」


　振ふり返かえると、そこで家令が倒たおれていた。


「ドミニクさん！」


　アイシャは慌あわてて駆かけ寄よる。異国の兵が現れ庭園が変貌した現象などより、よほど信じられない現象。ドミニクは、アイシャが〝殺すつもりで放った蹴り〟をフニャリと受け止めるような男なのだ。


　それが倒れているなどという現象は、そうそう受け入れられるものではなかった。


　抱だきかかえようとすると、ドミニクの腕うでが動いた。そして──


　パンッ──乾かわいた音が響ひびいた。


「──な、なにやってるんですかっ！」


　アイシャは悲鳴を上げた。なにを考えたのか、ドミニクは拳けん銃じゆうで自分の腕を撃うち抜いたのだ。


　ドミニクが苦痛の滲にじんだ顔を上げる。


「アイシャ……脱だつ出しゆつ、するんだ」


　そう言って、ドミニクは庭園を示す。そこでは、再び景色が揺らぎ、新たな兵士たちが姿を現していた。


　──きりがない。


　そうは思ったものの、番人が逃にげるわけにはいかないのだ。


「焼き払え〈バーラ──痛っ？」





　ガシャンッ──なにかが割れた音とともに、目に鋭するどい痛みが走った。





　反射的に顔を覆うが、傷があるようには感じられなかった。


　涙なみだぐみながら目を開けると、そこには武器を携たずさえた兵士たちがなだれ込んできていた。


　──防ぎきれない……！


　アイシャの顔が強こわ張ばったときだった。


　グシャリ──異様な音を立てて、兵士たちが真横に吹っ飛んだ。


「アイシャ殿どの！　無事であるか？」


　フクロウの面をつけた巨きよ漢かんが、そこに立っていた。小こ柄がらなアイシャなど小鳥のように肩かたに乗せられそうな巨きよ軀く。オーバーオールに身を包んだその男は、手に細長い棒を抱かかえていた。……いや、体格比からそう見えただけで実際には野太い丸太だった。


「アーロンさん……」


　庭師のアーロンだ。兵器と呼べるような巨きよ体たいと、人の思考を〝読む〟という恐おそろしい能力を併せ持つ契約者である。


「ドミニク殿が負傷したのであるか？」


「いえ、怪け我がはしてるんですけど、なんていうか……」


　いきなり自分自身を撃ったドミニクをどう説明したものか困っていると、アーロンはドミニクの顔をマジマジと見つめた。


　それで、ドミニクの思考を〝読んだ〟のだろう。アーロンが呻うめいた。


「……認めろというのであるか。そのような話を」


「君に、噓うそはつけないだろう？」


「……あい分かったのである」


　そう言うと、アーロンは未いまだ目の痛みで呻くアイシャをヒョイと抱えた。


「アーロンさん？」


「逃げるのである」


「逃げるって……駄だ目めですよ！　あたしはエミリオさんの──」


「家令ハウススチユワードの勅ちよく命めいなのである」


　アイシャの抗こう議ぎも受け付けず、アーロンは走り出す。


「待って、ドミニクさんは？」


　アーロンが駆け出しても、ドミニクはついてこない。それどころか、壁かべに体を預け、ガックリと頽くずおれている。


「ドミニクさん！」


　叫さけぶアイシャの前で、再び景色が歪ゆがむ。アーロンが一いつ掃そうしたものの、また兵士たちが這はい出してきていた。


「もう！　焼き払え〈バーラ・ルー〉！」


　それで、兵士たちはガラスと砕ける──はずだった。


「──え……？」


　兵士たちは武器を携え、なにごともなかったように突つき進む。


「〈バーラ・ルー〉！」


　もう一度、語りかけるが、能力は発現しなかった。


「能力が、使えない……？」


　呆ぼう然ぜんとするアイシャの前で、屋や敷しきはどんどん小さくなっていった。





　　　　[image: ]





「エルミナ？　どうしたというのです、エルミナ！」


　──もう離しませんからね──


　そう宣言したというのに、愛いとしい少女は腕の中をすり抜けてしまった。


　目を開いたまま動かなくなってしまった少女の肩を、マルクは半ば半はん狂きよう乱らんになって揺すった。


「──やめよマルク！」


　マルクを押し止とどめたのは、純白の髪かみを揺らした少女だった。


「カナメ？」


　何な故ぜ彼女がここにいるのか。疑問には思ったものの、それを口に出す余よ裕ゆうはなかった。


　狼狽うろたえるマルクの腕から少女の体をもぎ取ると、カナメはその体を椅い子すへと座らせる。それから手て際ぎわよく脈と呼吸を確かめる。


「息はある。気を失っておるだけじゃ」


　カナメがそう言うと、少女はビクンと体を震ふるわせた。翠すい玉ぎよくの双そう眸ぼうがカッと見開かれ、マルクは側そばにかがみ込んだ。


「エルミナ？　なにがあったのです？」


　少女は、蒼そう白はくになって震えていた。


「そんな……姉様……？」


　カナメが眉を顰めた。


「おんし、エミリオか？」


　少女はカナメとマルクに目を向けると、震える声こわ音ねで囁ささやいた。


「カナメさん、マルク……姉様が」


「エルミナが？　どうしたのじゃ」


　少女は、ハッとしたように胸を押さえる。それから襟えり元もとから一本の紐を取り出した。


　それは、クーランの工芸品だろうか。細かな装そう飾しよくが凝こらされた木き彫ぼりのペンダントだった。中は空洞で、なにかを収めていたのだと分かった。


「そんな……フォルちゃんまで……」


　いよいよ絶望の色を浮うかべる少女に、カナメが詰つめ寄った。


「エミリオ、説明するのじゃ。エルミナが突とつ然ぜん倒たおれた。おんし、なにがあったか分かるのか？」


　少女は、泣き出しそうな顔でこう言った。





「──姉様が、消えてしまった──」






　あとがき







　皆みな様さまご無ぶ沙さ汰たしております。手て島しま史ふみ詞のりでございます。前回からちょっと間隔が空いてしまいましたが『影執事マルクの恋れん歌か』をお届けします！　第一章と第二章はドラマＣＤのコラボ短編。第四章と第五章は書き下ろし。でも個人的には第三章が気に入っていたり！


　今回実はあとがきが１ページないのでいろいろ割愛させていただきますが、この本に関わってくださいました全ての方々に渾こん身しんの感謝を込めて、ありがとうございます！


　次回予告！　蜃しん気き楼ろうの屋敷より現れた〝過去〟の幻影たち。そして消えゆく精せい霊れいたち。全てが失われる前に、マルクは眠り姫を救うことができるのか。影執事マルクの手違い最終巻『影執事マルクの契けい約やく』執事とお嬢様の結末は──お楽しみに！




手島　史詞









初出　「湖の底に潜ひそむものは」




　　　　　ドラゴンマガジン２０１０年９月号




　　　「歯車の音ね色いろに誘さそわれて」




　　　　　ドラゴンマガジン２０１１年１月号




　　　「思い出の道標」




　　　　　ドラゴンマガジン２０１０年７月号





影かげ執しつ事じマルクの恋れん歌か





手て島しま史ふみ詞のり
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